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【黒い羊シスター・ブラツクシープ】と呼ばれた伝説の女ひとがいた。

　悪徳の都と呼ばれたサクスにおいて、数多あまたの悪事を暴あばき、悪党を倒たおした正義の使者だ。けれどそれゆえ彼女はあらゆる者から追われた。彼女を恨うらむ悪党から、己おのれ以外の法と秩ちつ序じよを嫌きらう領主から、悪事が暴かれることを恐おそれた有力者たちから。それでも彼女は孤こ独どくな戦いを続け、やがて悪党は身を潜ひそめ、悪逆の領主は討うち滅ほろぼされ、正義が悪徳に勝利し、街には安あん寧ねいがもたらされた。

　ある美しい月夜に現れたかの女ひとは、出会った少年の頭を撫なでて囁ささやいた。




『私はしばし休むとしよう。地じ獄ごくの蓋ふたが開いて悪が蘇よみがえり、無む垢くなる羊が再び惑まどうまで──』




　そして、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】は忽こつ然ぜんと姿を消した。




　黒い羊が意味するのは厄やつ介かい者もの、異い端たん者。白い羊の群れに迷い込んだ黒い羊は、仲間の白い羊たちからつまはじきにされながらも、もがき、抗あらがい、群れを光の方向へと導く。




　黒い羊と呼ばれたその女ひとが、サクスの夜を見下ろして何を思っていたか、知る者はいない。
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「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】！」

　鋭するどい声が背後から飛ぶ。彼女は振ふり返らない。立ち止まらない。修道服の裾すそを翻ひるがえし、ベールをなびかせ、全力で夜の街を駆かけ抜ぬける。ゴミを蹴け散ちらし、客引きをする女と酔すい漢かん、泥どろ棒ぼうたちの間をすり抜け、狭せまい路地を、幅はばの広い大通りを、土つち埃ぼこりを上げて駆けていく。月の光だけが行く手を照らし、静かな夜の街に響ひびくのは、彼女の荒あらい息と、足音、それから彼女を追うあの男、若い司祭の──

「止まりなさい！」

　声。

　彼女は気配を察して横に跳とぶ。先さき程ほどまで彼女が足を置こうとしていた場所に、ナイフが突つき刺ささる。さらに追っ手は彼女がナイフを避よけたためにできた隙すきをついて距きよ離りを詰つめ、抜き身の剣けんを突き出してくる。彼女は姿勢を低くしてそれを避け、相手の持ち手を蹴けり上げる。姿勢を崩くずしながらの蹴りでは剣を落とすことはできなかったが、一いつ瞬しゆん相手も身を引き、その隙に彼女も後方へ跳んで距離を取り、体勢を立て直す。

「警告とナイフが同時じゃあ、意味がないのよ？」

　彼女が思わずそう呟つぶやくと、暗い夜の通りを挟はさんで対たい峙じする相手は──長身の若い司祭は、再び剣を構えて言葉を返す。

「悪あく魔まの下僕に声をかけるだけ我ながら優やさしいなと思いますが」

「悪魔の下僕じゃ──」

　ないって言ってるでしょ！

　その反論は相手が距離を詰めてきたために吞のみ込む。ふわりと一瞬、司祭の、見るからに柔やわらかそうな白っぽい金きん髪ぱつが月の光に輝かがやくのが目に入る。次の瞬しゆん間かんには司祭の剣が彼女の喉のど元もとを掠かすめていた。かろうじて上半身を反らして剣の切っ先の外に逃のがれた彼女は、今度は逆に踏ふみ込み、剣を振り下ろして姿勢を崩した相手の側頭部に蹴りを放つ。司祭はぐっと身を引いて、蹴りはその額を掠める。

　だが、追つい撃げきしようとする彼女の腰こしを、背後から伸のびた腕うでが抱だき寄せた。

「！」

　息を吞んで身を捻ひねるが、もう遅おそい。あらたに現れた人物が彼女の腰をがっちりと抱き寄せ、さらにもう一方の手で手首を摑つかんで抵てい抗こうをねじ伏ふせてしまった。

「迎むかえが遅おくれたな。詫わびが必要か？」

　ぞっとするほど冷たい唇くちびるが首筋を這はってそう囁く。振り返って睨にらみつけると男はその唇に薄うすい笑えみを浮うかべた。驚おどろくほど端たん整せいな顔立ちの、若い男だ。髪かみは青みの強い黒、目は深しん紅く──人ならぬその色の取り合わせが、しかし男の中では違い和わ感かんなく溶とけ合う。

　男はごく自然に顔を近づけてきた。

「思えば、誓ちかいの口づけがまだだったな、吾わが──」

　だが、唇が触ふれ合う前に彼女は自由な左手で男の顔を押しのけ、さらにそこに司祭の剣が振り下ろされた。男は彼女の身体からだを抱だき上げつつ、飛び退のいて剣を避けた。不ふ機き嫌げんそうに呟く。

「無ぶ粋すいだな、司祭」

「その女ひとから離はなれろ、悪魔」

　悪魔と呼ばれた男は眉まゆをひそめ──ふと微笑ほほえんだ。

「この女が欲しいのか、司祭。これをどうする？」

「貴様への信しん仰こうを捨てさせ正統の教えに回帰させる」

　その答えを聞いて、楽しそうに笑いながら、彼女を抱いた男は──悪魔は言う。

「それはできぬ。これは吾が花はな嫁よめだ」

　司祭は目を細め、剣けん吞のんな眼まな差ざしで悪魔を見み据すえ、言葉を返す。

「違ちがう。それは私の獲え物ものだ」

「──二人とも間ま違ちがってるわ」

　彼女は呆あきれた声でそう言い放ち、悪魔の端整な顔に肘ひじを食くらわす。拘こう束そくする力が緩ゆるんだ一瞬、彼女はすかさずその腕をふりほどいて地面に降り立ち、捕つかまえようとする悪魔の手をすり抜けて距離を取る。修道服の裾を翻し、男どもを振り返る。
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「あたしは夜回りしていただけよ。【黒い羊シスター・ブラツクシープ】は誰だれのものにもならないんだから──」

「違う」

「違います」

　男二人が一いつ斉せいに否定してくる。こういう時だけ気が合うのはどうなのだ？　本人たちもイラッとした目で視線を交かわす。彼女はその隙を逃のがさず、彼らに背を向け駆け出した。目に付いた蹄てい鉄てつ屋の看板を摑んで身体をその上に引き上げ、さらに跳ちよう躍やくして雨あま樋どいを摑む。雨樋を伝って屋根に上がり、身体を起こしたその瞬間──

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】！」

　再びその名で呼ばれ、彼女は街並みを見下ろす。司祭と悪魔が争うのとは別の通りから、幾いくつかのランタンの光が迫せまってくる。夜警のランタンだ。

　彼女はその数に呆れた。次から次へと湧わいて出てくる追っ手たちと自分の状じよう況きようがおかしくて、笑いすらこみ上げてくる。いちいち相手をするのも面めん倒どうくさい。これは全員自分の敵だ──司祭も悪魔も夜警たちも。だから彼女は口元に笑みを浮かべ、その場にいる全員に聞こえるように、声を張り上げて宣言した。

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】は正しい人たちの味方よ！　それでも捕まえたければ、やってごらんなさい！」

　──百年ぶりに、サクスに【黒い羊シスター・ブラツクシープ】が戻もどってひと月。

　夜の追いかけっこは、その日も明け方まで続いた。
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　物語は夜から始まる。

　その夜は暗く、まだサクスに黒い羊は戻っていなかった。
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　──好き勝手に生きてきた、とコンスタンティンは思う。

　四歳で教会に預けられて以来、やりたいと思ったことは躊ちゆう躇ちよなくやってきた。腹が減れば隣りん家かの畑に忍しのび込み、退たい屈くつなら聖歌隊を率いて俗ぞくな恋こい歌うたを歌い、そのたびに養育者である司祭のげんこつを喰くらい、このままでは地じ獄ごくに落ちるぞと脅おどされた。もう少し年を食ってからは、酒場や橋の下のたまり場に行って若い徒と弟ていや宿無しの少年たちとともに骰子さいころ遊びに興じることもあった。そこを見つかって街の警備隊に突き出された数は片手では数え切れない。

　本当に、面おも白しろおかしくやってきた、と思う。

「でも、だからって、もういつ死んだっていいってわけじゃないんです」

　コンスタンティンは祭さい壇だんの前に跪ひざまずき、ロザリオを手に目を閉じ、一人ぶつぶつと呟いていた。耳の下で揃そろえられた髪の短さと身に纏まとう黒い僧そう衣いは明らかに男性のものだったが、身体はその年頃ごろの少年としては薄っぺらく、また小こ柄がらな方だった。伏せられた目元や、頰ほおから小さな顎あごに至る輪りん郭かくにも、どこか中性的な雰ふん囲い気きが漂ただよう。とはいえそれらは女め々めしさよりも、天使のような神聖な華はなやぎを感じさせるものだったから、慎つつしみ深く目を伏せ、ロザリオを爪つま繰ぐり祈いのりを捧ささげていれば、それこそ舞まい降りた天使のようにも見えただろう。

　だが、実際のコンスタンティンの口からは、言い訳じみた言葉ばかりが漏もれていた。

「そりゃ悪いことはたくさんしてきました。でもまだ十六、やっと十六になったところなんです。こんなにも若い僕が、いきなり儚はかなくなってしまうなんて、そんな不幸はあっちゃいけません。罪を犯おかした僕にこそ、償つぐないの時間が必要だと思うんです。これから成長して、後々には列聖されて聖コンスタンティンなんて呼ばれちゃうかもしれませんよ？　ううん、司教冠を戴いただくような身分になる可能性だって！　神様、若いってのはそれだけ希望があるってことなんです。お願いですから、ほら、ねえ、僕が本心から悔くい改あらためるまで、どうか、猶ゆう予よをください」

　そこまで言ってから、やっぱりちょっと厚かましかっただろうか、と思って口を噤つぐみ、そっと片目を開いて、祭壇の奥にかけられた十じゆう字じ架かと、その傍かたわらで信徒を見下ろす聖ブリジット像を盗ぬすみ見る。聖ブリジットはこの都市の守護聖人だった。石造りの教会はあちこちがたが来ていたが、何十年か前の裕ゆう福ふくな信徒の寄進になる聖ブリジット像は石の台座の上で優ゆう雅がなローブを纏って、なかなか立派な姿を見せていた。蠟ろう燭そくで照らされた聖ブリジットの表情に特に変化は見られず、コンスタンティンは安あん堵どし、膝ひざで祭壇の方に近寄り、雄ゆう弁べんになってまた言った。

「そもそもですね、僕がこんなふうに罪深い人間になってしまったのも理由があってのことなんです。だって物心ついた時から、教えられていたんですよ。おまえは十六で──」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、本当にこんなことを口にして聖人と主の不興を買うことはないだろうかと不安を抱きながらも、おずおずとまた口を開く。

「十六で、悪あく魔まの花嫁になる、なんて」

　その瞬しゆん間かん、聖域でそんな言葉を口にしたコンスタンティンを戒いましめるように、祭壇に捧げられていた蠟燭の炎ほのおが一斉に揺ゆらいだ。コンスタンティンはびくりと身を竦すくめ、周囲を見回した。深夜の教会には誰もいない。コンスタンティンを育ててくれた頑がん固こな司祭は一年前にぽっくり亡なくなっていたし、その後やってきた司祭は半年も経たたずに教区の若いおかみさんとくっついて駆かけ落ちした。新しい司祭は赴ふ任にん前で、留守を預かるコンスタンティンの他ほかに、ぼろぼろの教区教会に用事のある者はいない。

　こくり、とコンスタンティンは白い喉のどを動かし唾つばを飲み込む。伏ふせていた目は今は見開かれ、森の沼ぬまを思わせる深い緑の瞳ひとみが、愛らしい睫まつ毛げに縁ふち取どられ、油断なく輝かがやいていた。




『十六になったなら、そなたがどこにいても、どのような姿をしていようとも、必ず』




　頭の中で繰くり返されるのは、聞いた覚えなんてない、けれど人づてにそうであったと教えられてきた約束の言葉だ。




『必ず、迎むかえに行こう。吾わが深しん淵えんなる塒ねぐらより──』




　赤子のコンスタンティンの前に現れて、そう誓ちかった者があった。母はそれを影かげと語った。我が子の上に覆おおい被かぶさり、破は滅めつの言葉を残していった、人の形をした影があったと。人の姿も、光もない深夜だったというのに、その影は不思議と夜の闇やみよりもなお黒々と、コンスタンティンの産うぶ着ぎに落ちていた。呪のろわれた声が響ひびく間、母は金かな縛しばりに遭あったようにまったく動けなかった。月の光が、開けられたままだった窓からさっと差し込んだ時、影は消えたという。

　自由を回復した母は、悪魔だ、と叫さけんで荘しよう園えん中の人間を叩たたき起こした。

　元々コンスタンティンのいた村には、〈血の赤、森の緑、雪の白〉を身に備えた娘むすめは悪魔にさらわれるという伝説があり、何十年か前にも赤毛の娘が行方ゆくえ不明になり、悪魔によって地獄へ連れ去られたのだと噂うわさされていた。赤毛、緑の虹こう彩さい、白い肌はだをもって生まれたコンスタンティンはまさにその条件にぴったりで、その上謎なぞの影の訪問だ。周りの人間はすっかりコンスタンティンは悪魔の花はな嫁よめになるものと諦あきらめ、領主と司祭も口では村人たちを諫め神に祈れば大だい丈じよう夫ぶだと言いながらも、実際には曰いわく付きのコンスタンティンを疎うとましく思っていたらしい。

　だが、母だけは違ちがった。

　悪魔の手からコンスタンティンを逃にがすべく、村を抜ぬけ、遠く離はなれた街の教会に預けたのだ。

　だが、悪魔を相手に、距きよ離りがどれほどの意味を持つのだろう？

　母は巡じゆん礼れいの旅に出たきり戻らなかった。司祭によって幼い頃ころからその話を聞かされ、祈りを忘れず生きるようにと育てられたコンスタンティンは、しかし司祭の意図とは違ってまったく自分の欲よく望ぼうに忠実に生きてきた。いくら遠い教会に預けられ、名前も変えて育てられたとはいえ、本当に自分を狙ねらっているのが悪魔ならば、簡単に見つけ出してしまうだろう……そうなれば悪魔の住み処かである地獄へ連れて行かれ、永遠の苦しみを味わうことになるのは避さけられない。ならばいっそのことその迎えの日まで、面白おかしく生きるのが賢かしこい、幼いながらにコンスタンティンはそう考えたのだ。そしてそれを聞いた司祭から強きよう烈れつなげんこつを喰らった。

　まあ、とにかく、今日こそが問題の迎えの日、コンスタンティンの十六回目の誕生日だった。

「あ……悪魔だって、」

　再び、こくんと唾を飲み込み、自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

「そんなの、神様のお力で、えいやあって、追い払はらって、いただけ、ます、よね……」

　聖書の時代、神に反逆し地獄に堕おとされた者。いつか来る最後の日には、再び地獄から軍勢を率いて神に対し戦争をしかける者。様々な姿で現れ、人を惑まどわし、神の教えから背そむかせようとする者。人の罪を誹そしり、数え上げ、人を地獄へ堕とそうとする者。

　それが、悪魔だ。

　悪魔もまた神の僕しもべであり、神の御み名なで命ぜられたことには逆らえないとも、悪魔が人を悪事に誘さそい、また破滅をもたらすのは人を試ためすために神によって送り込まれたからだとも言われているが、細かいことはコンスタンティンにはどうでもいい。悪魔といえば反キリスト、地獄の臭においをぷんぷんとさせた、醜しゆう悪あくで恐おそろしい、呪われた存在だ。その花嫁！　よく旅の説教師が語るところの、毛むくじゃらで、真っ黒くて、邪じや悪あくな二本の角と尻尾しつぽを持つ生き物を思い浮うかべ、コンスタンティンはぶるぶると首を振ふった。冗じよう談だんではない！

　だが、コンスタンティンの拒きよ絶ぜつを知ってか知らずか、再びどこからか風が吹ふき込み、蠟燭の火が揺らいだ。ごろごろ、という不ふ吉きつな雷らい鳴めいと、雨が屋根を叩く音も聞こえてくる。ほんの少し前、コンスタンティンが教会に入る前まではよく晴れていたのに。じっとりと汗あせを搔かいた手を胸の前でもみしだき、コンスタンティンは主か、聖母か、聖ブリジットか、とにかく助力を願える相手の御名を唱えようと口を開いた。

　そして、聖堂の屋根の下に、その声が響いた。




「うつくしい娘」




　その声はよく反はん響きようし、どこから聞こえるともわからない。今までに聞いた、誰だれの声とも違う。男性の声とも、女性の声ともわからない。老人の声とも、子どもの声とも。くわんくわんと反響し、正体を摑つかませない。コンスタンティンは戦おののきながら、上うわ擦ずる声を上げた。

「だ、誰だ！　誰かふざけてるのか？　娘だって？　僕は男だ！」

　けれどコンスタンティンの言葉を無視し、その声はまた響く。

「吾が、いとしい、娘……」

「ふざけるな！　誰が、」

　言葉を切り、ごくり、と大きな音を立てて唾を飲み込む。あちこちを見回し、悪友たちがふざけているのではないかと目を皿のようにして探すが、誰の姿も見えない。雨が屋根を叩く音はいっそう激しく、雷鳴は近づき、時折ぱっと稲いな光びかりがばら窓から差し込む。噓うそだ、でも本当に、ああ、噓であってくれ！　コンスタンティンは祈るような気持ちで立ち上がり、その僧衣を纏まとった全身が誰の目にも──誰かがいたとしてだが──見えるようにした。

「よ、よく見ろよ！　僕は男だ。この聖ブリジット教会の助祭なんだ。ちゃーんと司教様から叙じよ階かいされてる。聖職には男しかつけないんだぞ」

「コンスタンス」

　声が響く。先さき程ほどよりも大きい。近づいているのだ。コンスタンティンは十年以上も呼ばれたことのない名で呼ばれ、ぎくりとして立ちすくんだ。

「ぼ、僕はコンスタンティンだ！」

　この教会に来て、悪魔の耳を欺あざむくためにつけられた名前を叫ぶ。十二年間、コンスタンティンは男として育てられてきた。今まで本当の性別を見破った者はいないし、育ての親である司祭が死んだ以上、もはや真実を知る者はこの街にはいない。それなのに、声はコンスタンティンを昔の名、女の名で呼んだ。

「吾が妻」

　さああっと背筋から全身へと鳥とり肌はだが立った。頰ほおの辺りまで粟あわ立だち、そのぞわぞわとした感かん触しよくにまた寒気がした。心臓が止まりそうだった。母の残していったという木の珠たまが連なるロザリオを握にぎりしめた。何か言おうとしたが、声が言葉にならなかった。

　その時、突とつ然ぜん外へ通じる両開きの扉とびらが、大きな音を立てて左右に開いた。吹きこんできた冷たい風によって蠟燭の火は一つ残らずかき消された。風はコンスタンティンのあちこちに撥はねる赤毛の上を撫なで、震ふるえる肌を舐なめるように吹いていった。

　そして、開かれた扉の向こうに、一つの影が現れた。

　それは人の姿をしていなかった。全身が黒々とした毛で覆われ、目は不気味に金色に輝き、頭の上には二つの尖とがった耳があり、長い尾おがあって──そして小さい。

　それは牙きばのある口を開き、か細い声で鳴いた。

「にゃおん……」

　……………………それは、一いつ匹ぴきの猫ねこだった。

　瘦やせて、毛並みも悪い猫だ。四本の脚あしで立っているのもやっと、というふうに見える。

　それは震える脚を踏ふみ出し、教会の中へ入り込んだ。

　途と端たん、ぱったりと倒たおれる。

「…………え？　ええと？　お、おーい、猫？」

　コンスタンティンは混乱しながらも駆かけ寄った。開いた扉の向こうに、他に誰か、赤子の自分と母の前に現れたという黒い影などがいやしまいかと様子を覗うかがうが、雨で濡ぬれた街並みの他には見えるものはなかった。扉を閉めてから、おそるおそる、床ゆかの上に伸のびた猫を見下ろす。鼻先を祭さい壇だんに向け、右半身を見せて倒れている。鼻をひくひく動かし、ヒゲも揺ゆれているから、生きてはいるようだ。全身雨に濡れそぼち、ひどく頼たよりない。コンスタンティンは猫の身体からだにそっと触ふれた。応こたえるように、猫はぺろりと舌を出し、コンスタンティンの指を舐めた。その温ぬくもりに、怯おびえていたコンスタンティンも幾いくらかホッとし、気が緩ゆるんだ。

　冷たい感触に気付いたのは、その時だった。

「ん？」

　猫に舐められていた指先に、硬かたく、冷たく、なめらかな、金属の感触があったのだ。牙ではない。もしかしてこの猫は口に何かくわえていたのかと思った時、左手の指にその硬い何かが引っかかった。そのまま手を持ち上げる。

　左手の薬指の先に引っかかったものは、指輪だった。随ずい分ぶんサイズが大きいらしく、それは抵てい抗こうなく指の付け根まで落ちた。

　だが、指輪を見てコンスタンティンは最前の自分の考えを否定した。大きいと思っていたが、よく見るとそうでもない。ちょうどコンスタンティンの指にぴったりくらいだ。それが今のように簡単にはまるはずはないのだが、ひっくり返しても、やはりほとんど隙すき間まもなく指に添そっているように見える。

　銀色の指輪で、背のところに多面体にカットされた黒い石がはめられている。

　不意にコンスタンティンは、言い知れない悪お寒かんを覚えた。

　閉めたはずの扉がまた開いたのは、その時だった。

「──えっ!?」

　両開きの扉は音を立てて左右に開き、コンスタンティンは戦いて顔を上げた。扉の向こうから、赤い光が入っていた。炎ほのおの色だ。火事だ、という言葉が咄とつ嗟さに口をついて出そうになった。木造家屋の集中するこういった都市は、火には弱いものなのだ。

　だが、街は火事になっていなかった。

　闇やみに包まれた狭せま苦くるしい路地は、その時にはもはや存在していなかったのだ。

　扉の向こうには平らかな地面がただただ広がっていた。その遥はるか彼方かなたに、険しい、見たこともない形の山々が連なっている。草木の一本としてなく、山からはどろどろの妙みように粘ねん度どの高い液体が流れ出し、川のように大地を縦断し、地面のところどころでそれが溜たまって表面から炎を噴ふき上げていた。炎に照らされた空は赤く、そこから雨の一いつ滴てきも降ってきそうな気配はなかった。その空の下で大地を蠢うごめく黒い影かげが見える。あれは人だろうか？　熱く、強烈に生なま臭ぐさい風に乗って、低く、高く、呻うめく声が聞こえてくる。コンスタンティンは臭いと熱さのために息ができなくなり、その声の恐ろしさに、またぶつぶつと鳥肌を立てた。

　両の足首に、ひたりと冷たい感触があった。

　その途端、強い力が足首にかかり、引っ張られるようにして転んだ。驚おどろいて足あし下もとを見下ろしても、何も異変はない。それなのに見えない手で引っ張られるように、コンスタンティンの身体はずるずると扉の方へ引きずり寄せられていく。
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　その、赤い、見知らぬ世界へと。

「わ、わわ!?」

　コンスタンティンは咄嗟に手を伸ばし、聖せい水すい盤ばんを支える台座にしがみついた。足を引っ張る力は弱まらず、無む理り矢や理り台座にしがみつき続けていると、身体がちぎれそうに痛む。ぐぐぐぐ、と食いしばった歯の間から唸うなりを漏もらしつつ、おそるおそるもう一度足下を、つまり扉の向こうを見やる。毒々しい空の色、剣けん先さきのごとく尖った頂、そしてこの鼻のねじ曲がりそうな腐ふ臭しゆう……およそこの世の場所とは思えない。

「な、ななななんだ、あれはいったい……」

　思わず口に出してそう呻く。

　独り言のそれへ、しかし返ってくる言葉があった。

「あれなるは、吾わが故郷」

　同時に、頭の上に重いものが乗る。重さで顎あごが沈しずみ込み、舌を嚙かみそうになったコンスタンティンはぶるぶると頭を振ふった。頭の上に乗っていたものは、払はらい落とされて今度はコンスタンティンの目の前、扉と彼女の間に降り立った。

　それは、あのやせ衰おとろえた、みすぼらしい猫だった。

　猫は金色の目でコンスタンティンを見つめ、まるで人間のように口を開いた。

「そなたら人間が、地じ獄ごくと呼ぶところだ」

　礼拝堂に響ひびき、コンスタンティンを怯えさせていたあの不思議な声が、今度は反はん響きようなしに聞こえてきた。女にも老人にも聞こえた声だったが、今は若い男性の声として聞こえる。コンスタンティンは周囲を見回した。誰だれもいない。この猫と、コンスタンティンの他ほかは──

「これ。吾わが輩はいはここだ。そなたの目の前だ」

　声はそう言う。確かにそれはコンスタンティンの目の前から聞こえた。僅わずかに鼻にかかったような、甘く、若い声だ。猫が口を動かすのに合わせて、声が聞こえてくる……

「故ゆえあって力を削けずられ、このような姿に身を落とし、地上の法則に従っておるが、吾輩こそそなたの夫だ」

　コンスタンティンは呆ぼう然ぜんと猫を見つめた。その頭にあるものは耳であって角ではない。尻しりにあるのも、生きたヘビとかではなくて、ふさふさとした尻尾しつぽだ。猫だ。それ以外考えられない。

　それなのに、猫はコンスタンティンを見つめて言うのだ。

「理解できたか？　それではともに参ろうぞ、吾が麗うるわしの故郷へ。何、地獄もそう悪いところではない。空気が違ちがうので多少寿じゆ命みようは縮まろうが、どのみち人の寿命などたかが知れておる。熱で少々皮ひ膚ふが爛ただれ、あるいは凍とう傷しようで腕うでや足の一本二本は腐くされ落ちるかもしれぬが、吾輩は変わらずそなたを愛めでよう」

　猫が、人の言葉を喋しやべっている。

　ただの猫──ではない。

　悪あく魔まだ。

「う……っ、うわあああああっ！」

　コンスタンティンは絶ぜつ叫きようしていっそう強く台座にしがみついた。

「な、ななななんで悪魔が聖域の中に!?」

「ふん。このようなおんぼろ教会、もはや聖域とも呼べぬ。神聖さの欠片かけらも残ってはおらぬぞ」

　猫ねこが自じ慢まんげにそう言う。コンスタンティンは必死で声を張り上げた。

「ぼ、僕はっ、僕は地獄なんか行かない！　猫の花はな嫁よめになんかならないっ！　悪魔なんか知らないっっっっ！　さ、三さん位み一いつ体たいの御み名なによりて、ああああああ、悪魔よ退けえええ！」

「なかなかに往おう生じよう際ぎわの悪い娘むすめだ」

　猫は感心したように言った。

「だが、そなたのような不徳の者の祈いのりで吾輩が退けられると思うのか？　そもそも、その指輪を受け入れたからには吾われらの婚こん姻いんは成立しておるのだ。そなたは吾が妻、揺るぎようがない」

「ゆ、ゆゆ、指輪!?」

　コンスタンティンは言われて左手にはめられた銀の指輪を思い出した。そして台座にしがみついたまま、手て探さぐりで左手の指輪を摑つかみ、それを思い切り引っ張った。

　抜ぬけない。

　あんなにも簡単に、するするとはまった指輪が、今はきついくらいに皮膚にぴったりと寄り添そい、どれほど力を込めても指から抜けなくなっている。

「それは抜けぬ」

　猫は満足そうに言った。

「一度受け入れた以上、吾らの結びつきはそなたの死まで続く。何、悪いことばかりではないぞ。その指輪でもって吾が魔ま力りよくがそなたに流れ込み、そなたは当分は生きたまま地獄で暮らせる。吾輩もそなたの若々しき生命力でもって、こうしてかろうじて命を繫つなぐことができるのだ。ふむ、まったく、危あやうく、あと少しでそなたを迎むかえに行くことも叶かなわぬところであったわ。あの司祭め、再びまみえた時は……」

「うわあああんっ、いやだっ、地獄なんか、絶対、絶対いやだああああ！」

　コンスタンティンを引き寄せる力は話す間も強さを増していた。汗あせで手が滑すべりそうになり、彼女は慌あわててもう一度腕を台座にしっかりと絡からめた。

　猫は嬉うれしそうだ。

「おお、そろそろ限界のようだな。吾が殺風景な棲すまいも、そなたがおればしばしの時は温ぬくもりを得ようぞ。今まで連れてきた者たちの中でも、そなたはすこぶる生命力が強い。生き汚ぎたないのであろうな。うむ、これは長く保もってくれそうだ」

　その声にも口調にも、邪じや悪あくそうなところは感じられない。内容は物ぶつ騒そうなのに、ただ純じゆん粋すいに花嫁を喜ぶ若者の言葉に聞こえてしまう。それがまた、恐おそろしい。コンスタンティンは腕が痺しびれてきたのに気付いた。指先が震ふるえている。このままでは先は見えている。遅おそかれ早はやかれ、扉とびらの向こうへ引きずられて地獄行きだ。

「そんなの……ごめんだっ！」

　コンスタンティンは、左手を台座から離はなした。

　身体からだが扉の方へ引き寄せられそうになるのを、残る右みぎ腕うでを台座にきつく絡め、頭を押し当て、爪つめを立てて堪こらえる。爪が割れて頰ほおが台座の彫ちよう刻こくで切れたが、踏ふみとどまることに成功する。

「ふむ？」

　猫は興味深そうにコンスタンティンの方へ首を突つき出した。その伸のびた首を、コンスタンティンは自由になった左手で摑んだ。

「お？」

　首の後ろを摑み、猫を持ち上げる。ぶらんと宙で揺ゆさぶられても、猫はやっぱり不思議そうなままだ。特に抵てい抗こうする様子もない。

「何をするつもりだ？」

　コンスタンティンは猫の問いには答えず、足に力を入れ、膝ひざを曲げた。かかとをぴたりと尻につけて、しゃがみ込んだような姿勢を取る。扉へと引き寄せる力のために何度となく転びそうになりながらも、台座にしっかりと右腕を絡ませ、震える足で立ち上がる。台座にすがりつくような不恰好な姿勢だがどうにか立てた。喜びを堪え、左手に摑んだ猫を持ち上げる。

　そして、猫を頭から聖水盤に──聖水が満たされたその中へ、突っ込んだ。

「ふぎゃっ!?」

　猫は初めてじたばたと手足をばたつかせて暴れた。水が飛び散り、コンスタンティンの僧そう衣いを濡ぬらす。コンスタンティンは左ひだり腕うで以外の全身で聖水盤にしがみつき、左腕で猫を押さえ込み続けた。最初は激しかった抵抗が、徐じよ々じよに小さくなっていく。それとともに扉の向こうへ、地獄へとコンスタンティンを引き寄せる力も弱まり、ついには猫は聖水盤の中でおとなしくなり、扉がひとりでに閉まった。コンスタンティンは引き寄せる力が完全に消え、扉が閉まっているのを確かく認にんしてから、もう一度そうっと聖水盤の中を見た。押さえつけていた左手で、猫を持ち上げる。じゃばー、と聖別された水が猫の半開きの口から流れ落ちた。猫は白しろ眼めを剝むいている。と、その尻尾の先が僅かに揺れる。コンスタンティンは舌打ちした。

「ちっ、まだかっ！」

「ふみゃぎゃあー！」

　コンスタンティンは猫の頭を再び聖水盤に突っ込んだ。まだどこにそんな力があったのか、という力で猫は再び抵抗した。ごぼ、ぎゅぼ、という水中に空気が漏れる音の他に、猫の声も聞こえてくる。

「ま、待って、ごぼ、このま、死、」

「神様僕がこの聖域内において殺せつ生しようをしてしまうことをお許しくださいっていうかこいつは悪魔なんです仕方ないですよねそうですよね！」

　コンスタンティンは力を緩ゆるめずそう叫さけんだ。猫はまだもがく。

「違う、吾輩、死、そなたごぼっ、そなたも、」

「猫を虐ぎやく待たいなんかしたくないですよ、本当ですよ神様、僕は生来猫好きなんです、ああやっぱりなし、今の噓うそです！　猫も犬も好きじゃないです、でもしょうがないっていうか！」

「そば、そば、そなた、も、げぶ、ごぼ、ご……」

　猫の四し肢しからは再び力が失われつつあった。猫が何か言っていたことに気付いてコンスタンティンが口を噤つぐんだ時には、猫は妙みようにおとなしくなっていた。再びその身体を持ち上げると、やっぱり、じゃばー、と聖水がしたたり落ちた。猫は虚うつろな目をしていた。

「何か言った？」

　尋たずねられ、猫は痙けい攣れんする前まえ脚あしを持ち上げ、コンスタンティンの方を指さすような仕草をした。

「死……」

「え？」

　か細い声が、猫の口から漏もれる。

「吾輩を殺せば、そなたも死ぬぞ……」

　コンスタンティンはやっと言葉を聞き分け、ああ、と頷うなずき、それから、目を見開いた。

「え!?」

　猫はついに力ちから尽つきたのか、がくりと頭を垂れた。コンスタンティンは両手で猫の身体を摑み、揺さぶった。

「ちょっと起きろ！　おい！　どういうことだ、なんで僕まで死ぬんだ!?」

　猫はしばらくぶらぶらと揺さぶられるままになっていたが、ふと瞼まぶたを痙攣させ、目を開いた。

「う……む……なんだ、意識が飛んでいたようだが」

「おい、どうして僕まで死ぬんだ!?」

　猫はぶるぶると頭を振ふって、水すい滴てきを撥はね散らかした。ようやく頭がはっきりしてきたのか、コンスタンティンを見て問いに答える。

「吾らは繫がっているのだ。もし吾わが輩はいが死ねば、その魔力はそなたにすべて流れ込む。いかに弱まっていようと、到とう底てい人の身では耐たえられまい。ならば吾輩が死ねばそなたは死ぬのだ」

「冗じよう談だんじゃない！」

　それでは教会に駆かけ込み──いや、ここも教会だが、まあ、まともな司祭のいる教会にだ──助けを求めることすらできない。コンスタンティンは震え、しかし希望にすがって言った。

「い、いや、待てよ。それなら悪あく魔ま祓ばらいのできる司祭様を見つけて、地じ獄ごくにこいつだけ送り返してやればいいじゃないか」

「別にいいが、吾輩何度地獄へ送り返されようともそのたびに戻もどってきてそなたの前に現れるぞ」

「…………」

　まあ、確かに、戻ってくるのを止めることはできない気がする。殺すこともできない、地獄へ送り返しても無む駄だ、ならばいったいどうすればいいのだ？　コンスタンティンは半ば八つ当たりのような気持ちで猫ねこを睨にらみつけた。いや、八つ当たりではない。正しよう真しん正しよう銘めい、こいつが悪い。

「じゃあ僕はどうすればいいって言うんだ！」

「おとなしく吾輩の花はな嫁よめとして地獄へ……」

「それ以外だ！　それ以外！」

「抵抗は無駄だと思うがな。こうして扉を開いた以上、そういつまでも……ん？」

「ん？」

　猫はぐるっと首こうべを回めぐらして扉の方を見た。閉まっている。今度はコンスタンティンを見る。彼女が別段普ふ通つうにしていて、特に足に力を入れて踏ん張っている様子もないのを見て、猫は目を見開いた。限界まで開かれた大きな金色の目に、動どう揺ようと困こん惑わくが見て取れる気がする。

「な、何故なぜだ。何故扉が閉まっておるのだ。まさか吾輩にはそれほどの力ももはや残されておらぬというのか？　おお、おお……」

　猫の声は震え、その身体も同様にぶるぶると震えだした。コンスタンティンはその顔を覗のぞき込んだ。なんだか泣きそうな様子だったので、おずおずと声をかける。

「扉なら、さっき君を聖水漬づけにしてる間に閉じたけど」

「なんと……ではやはり、聖水に抗あらがおうとするうちに、知らず知らず力を使い果たし、入口を維い持じすることすらできなくなったのか……なんたること……これでは当分あちらに戻れぬではないか……」

　最後の言葉を聞き取って、コンスタンティンの胸はときめいた。当分戻れぬ──戻れぬ！

「ちょ……ちょっと、ってことは、僕もしばらくは地獄行きを免まぬかれるってこと？」

「そうなってしまうが……むむ、待て。もしやこれで助かったと喜んでおるのか？　ならばそれは甘いぞ。吾輩の力はそのうち回復する。そうなれば、今度こそそなたを地獄へ連れていってやろう。ほんの少し、楽しみが先に延びただけだ」

　う、とコンスタンティンは呻うめいて唇くちびるを嚙かむ。確かに、悪あく魔まの魔ま力りよくとやらが回復すれば、自分はまたあの力に抗わねばならない。そして、おそらくその時は耐えられずに地獄へ投げ込まれてしまうのだろう。

「……わかった」

「ほう、やっと従順に──ごぼっ」

　コンスタンティンは猫を、今度は両手で聖せい水すい盤ばんに沈しずめた。

「地獄へ行くくらいなら一か八ばちかおまえを沈めてやる！　力を使い果たしたなら、僕に流れ込む力だってなくなっただろ！」

「ふぎゃ、だが、無ではない、みゃ、ごほ、人の身、では、耐えられ、」

「もしかしたら耐えられるかもしれないだろ！　僕は耐えられる方に賭かけてやるよ！」

「ごぼ、わか、待て、わかった、わかった！」

　猫は無む理り矢や理り頭だけ水から上げて叫んだ。コンスタンティンの殺意溢あふれる目と目が合い、若じやつ干かん恐おそれをなしたように身を引く。コンスタンティンはその猫を冷たく見下ろし、またいつでも水に浸つけられるように身構えて言った。

「何がわかったっていうんだ」

「そ、その、話し合おう」

　猫は、妻に別れを切り出された夫のような殊しゆ勝しような態度で言った。

「そなたの気持ちはわかった。うむ、確かに吾輩、ちょっと強ごう引いんであったかもしれぬ。そなたが吾輩に心許すまで、吾輩待つとしよう。おお、吾輩なんと良い夫！　これでどうだ？」

「どうだじゃない」

　コンスタンティンは吐はき捨てるように言い、猫の頭を水の中に押さえつけた。

「ふぎゃっごほ」

「力が回復したら無理矢理連れていくつもりだろう！　誰だれが時じ間かん稼かせぎに騙だまされるかこの悪魔！　こっちの意思を無視しておきながら結けつ婚こんなんて──」

　コンスタンティンは自分の言葉にハッとした。教会の教えでは離り婚こんは禁じられている。だが、これはあくまで無理矢理、不意を打たれたようなものなのだ。結婚を祝福し、聖別する司祭すらいなかった。こんな婚こん姻いんは無効だ。そうだ、そもそもこいつは悪魔でキリスト教徒じゃない！

　コンスタンティンは声にも顔にも喜色を滲にじませて叫んだ。

「離婚だ！」

「ぶごぉ！」

　猫はコンスタンティンの力が一いつ瞬しゆん緩ゆるんだ隙すきにまた顔を上げた。荒あらい呼吸をし、聖水を滴したたらせて必死の抵てい抗こうを示す。

「離婚！　そのようなもの、吾輩の法にはない！　絶対に、絶対に許さぬ！」

「指輪なら返してやる！　指を叩たたき切ってでも──」

「指を切ったとて婚姻からは自由になれぬぞ！　今度はその指輪が首輪にでも変じるだけだ！」

「な……っ」

　コンスタンティンは思わず自分の首を守るように手で触ふれた。細い、この首に、こいつは今度は首輪をつけるというのか！　怒いかりがこみ上げ、コンスタンティンの手は震ふるえた。今度は両の手で左右からがっちりと猫の身体からだを摑つかみ、激しく揺ゆさぶる。

「何か他ほかにないのか……！　この指輪を取る方法！　おまえと離婚する方法！」

「う、ぐ、そう揺さぶるな、吾輩、その、」

　揺さぶられた猫は気持ち悪そうに悲鳴を上げる。コンスタンティンは必死だった。悪魔への恐きよう怖ふよりも地獄への恐怖の方が大きかった。あそこは嫌いやだ──絶対に！

「いいから言え！　僕の指から指輪を外せ！　じゃないと今ここで聖水に沈めるぞ！」

「ま──待て！」

　猫がついにそう叫さけんだ。コンスタンティンは揺さぶるのをやめ、猫の顔をじっと見つめる。猫は居い心ごこ地ち悪そうにもがきながらも、もごもごと言った。

「その……わ、吾輩もそのようなことを望んだことはなかったし、今までの乙女おとめたちは吾輩の魔力で魅み了りようされ、そもそも何かを望むことなどなかったから、はっきりはせぬが……」

「が？」

「その指輪を壊こわす方法はある」

　コンスタンティンは猫を聖水盤の上に置いた。下半身が水に浸つかった猫は気持ち悪そうだったが、おとなしく座ってコンスタンティンを上うわ目め遣づかいに見上げた。コンスタンティンは右手で猫の胴どう体たいを摑んだまま、左手の指輪にちらりと視線を走らせた。

「これを壊したところで、新しい指輪をつけるだけじゃないのか？」

「その指輪は、一人に一つだけのものだ。指輪というか、石がなのだが」

　猫は渋しぶ々しぶといった様子で語り出した。

「黒い石がはまっておろう？　その石こそがそなたと吾輩との結びつき。世界に唯ゆい一いつ無二のものだ。それを壊すことができれば、吾輩とそなたの結びつきは断たたれ……まあ、離り縁えんしたも同然となる」

「でも、どうやって壊すんだ？」

「その石は吾わが魔力の結けつ晶しよう、吾輩が地獄でそなたを想おもって作り出した宝玉だ。地上のどのような力をもってしても壊せぬ。壊れることがあるとすれば、それは人の行いによる」

　どういう意味だ？　コンスタンティンは無言で睨み、説明を促うながした。猫は今もまだ自分を摑んだままのコンスタンティンの右手を気にしながら答えた。

「そなたの善行こそが、その石を壊すであろう」

「…………？」

　一呼吸おいて、意味を理解した途と端たん、コンスタンティンの頭は真っ白になった。

　そして反射的に右手に力を込めた。これ以上ないくらい身体を締しめ付けられた猫は、みしりと自らの骨がきしむ音を聞いて暴れた。

「ま……っ、死ぬ、待つのだっ！」

　コンスタンティンは我に返り、力を緩ゆるめた。猫はその隙を衝ついて身を翻ひるがえし、ぱっとコンスタンティンの手を逃のがれ、聖水盤から飛び降りた。素す早ばやく距きよ離りを取り、聖人像の陰かげに隠かくれる。

「ふ、ふふ、もう捕つかまらぬぞ。吾わが輩はい、鬼おにごっこは得意であるからな！」

　コンスタンティンはそれどころではなかった。震えながら左手を見下ろし、その薬指にはまった銀の指輪に右手で触れる。膝ひざが震え、立っていることすらできず、思わずその場に膝をつく。それに気付いた猫ねこは聖人像の陰から顔をのぞかせ、おどおどと声をかけた。

「ど、どうしたのだ。これ」

「ぜんこう……」

「む？」

　コンスタンティンは聖水盤に手をつき、なんとか顔を上げ、こちらを覗うかがう猫を見て叫んだ。

「善行って何!?」

「は？」

　猫は聞き返し、コンスタンティンの姿をまじまじと見た。コンスタンティンが自分は助祭だと宣言したのを、猫も勿もち論ろん聞いていた。猫は不思議そうに言った。

「……助祭がそれを悪魔に訊きくのか？」

「いいから！」

　コンスタンティンは嚙みつくように怒ど鳴なった。猫はびくりと尻尾しつぽを震わせて答える。

「う、うむ、善行とはその、善い行いのことだと思うぞ」

「ってことはやっぱり慎つつましくおとなしく敬けい虔けんに生きろってこと!?　祈いのりも礼拝も欠かさず過ごせってこと!?」

「うむ……」

　コンスタンティンはがっくりと肩かたを落とし、床ゆかに両手をつき、呻くような声で言った。

「よ、夜遊び……」

「よあ……？　なんと申した？」

　コンスタンティンは、魂たましいからの絶望の叫びを上げた。

「夜遊び、賭と博ばく、深酒……何もかもお預けでどうやって生きていけって言うんだ！」

「…………」

　猫はどう言ったらいいかわからず、床を拳こぶしで叩くコンスタンティンを黙だまって眺ながめていた。




　コンスタンティンは好き勝手に生きてきた。

　十六で悪魔が迎むかえに来るのなら、その前に好きなことをやっておこうと思ったのだ。

　結果として、コンスタンティンは非常に欲よく望ぼうに忠実な人間になった。育ててくれた司祭は厳しい人だったが、その司祭にすら日々遊び呆ほうける彼女を更こう生せいさせることはできなかった。十数年の歳月を経た今では、遊びや賭かけ事ごとは身近にあって、日常の一部と化していた。

　それを諦あきらめ、清らかに過ごすというのは、考えたこともない事態だった。

「地じ獄ごくはわかるよ、想像してた……でもそんな、善行なんて……」

　コンスタンティンはすっかり意い気き消しよう沈ちんして、聖せい水すい盤ばんの台座にもたれかかるように、膝を抱かかえて座り込んでいた。猫はその言葉に反応して、いそいそと聖人像の後ろから出てきて言った。

「うむ、ならばともに地獄へ参ろう」

「それはやだ」

　コンスタンティンはちらりと猫を見た。抱えた膝の上に顎あごを載のせ、陰いん鬱うつな溜ため息いきを零こぼす。

「だいたい、君ってなんだって僕をそんなに連れて行こうとするんだよ。赤ん坊ぼうの時に一目見ただけじゃなかった？」

　猫は嬉うれしそうに尻尾を揺らした。

「それは勿論、そなたを愛しているからだ」

「…………だから赤ん坊だったんだろ、僕」

「それがどうした？　そなたは血のごとき鮮あざやかな赤と、深しん淵えんなる森の緑、そして雪の潔いさぎよい純白を併あわせ持もつ、希け有うな娘むすめだ。よって吾輩はそなたを愛するのだ」

　ふざけているのかと思い、コンスタンティンは猫を睨にらみつけた。だが猫はきょとんとして、コンスタンティンを見つめ返すだけだ。

「……本気なのか？　本気で、僕が赤毛で、緑の目をしていて、肌はだがちょっと白いって、それだけの理由で？」

「それが吾輩の好みなのだ」

　猫はさも当たり前のことのように、胸を張って言った。

「吾輩はそなたらが地獄と呼び習わすところにおる。あそこは熱いか冷たいかしかない、不毛の土地だ。吾輩、乙女の柔やわ肌はだの温ぬくもりが好きなのだ。あれは良い。あのように中ちゆう途と半はん端ぱなものは、吾輩の故郷にはない」

「…………待て、じゃあ防寒具が欲しかっただけか!?」

　あの世界があんまり冷たいから、熱いから、ほどよい温度のものが欲しい。それはまるで、冬に人が温めた[image: ]れん瓦がを懐ふところに抱いだくようなものだ。この猫にとって、コンスタンティンは温めた[image: ]瓦ほどの価値しかないのだ。確かに冬の夜には必要かもしれないが、だからといって！

　猫は気軽に肯こう定ていした。

「うむ、そんなところだ。そなたも、どうせ肌はだ身み離はなさずおくのならば、好みの見目の方が良かろう？　そなたは吾輩の好みなのだ。だから吾輩、十六年前にそなたを愛すると決めたのだ」

　コンスタンティンは批難の言葉を浴びせようと口を開いて息を吸ったところだった。

　だが、猫の最後の言葉を聞いて、考えを捨てた。




『愛すると決めた』




　コンスタンティンの知る愛という感情は、そうと決断して抱くものではないのに。

　怒鳴る気力も失って、口を閉とざし、頰ほおを膝にこすりつける。

「……愛ね」

「そう、愛しておるのだ」

　それは愛ではない。

　コンスタンティンはちらりと祭さい壇だんの方を見た。一年前まで、あの祭壇でミサを執とり行っていた彼女の育ての親は、少なくとも、それだけは教えてくれた。コンスタンティンが老司祭から与あたえられたのは、もっとどうしようもなく胸のうちから湧わき出るものだ。人と人の間で、育はぐくまれるものだ。喪そう失しつによってそれは悲しみとなって身を切り裂さき、それでも残るものを頼たよりに生きていこうと思わせる、そういうものだ。

　今、猫から向けられているような、一方的な、わけのわからないものではない。

「悪あく魔まに愛を理解しろって方が無理か……」

「？　愛しておるぞ。何故なぜ理解するのが無理なのだ？」

　猫は興味を引かれた様子で、また一歩コンスタンティンに近づいてきた。コンスタンティンはもう猫を恐おそれる気持ちも失うせていた。特別な力がないのなら、これは単なる喋しやべる猫だ。ただ、人の心も、言葉も、どこか遠く、届かない。

「……もし君が僕を愛してるなら、君は僕を解放してくれるはずだ」

「そんなわけがなかろう。そなたを愛しておる。それゆえ、吾わが輩はいそなたを連れて行くのだ」

「僕は君を愛してなんかいない。それでも？」

　猫の姿をした悪魔は、驚おどろいたように瞬まばたきをした。

「吾輩、いつもは魔ま力りよくで乙女おとめたちを魅み了りようするのだ。彼女たちは吾輩を愛してくれる。そうではない状じよう況きようというのは初めてだ。確かにこれほど激しく抵てい抗こうされるというのはやっかいなことだが、どのみち魔力が回復すればそなたは魅了され、吾輩を愛するようになる。ならば、吾輩は今少し待つだけだ」

「…………それは、愛じゃないって」

　猫はさっぱり理解できていない様子だった。コンスタンティンはゆるゆると息を吐はき出し、目を閉じた。ひどく疲つかれていた。もう猫も、悪魔も、どうでもよくなっていた。目が覚めて地獄だったらいやだな、とは思ったが、同じくらい、これがたちの悪い夢である可能性も考えていた。顔もおぼろになった母の温もりと、育ての親となった司祭の低い声を思いながら、コンスタンティンは彼らのために声に出さず祈り、いつのまにか眠ねむりに落ちた。




[image: ]




　教会の正面扉とびらを開けて、三段の階段を下りると、狭せまい通りに出る。荷車を引く者でもあればちょっと脇わきに避よけなければならないほどの幅はばで、土が剝むき出しの路面は前日降った雨のためにまだそこここに水みず溜たまりを残していた。左右に立つ建物は、狭い土地を少しでも有効に使うべく、どれも上階へ行くほど床ゆか面めん積せきが広くなる作りをしており、張り出した上階と屋根によって、見上げた空は道以上に狭く見える。六月の明るい日差しはようやく東の空に現れたところで、店先では徒と弟ていや店主たちが一日の仕事の準備を始め、小路では民家から抜ぬけ出た鶏にわとりや豚ぶたが、隅すみに積まれたゴミに嘴くちばしや鼻を突つっ込んでいた。

　いつも通りの教区の光景をしばらく眺め、コンスタンティンは気が抜けたように、はあああ、と息を吐いた。昨夜扉の向こうに現れた赤い大地と空が、まだ瞼まぶたの裏に残っていた。正直、扉を開けた先にまたあの世界が広がっているのではないかと、恐れてさえいたのだ。

　当面は地獄へ至る入口を開くことができない──あの悪魔の言葉は、真実なのだろう。コンスタンティンは狭い空を見上げた。前夜の嵐あらしが噓うそのように、空は雲一つなく晴れ渡わたっていた。

「どうせなら、全部噓か夢なら良かったのに……」

　呟つぶやくコンスタンティンの足あし下もとをするりと抜けて、黒くろ猫ねこが一いつ匹ぴき通りへ下りて行った。

　猫はコンスタンティンが立ち止まっているのを見上げ、いったい何をしているのだというふうに首を傾かしげた。話しかけてこないのは、一応人目を気にしているからだろうか。猫としてもコンスタンティンが悪あく魔ま憑つきだとか騒さわがれるのはいやなはずだ。当分は彼女とともに地上にいなければいけないわけなのだから。

　礼拝堂で目覚め、この猫が目に入り、昨夜のアレはまったく現実のことだったのだと悟さとった時の絶望といったら……まあ、もう仕方がない。コンスタンティンは朝の涼すずしい空気を吸い込み、心を落ち着かせた。

　水みず汲くみ用の水みず瓶がめを片手に階段を下りて、顔かお馴な染じみに声を掛かける。

「おはよー、ジャック」

　店先を洗い流していた魚屋の若い店主──ジャックが顔を上げた。

「よう、どうした、今朝はまた早いな。おまえ昨夜の賭と場ばには参加しなかったのか？　セドリックがバカ勝ちしたらしいぜ。まったく、運だけはいいからな、あいつ」

「ああ、うん……」

「今日は〈トビウオ亭てい〉で開くとよ。行くだろ？　俺も今日は久々に──」

「ごめん、しばらく無理」

「ああ、じゃあみんなにもそう伝えて──え？」

　店主は、まじまじとコンスタンティンを見つめて、驚き、呆あきれた様子で言った。

「なんだ、もしかしてもう賭けるものがないって言うのか？　しょうがねえな、まあ酒代くらいは出してやるから今日は来いよ」

「ダメ。酒場は無理」

「無理ぃ？　なんだよ、身体からだどっか悪いのか？」

「いや、そういうわけじゃ……ああ、うん、まあ、外れてはいないか……」

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　青ざめた顔でもしていたのだろうか。コンスタンティンの顔を覗のぞき込むようにして、ジャックが心配した様子で声をかけてきた。コンスタンティンは疲れた顔に笑えみを浮うかべて言った。

「うん。ありがとう」

「お、おう……？」

　ジャックは、やけにしおらしいコンスタンティンの態度に意表を突かれた様子だった。コンスタンティンは、大丈夫だから、それじゃあ、と言って水瓶を抱かかえて朝の水場へ向かい……その足を止めて振ふり返った。

「あ、何か困ったことってない？」

「はあ？　なんだそりゃ。別に……ああ、そういやあうちのばーちゃんが最近病気がちでな」

　ええ、とコンスタンティンは目を丸くする。

「そうなの？　おばさんなら昨日も一昨日おとといも市場で会ったよ。元気そうだったけど」

「まあな。本人が気にしてるだけで、本当はいつも大したことないんだよ。ただうるさくてな、私はもう先が短い、罪の償つぐないが必要だ、って……」

　年を取り、死を身近に思うようになれば、当然その先に待つ[image: ]れん獄ごくの苦しさを恐れるものだ。[image: ]獄は罪を犯おかしたものの、救きゆう済さいの望みがある死者たちの行く場所だ。そこで炎によって焼かれ、罪を浄じよう化かされた死者は最後の審しん判ぱんの日に復活して天国へ行くことが許され、許されざる罪を負った者たちは地じ獄ごくへ堕おとされる。祈いのりと悔くい改あらためが、人を死後の苦しみから救うのだ。

　コンスタンティンが昨夜引き込まれそうになったのは、地獄の方だ。そこに救いは訪おとずれず、ただ永遠の苦痛だけが続くという。

　ジャックはぺらぺらと喋り続けた。

「基本、心配性なんだよ。ほら、この冬は北の小領主どもが争ってただろ。一方の領主が死んで若い領主が跡あと継ついだもんだから、ここぞとばかりに、ってことだったらしいけどよ。あん時もうちのばーちゃん騒いで大変だったんだぜ。農のう奴どが街まで逃にげて来た、この街も危ないかもしれない、って。離はなれてんだし心配しすぎだって言ってんだけど、今でもたまに言いやがる。おまえ、暇ひまならちょっと愚ぐ痴ち聞いてやって、一いつ緒しよにお祈りでもしてやってくれよ。たまにゃ聖職者らしいことも必要だろ？」

「いいよ」

「なんてな！　はは、おまえがそんな、おとな……おとなしく、おい、なんだって？」

　コンスタンティンは繰くり返した。

「いいよ。水汲みしたら行くから。おばさんにそう言っておいて。あ、でも告解はちゃんと司祭様にするように言ってね。僕まだ助祭だから」

「おま……っ、おまえっ！」

　ジャックは顔色を変えた。

「おまえどうしたんだ!?　なんだ、今日は聖職者ぶりたいのか？　新しい司祭様が怖こわい人で、今から少しは助祭らしく装っておかないといけないとか、そういう前まえ振ふりか!?」

「……いや、いいから伝えておいて。それじゃ、後で」

　コンスタンティンはひらひらと背中越ごしに手を振って、通りを歩いて行った。ジャックの呆ぼう然ぜんとした視線を背中に感じ、思わず愚痴が口をついて出る。

「くそ、僕だって好きでやってるわけじゃない……」

　足下をうろちょろする猫ねこを見下ろす。猫はさっとコンスタンティンの足が届く範はん囲いから離れ、店先の樽たるに隠かくれて言った。

「吾わが輩はいとてそなたにそんなことをさせたいわけではない」

「黙だまれ猫」

「猫ではない。今は少々身をやつしておるだけだ」

「黙れ悪あく魔ま」

「…………」

　猫は静かになった。

　コンスタンティンはさりげなく自分の左手を見た。薬指には指輪は見えない。見えないだけで、消えてなくなったわけではない。外に出る前に、猫が見えないようにしてくれただけだ。なんでも、元々地獄に属するものだから、人目に触ふれないようにする程度は簡単らしい。




『そなたが〝善行〟を積めば、石は徐じよ々じよに色を失い、やがては壊こわれよう』




　指輪を不可視にする前、悪魔はそう言った。

「これで石の色が薄うすくならなかったら、今度こそ沈しずめる……」

　ぼそりと呟かれたコンスタンティンの言葉に、猫は震ふるえた。

　教会の前の小路は、すぐに、より幅の広い通りに繫つながる。太陽が出てそれほど時間も経たっていないのに、通りには忙いそがしそうに立ち働く者たちの指示や返事、怒ど鳴なり声、家か禽きんの声や音、行き交かう荷車の音が溢あふれ、騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きになっていた。小路が通りにぶつかるところはちょっとした広場になっており、共用の水場はその片かた隅すみにあって、周辺にはすでにおかみさんたちや下働きの少女たちがたむろし、井い戸どの順番を待つ間世間話に興じている。

　列の後ろに並んだコンスタンティンの肩かたに、背後からどっかと何者かの腕うでが回された。

「青春してるー？　青少年よ」

　腕の持ち主は、疲つかれたような声でそう言った。おまけに反対の肩に顎あごを載のせてくる。重い。コンスタンティンは背中にのし掛かるようにしてくる男の、すぐそばにある頭を睨にらみつけた。

「その言い方おっさん臭くさいですよ、サー・レオン」

　眠ねむたげな目をした男は、あくびをかみ殺して言った。

「いいよもうおっさんで。むしろ俺はさっさと老成したい」

　そんで女の子が目の前過よぎろうと目で追わずに済むくらい枯かれ果てたい。本気なのかどうかはわからないが、男はそう言った。

　コンスタンティンは彼の頭に手を当てて、無造作にぐいっと押した。

「重いです、サー」

　次の瞬しゆん間かん、男は突きとばされたように一歩後あと退ずさり、姿勢を崩くずした。不思議そうに首を傾げる。

「あれ？　おまえ結構力強くなったな」

　コンスタンティンにもわからない。なんだか考えていたよりも力が強くなってしまった気がする。その時、周囲の女性陣じんがくすくす笑いながら二人を見ていることに気付いて、コンスタンティンは舌打ちした。順番が来たのを幸いに、さっさとつるべに手をかける。

　男は井戸の端はしに腰こし掛かけて、女性陣に、やあ、どうも、などと声をかけながら、コンスタンティンの作業が終わるのを待っている。何か用事でもあるのかと、コンスタンティンはじろりと彼を睨みつけた。彼はコンスタンティンより頭一つ半くらいは背が高く、群衆の中にあっても目立つ立派な体格をし、鮮あざやかな青のサーコートとマントを身に着け、滅めつ多たに抜ぬかない重い剣けんを腰こしに下げていた。若いながらも、このサクス市の領主である伯はくの代官で、都市防衛・治安維い持じの責任者だ。名前はレオン・リード。色の濃こい褐かつ色しよく気味の金きん髪ぱつと、青にちらちらと金の散る、鋭するどい目の持ち主で、年は確か二十四、五歳。きりっとすれば猛もう禽きん類るいを思わせるその目も、今は少々腫はれぼったく、眠たげだ。

　昔からの知り合いで、いわば兄貴分だ。悪い遊びを覚えたコンスタンティンを職務として追いかけ回すこともあるが、いざという時には庇かばってくれたりもする。

「何かご用ですか」

　水をいっぱいにした水みず瓶がめを抱え上げ、コンスタンティンは尋たずねた。レオンは立ち上がり、順番待ちの女性に場所を譲ゆずってから答えた。

「いや、特にない。あえて言うならおまえで癒いやされに来た」

「……僕『で』？」

「だって疲れてんだよ。おまえをからかって遊びたい気分なんだよ。なー、おまえ今から還げん俗ぞくしちゃえよ、そんで警備隊入れよ。そうだ、今から入れ。今から詰つめ所行こう、な？　そしたら俺はおまえで毎日遊べるんだ」

「お断りします。他人に遊ばれるために人生棒に振る趣しゆ味みはありませんので」

　再び肩にかかりそうになった腕を避よけ、コンスタンティンは教会の方へきびすを返した。

　レオンはそのコンスタンティンの隣となりに並び、諦あきらめたように呟つぶやいた。

「まあ、そう言うと思ったけど。ファーザー・アンガスもおまえに跡あと継ついでもらいたかっただろうしな」

「……そんなことはないと思いますけど」

「それなら、どうしておまえをどこにも徒と弟ていに出さないで手元に置いてたんだよ」

　育ての親であるファーザー・アンガスは、コンスタンティンの行く末を心配していた。徒弟に出して共同生活を送らせれば女であることがばれる可能性も高くなる。本当に十六の誕生日まで迎むかえが来ないかもわからない。

　だからアンガスはコンスタンティンを教会に置いておくこととし、自分の仕事の手伝いをさせ、十分な教育を施ほどこした。彼の死後、コンスタンティンは教会の下働きとして働く道ではなく、それよりはつてを頼たよりに聖職につく道を選んだ。

　ただ、それだけのことだ。アンガスが、コンスタンティンに跡を継いでもらいたいと思っていたとは、コンスタンティン自身は考えていない。

　何故なぜなら男として育てられようとコンスタンティンは女で、女は聖職にはつけないからだ。

　コンスタンティンは黙り込んだが、レオンは残念そうに言った。

「俺もさー、おまえみたいな、威い勢せいのいいのが欲しかったんだよな」

　自治組織としては市民からなる参事会があるが、伯によって代官に任命されたレオンは捜そう査さから裁判に至る諸権利を有し、サクス市の警備隊と夜警隊を率いている。サクスは治安が悪く、警備隊や夜警隊にも賄わい賂ろが横行していた。就任以来、彼はその状じよう況きようをなんとか変えようとしている。

　しかし最近の彼の様子からすると、改革というのは難しいようだ。

　コンスタンティンは、横目でレオンを眺ながめた。領地に戻もどれば彼も一人の領主であり、コンスタンティンとは身分も育ちも違ちがう。それなのに彼はごく当たり前のように市民の盛り場にも顔を出し、誰彼となく気軽に話しかける。悪さをしたコンスタンティンを時には見み逃のがし時には[image: ]しかりつけ、心配し、可愛かわいがってくれた。彼は犯罪とは無む縁えんでいたいと願うごく普ふ通つうの市民たちからは慕したわれ、そこそこの敬意を払はらわれていたし、コンスタンティンだって、彼が好きだった。

「お疲れみたいですけど、ちゃんと寝ねてます？」

　レオンはその問いには直接は答えず、苦く笑しようを浮うかべた。

「子どもが何人も行方ゆくえ不明になっててな。どうも、誘ゆう拐かいらしい。連れ去られそうになって、逃げ出した子がいたんだ。普通の市民の子がほとんどで、今のところ身みの代しろ金きんを取るような動きもない。よそで売りさばくつもりかもしれんが、いずれにしろ放っちゃおけないからな。サクスの子どもは伯の子どもも同然だ。伯も憂ゆう慮りよしていらっしゃる」

　なるほど、それでは昨夜も夜警を率いて巡じゆん回かいしていたか、捜査に当たっていたのだろう。疲れた顔なのも当たり前だ。

　レオンはふと、コンスタンティンに眠そうな目を向けた。

「おまえも気を付けろよ」

　狙ねらわれているのは子どもばかりではなかったのか。不思議そうなコンスタンティンの頭を、それこそ子どもにするように掌てのひらで叩たたいて、レオンは真しん剣けんな顔で言った。

「こんなちまっこいんだ。子どもに見られてもおかしくな……」

「僕、もう十六ですよ!?」

「いやー。誘拐犯にとって大事なのは実じつ年ねん齢れいじゃないだろ。見た目だろ。おまえはその手のやつにもてそうな顔してるしなあ。ま、そういうわけだから、気を付けろ」

　レオンは小路に入る手前で、じゃあな、と片手を上げて、大通りの雑ざつ踏とうへ紛まぎれて行こうとする。方向からして、家ではなく、詰め所に戻るのだろう。コンスタンティンはその背に罵ば声せいを浴びせかけようとして──思いとどまり、違う言葉を叫さけんだ。

「待ってください！　あの、何か困ったことありませんか!?」

　レオンは立ち止まり、不思議そうな顔でコンスタンティンを振ふり返った。




　疲れた。

　コンスタンティンはげっそりとした顔で礼拝堂の扉とびらを閉じ、そこにもたれかかった。一部始終を見ていた黒くろ猫ねこが、すり寄るように彼女の足あし下もとにやってきた。

「僅わずかな時間で、随ずい分ぶんと窶やつれた顔になったものだな。吾わが輩はいそなたがどのようになろうとも愛してやるが、どちらかというと美しいままの方が良いぞ」

　コンスタンティンは偉えらそうに言う猫を力なく見下ろした。もう反論する気力もない。

　レオンが『迷子を保護したが家がわからない』というので一いつ緒しよに親捜さがしを手伝い、ついでに雨あま漏もりする詰め所の屋根の修理を手伝い、約束していた向かいの家に愚ぐ痴ちを聞きに行って一緒に祈いのりを捧ささげてやり、他ほかにも道中、やれ重いものを持つ者がいれば手伝い、食事を乞こう者がいれば自分の昼食を分け与あたえ……まあ、大変だったのだ。

　そんなコンスタンティンを見て、顔見知りは誰だれもが言った。なんでおまえが？　いったいどうしたんだ。熱でもあるのか？

「熱はないよ。でも出そうだよ……」

　コンスタンティンは膝ひざの間に顔を埋うずめ、精も根も尽つき果ててそう呻うめいた。レオンなど、泣き叫ぶ迷子を不器用にあやすコンスタンティンを見て、どうした、死期が近いのか？　とまで言ったのだ。至って真剣な顔で。みんな、気持ち悪そうにしていた。どこか居い心ごこ地ち悪そうにしていた。それはこっちだって同じだ、とコンスタンティンは愚痴りたかった。

「それにしても、なんか変だったな……」

　ぶつぶつと呟き、この午前中の違い和わ感かんを思い返す。レオンの腕をふりほどいた時、考えていたよりも強い力が出ていたし、屋根の修理の時も随分強い力が出て、周囲を驚おどろかせたのだ。

「何か異変を感じておるのか？」

　話しかけてきた猫に頷うなずく。

「うん。妙みように力が出たり、気のせいかもしれないけど、ちょっと感覚が鋭くなったような……」

「そう感じるのならば、それはおそらく吾輩のせいだろう。吾輩の力がその指輪を介かいして流れ込むと言ったであろう。その影えい響きようで、そなたの貧弱な腕わん力りよくや鈍どん感かんな知覚が鍛きたえられておるのだ」

「…………いちいちイラッと来る言い方するよね、君」

　コンスタンティンはぶつぶつ言ったが、自分の二の腕うでを見るとなんだか嬉うれしくなってきた。実は腕力のなさは、コンスタンティンの気にしていたところなのだ。同じように育ったはずの他の男どもに、身長も腕力もどんどん追い抜かされ、ひどく悔くやしい思いをした。身長はこのままとはいえ、力だけでもちょっとは強くなったというのは嬉しいことだ。気を付けていれば日常生活には影響もなさそうだし。

　そうだ。コンスタンティンは目を見開いた。大事なことを忘れていた。

「これだけ善いことをしたんだから、もう、ちょっとは色が薄うすくなっててもいいはずだ。おい、指輪、また見えるようにしてくれよ。ほら」

　猫は目の前に突つき出されたコンスタンティンの左手に顔を近づけ、薬指の付け根に口づけた。その途と端たん、それまで何も見えなかった指の付け根に銀色の輝かがやきが現れた。

　指輪にはまっている石は、相変わらず真っ黒かった。

　黙だまり込んだコンスタンティンの手元を見つめて、猫は言った。

「まあ、人の目で見てわかるほどはまだ変化しておらぬな。それはそうだ、手伝い程度でどうこうなるものではない。そもそも、大きな善行によってこの石に崩ほう壊かいが迫せまった時には、自ら光を発するなどの異常があるはずだ。その時は、そなたの目にもその変化が見えるはにゃっ!?」

　コンスタンティンは左手に注目していた猫の首の後ろを、右手でむずと摑つかんだ。ぶら下げて視線を合わせると、猫は焦あせった様子で言った。

「ちょっとは変わっておるぞ。そなたの目が悪いのだ。というか人の目が悪いのだが──」

「沈しずめる」

「！　ま、待て！」

　コンスタンティンは立ち上がって再び聖せい水すい盤ばんの前に立った。だが、昨夜散々暴れたせいで、水盤の水は随分少なくなっていた。これでは猫を[image: ]おぼれさせられるほどの量はない。聖別できるのは司祭だけだ。コンスタンティンは舌打ちした。

「しょうがない。お隣の教会に行って司祭様に聖水を分けてもらえるようお願いを……」

「待てー！　吾輩に何かあれば、そなたも無事では済まぬぞ、忘れたのか！　それにほら、よく見てみるのだ。本当に僅かではあるが、色が変わっておるぞ！」

「パッと見てわからないくらいじゃないか。こんな生活をいつまでも続けられるか」

　忌いま々いましげに猫を睨にらみつけてから、コンスタンティンは祭さい壇だんの方を見た。神の教えをサクスの人々に広めるのに功績があったという聖ブリジットは、ベールに包まれたその顔で穏おだやかにコンスタンティンを見つめている。コンスタンティンは猫をぶら下げたまま彼女の方へふらふらと近づき、祭壇の前に跪ひざまずいた。

　聖ブリジットを見上げて訴うつたえる。

「聖ブリジット様……本当に、僕はどうしたらいいんですか。僕、こんなこと続けていたら、身体からだを壊こわしてしまいます。人間には向き、不向きがあるんです。これでは、街の人たちだってびっくりしすぎて倒たおれたり、気持ち悪がったりするばかりです。いいことなんかないです」

　猫はコンスタンティンに首の後ろを摑まれたまま、ぼそりと呟つぶやいた。

「……吾輩が言うのもなんだが、そなた本当にどうして聖職者になろうなんて思ったのだ？」

「聖ブリジット様……どうか、僕に道をお示しください」

　コンスタンティンは目を閉じ、聖女が何か答えを与えてくれるよう一心に祈り、また胸の中で言い訳をした。僕は聖人じゃないんです。迷い、悩なやむ、普通の人間なんです。そもそも善行ってなんです？　喜捨をして、人助けをして、善き隣りん人じんであるように努めて……そんな小さなことを積み重ねて、いったいいつになったら僕は解放されるのですか？　もっと簡単に……とは言いませんけど、せめてもっと短期間でなんとかなりませんか？　もっと、こう、派手に、でっかい善行ってありませんか？　大きな善行、そう、たとえばあの、伝説になった【黒い羊シスター・ブラツクシープ】のような──

　ん？

　そこでコンスタンティンは天てん啓けいを受けたように感じてぱっと目を開き、顔を上げた。コンスタンティンの顔を覗のぞき込んでいた猫は、驚いて毛を逆立てた。

「な、なんだ、そなた……」

　コンスタンティンは猫を放ほうり出し、胸の前でぐぐっと握にぎり拳こぶしを作った。

「そうか！　こんなちまちましたことばっかりだから性しように合わなかったんだ！　もっと大きなことをすればいい！　そう、悪をくじくんだ。【黒い羊シスター・ブラツクシープ】みたいに──いや、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】になって！」

　コンスタンティンは立ち上がり、聖ブリジットに向かって歓かん喜きのうちに祈りを捧げた。

「ありがとうございます、聖ブリジット！　あなたならわかってくださると思ってました！　そうですよね、僕にちまちましたことは似合いませんよね！　わかりました、僕やります！」

　放り出された猫は床ゆかを転がり、柱にぶつかってようやく止まった。脚あしを開いた不恰好な姿勢で、ちょっと薄うす気き味み悪わるそうにコンスタンティンを見る。

「悪をくじくとはどうするのだ。それに、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】とは何者だ？」

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】ってのは、伝説の英えい雄ゆうさ」

　コンスタンティンは興奮のために頰ほおを紅潮させて振り返った。

「このサクスを救った人物なんだ」




　サクス市は、その始まりにおいて海かい賊ぞくたちの拠きよ点てんであった。

　アール島の南なん端たんに位置する小さな集落だったサクスは、港町として発展し、やがて多くの荷と多様な民族が行き交かう港こう湾わん都市となった。今の領主は女伯グロリア。伯からはある程度の自治が認められ、市民の代表からなる市参事会と、伯によって任命された代官が市政を担になっている。二つの勢力は今のところ緊きん張ちよう関係を保っている。

　各地を荒あらし回った海賊たちの集落、隠かくれ家がから始まったこの都市は、その発生の故ゆえか歴代領主の不安定な統治のせいか、今も偽ぎ造ぞう手形が横行し、密輸品が集まり、贋にせ宝石や各国の贋金の作り出される無法者の都市として名を馳はせている。ついた二つ名が【悪徳の都】だ。

　しかし、今から百年ほど前までは、状じよう況きようはいっそう悪かった。悪逆の領主が君臨し、悪徳が栄え、弱者は顧かえりみられず、誰だれもが自分のことしか考えず、法はあってなきがごとく、富者は贈ぞう賄わいによっていくらでも判決を贖あがない、荒あらくれ者が集まり、大小の犯罪が昼間の大通りで行われた。善良な、しかし力なき人々は困こん窮きゆうするばかりで、神に祈るしかない日々だったという。

　そんな中、一人の女が現れた。女は夜ごと闇やみに紛まぎれてどこからともなく現れ、相手の身分や富に関係なく、悪事をはたらく者たちをこらしめ、辱はずかしめた。時には裕ゆう福ふくながらひどい詐さ欺ぎ師しでもあった商人を裸はだかに剝むいて教会の前に吊つるし、時には強ごう盗とう団の首領とその手下全員を一晩で牢ろうに押しこめた。黒ずくめの修道女姿であった彼女は、いつの頃ころからか【黒い羊シスター・ブラツクシープ】と呼ばれ、密ひそかに人気を集めるようになり、彼女の登場によって悪は退けられ、サクスに平和が訪おとずれた。

　平和が訪れたある晩、彼女は一人の少年にこう語った。




『私はしばし休むとしよう。地じ獄ごくの蓋ふたが開いて悪が蘇よみがえり、無む垢くなる羊が再び惑まどうまで──』




　それを最後に彼女は姿を消した。サクスの繁はん栄えいはしばらくは続いたが、やがてはまた元のような悪徳の都に戻もどってしまった。

【黒い羊ブラツクシープ】は、まだ現れない。




　コンスタンティンはざっと説明をすると、にやりと笑った。

「今じゃ、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】なんて悪ガキをおとなしくさせるおまじないみたいなもんさ。悪さをすると、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】が来るよ！　ってね。ま、僕がその名声をちょっと借用したって、今いま更さら【黒い羊シスター・ブラツクシープ】も文句はないだろ」

　猫ねこは床から彼女を見上げ、呆あきれたように言った。

「なんと。では、そなた、その【黒い羊シスター・ブラツクシープ】とやらを名乗るつもりか？」

「そうだよ。その方が名前に驚おどろいて、怖おじ気づいてくれるやつらもいるかもしれないだろ。派手に悪者退治なんてしたら、悪党につけねらわれたりするかもしれないし、僕だってことが知られない方が安全だ。修道女の恰かつ好こうして適当にそれらしく名乗ればばっちりだよ。大だい丈じよう夫ぶ、この街は【悪徳の都】なんて呼ばれてるんだから、悪事にも悪者にも事欠かない。それに僕の力、ちょっと強くなってるんだろ？　せっかくだから、これを隠れ蓑みのに思い切り暴れてみたいし！」

「気のせいか最後の方が本心に聞こえるのだが……」

　コンスタンティンは猫の言葉をあえて聞き流し、わくわくした気持ちで言った。

「色々しがらみのあるサー・レオンや警備隊じゃできないくらい、大だい胆たんに、徹てつ底てい的てきに、思い切りやるんだ。気持ちよさそうじゃないか。【黒い羊シスター・ブラツクシープ】の名前を借りて暴れて、人から感謝されて、君とも離り婚こんできる！」

「む……そういえば、それがそもそもの目的であったか。ならば吾わが輩はい、手助けはせぬからな。離婚など、吾輩、断じて認めぬ」

　コンスタンティンとは対照的に、猫は不服そうにそう言った。コンスタンティンは身を屈かがめ、その鼻先を指で弾はじいた。猫は驚いて目をぱちくりと瞬またたかせた。

「！　痛いではないか」

「君に期待するものは何もないよ。邪じや魔まだけはしないで欲しいけど。僕の邪魔をして僕が悪いやつらに捕つかまって売り飛ばされたり殺されたり口で言えないようなひどい目に遭あったりしたら、君どうするの？　奥さんなのに」

「吾わが妻に手を出すなど、無論許されることではないぞ」

「ね」

「むう……」

　唸うなる猫を、コンスタンティンは上じよう機き嫌げんで抱だき上げた。

「よーし、そうと決まったらまずは衣装だね。修道女かあ。顔がばれちゃいけないわけだし、ちょっとは工く夫ふうしないと……」

　その時、妙みような、ぐる、ぐぐるるるる、という音が聞こえてきた。コンスタンティンは驚いて猫を見下ろした。なんだかそちらから聞こえてきたように思えたのだ。

「どしたの」

　尋たずねると、猫も不思議そうに言った。

「よくわからぬ。腹が音を立てたぞ」

　事態を理解したコンスタンティンは噴ふき出した。

「そりゃ腹が減ってるんだよ。君、いつから食べてないんだ？」

「いつから……？　わからぬ。数日前に何か口に入れたような気もするが……ああ！　そうか、吾輩、力が戻るまでは地上の法に従わねばならぬのであった。地上の生き物らしい食事を摂とらねば！　む？　これ、どこへ向かうのだ？」

「君が死んだら僕も死ぬかもしれないんだろ？　自分でやるならともかく、知らないところで餓が死しされたらたまんないよ。餌えさくらいあげる。司祭館の食料庫に何かあるから」

　教会の裏口から中庭を抜ぬければ司祭館へ近道できる。コンスタンティンは礼拝堂の奥にある裏口へ向かった。猫はコンスタンティンを見上げ、感心したように言った。

「そなた、優やさしい娘むすめなのだな」

　優しい、という言葉を悪あく魔まが知っていようとは。コンスタンティンはまた噴き出してしまった。悪魔というのは、皆みんなこんなものなのだろうか？　いやいや、そんなはずはあるまい。悪魔といえば神の敵、堕だ落らくした、呪のろわれた者。憐あわれな猫という見かけに騙だまされてはいけない。

　ちらりと祭さい壇だんを見上げて、コンスタンティンは言い訳をした。

「別に僕は悪魔となれ合ってるわけじゃないんですよ、神様。いざって時は──」

「む？」

「ちゃんと沈しずめますから」

　猫はコンスタンティンの腕うでの中で、びくりと震ふるえた。
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　サクスの夜は危険だ。悪徳の都と言われるだけあって昼は昼でまあ大変なのだが、夜の危険性は昼とはまったく別物だ。表通りであろうと強盗は稀まれではないし、酒場や娼しよう館かんのある地区ではその治安はいっそう悪くなり、不慣れな旅行者はかなりの確率で置き引きやぼったくりに遭って身ぐるみ剝はがされ、運が悪ければ命すら失う。夜歩きに慣れたコンスタンティンでも絶対に踏ふみ込みたくない地区や店が幾いくつかあって、そういった場所では犯罪者たちはおおっぴらに盗とう品ひんの商談をし、次の獲え物ものについて額を寄せ合い相談している。夜のサクスは深い沼ぬまだ。表面でちょっと遊ぶ分にはスリルもあって楽しいが、そこから深みへ落ちるのはとても簡単で、どんなに気を付けていても飲み込まれる時は飲み込まれる。

「さっすが歩けば犯罪にぶつかる街」

　コンスタンティンはそんな夜の裏通りで、笑えみを浮うかべて呟つぶやいた。足あし下もとには大の男が伸のびて倒たおれ伏ふし、目の前には別の男が一人、たじろいだ様子で身構えている。彼女の後ろには何人かの子どもたちが身を寄せ合い、不安と期待の入り混じった目で、コンスタンティンを見ていた。

　悪をくじくと言ってもどうしたらいいかよくわからなかったコンスタンティンは、とりあえず夜回りをすることにした。その夜回り中に、何人もの子どもたちが口を布で塞ふさがれた上、縄なわで拘こう束そくされ、裏通りの建物から連れ出されて荷車に押し込まれているのを見つけたのだ。荷車に押し込めた後、子どもたちを隠かくすのに使うつもりだったらしい板と布も傍かたわらにあった。現場を目まの当たりにしたコンスタンティンは、すぐさま子どもたちをどつく男を蹴けり倒し、男から奪うばったナイフで子どもたちの縄を切ってやった。

　今目の前に立ち塞がるのは、それに気付いて屋内から飛び出してきた別の男だ。

　解放された子どもたちとその足下で昏こん倒とうする仲間を見た男は、少々上うわ擦ずった声で怒ど鳴なった。

「なんなんだ、てめえはいったい！」

　コンスタンティンはベールの下でふっと微笑ほほえんだ。今の彼女は物置にあった古い僧そう衣いを自分で縫ぬい直し、尼に僧そう用の修道服らしく仕立て直したものを着ていた。身体からだの線を隠すために胸に巻いていた布も取り払はらい、頭にはベールを被かぶっている。どっからどう見ても修道女。そのつもりだった。

　それなのに、男は彼女の姿を上から下まで見て言った。

「あ、怪あやしげな恰好しやがって！」

　誘ゆう拐かい犯に言われたくない！　といつもの男声で怒鳴りそうになって、コンスタンティンは慌あわてて言葉を飲み込んだ。普ふ段だん低めに出している声を、意識して少し高めに調整し、言こと葉ば遣づかいも柔やわらかくする。

「あたしは【黒いひシスター・ブ──」

「そんな顔隠して足出した修道女がいるかっ！　だいたい尼あまさんがこんな夜中にこんなところ出歩くかよ！」

　男はそう怒鳴った。確かに、素す性じようがばれないよう、顔は紗しやで隠しているし、動きやすいよう、裾すそは少々短めに裁たっている。時間帯や物ぶつ騒そうな場ば所しよ柄がらを考えても修道女がいるとは思えないだろうから、その意味では『怪しげな』という評価は正しいかもしれない。

　だが、コンスタンティンは気にせずびしっと男を指さして言った。

「お黙だまりなさい！　あたしが来たからには、あんたたちの悪行もここまでよ！　子どもたちを誘拐しようなんて大した悪党っぷりね！　その罪ざい業ごう、あたしが有効活用してあげるわ！」

　言い切ったコンスタンティンは、身体の奥からじんと熱いものがこみ上げてくるのを感じた。目の前には性しよう根ねの腐くさった犯罪者、背中にはか弱い子どもたちの、いかにも頼たよりにしてますよ、という視線。素す晴ばらしい。胸中で聖ブリジットに感謝の祈いのりを捧ささげる。

　男は負けじと唾つばを飛ばして怒鳴った。

「うるせえ！　いきなり突つっ込んできて、邪魔しやがって！　そいつは不意を突かれたかもしれねえけどな、こっちは武器もある──」

　その時、男の手にした短たん剣けんが、かん、という軽い音を立てて地面に転がった。

　コンスタンティンが、その手に石を投げつけたのだ。

「！」

　男が短剣の行方ゆくえを捜さがす間に、コンスタンティンは懐ふところに飛び込み、男の顎あごを蹴り上げた。男は尻しり餅もちをつき、衝しよう撃げきから回復できずに焦しよう点てんの合わない目でコンスタンティンを見上げる。

「い、いったい、てめえは、なんの恨うらみがあってこんな真似まねしやがるんだ……ま、またあの貴族の手下かなんかか!?」

　貴族の手下？　なんのことだか。コンスタンティンは鼻で笑った。

「あたしは【黒い羊シスター・ブラツクシープ】」

　男を見下ろし、冷たく言い放つ。

「【黒い羊ブラツクシープ】が悪をくじくのに、理由が必要？」

　男は目を大きく見開き、彼女をバカにしたように、口元にへらっと笑みを浮かべた。だが長くは強がっていられず、すぐにその笑みを消して、震える声で、彼女の言葉を繰くり返す。

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】だと……？　バカな、ふざけてんじゃねえぞ……」

「あら。試ためしてみる？　あんたの身体で」

　コンスタンティンは足下に落ちていた石を拾い、指先に力を入れ、それを粉々に砕くだいた。乾かわいた泥どろのようにあっけなく砕かれた石を見て、座り込んでいた男は慌てて立ち上がり、脱だつ兎とのごとく逃にげ出した。コンスタンティンがそれを追うべく駆かけ出した瞬しゆん間かん──

　右手から小さな物音が聞こえてきた。

「！　まだ仲間が……!?」

　ならば子どもたちをこのままにしてはおけない、と立ち止まり、振ふり向いた先にいたのは、しかし二人の小さな子どもだった。悪魔の力によって夜目も利きくようになったのか、コンスタンティンの目には彼らが目を見開き、戸と惑まどった表情を浮かべているさまさえ見えた。誘拐の被ひ害がい者しや──だろうか？　荷車に乗せられそうになっていた子たちの中には、いなかった顔だが。

　その見知らぬ子どもたちは、コンスタンティンと目が合うと即そく座ざに背を向けて、建物と建物との隙すき間まに身体を滑すべり込ませ、逃げてしまった。都市内では土地を少しでも有効に使うため建物と建物の間は異常に狭せまく、コンスタンティンでもさすがに真似はできない。

「君たち!?　あ……くそっ！」

　今の間に男も遠くに逃げてしまった。コンスタンティンは舌打ちした。とはいえ被ひ害がいにあった子たちをこのまま夜のサクスに放ほうり出しておくわけにもいかないから、この結果は仕方がない。コンスタンティンは残る子どもたちを振り返った。

「ちょっと、あんたたち──」

「すげえ！」

　子どもたちの一人がそう声を張り上げた。他ほかの子どもたちも、それをきっかけに口々に興奮した様子で語り出す。

「ねーちゃんすげえ！　恰好良い！」

「ありがとう、おねーちゃん！　うわああああん、怖こわかったよう！」

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】って本当？　お姉さん、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】なの？　僕お話聞いたことあるよ」

「ぎゃあああああああああん、うわあああああああああああああん！」

　一部、ホッとしたのか泣き叫さけんでいるだけなのもいる。コンスタンティンは耳を押さえた。うるさい。しかし、同時に顔がにやけてくる。犯人は取り逃がしてしまったとはいえ、紛まぎれもなく、今彼女はこの子どもたちから感謝され、恰好良い！　と興奮気味に語られている。力試しも兼かねて、悪党どもを蹴り倒しただけなのに、こんなにも尊敬の眼まな差ざしで見られている。

　気持ちいい……！

　コンスタンティンは、ふ、ふふ、と笑みがこみ上げてくるのを堪こらえられなかった。久しぶりの喧けん嘩かで、まだ興奮していたせいもあって、気が付いた時には逃げていく悪党の背中へ向かって声を張り上げていた。

「首根っこ洗って待ってなさい、誘拐犯！　【黒い羊シスター・ブラツクシープ】は悪党を決して逃がさない！」

　うわあああああ、と子どもたちは歓かん声せいを上げた。

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】が、サクスに戻もどってきた！　悪いやつらをぶっつぶすんだ！」

　コンスタンティンは高笑いが漏もれそうだった。

　その時──

　悪党が逃げた方向から幾いくつもの、ばたばたという人の足音が聞こえてきた。人の声と、罵ば声せいと、争うような物音も聞こえる。ぎゃあ、という今の声は先さき程ほど逃げていった男の声だ。そして、またばたばたという音が、近づいてくる──幾つものランタンの明かりとともに。

　あれは、夜警のランタンだ。

「げ」

　コンスタンティンは焦あせった。別に悪いことをしていたわけではないが、足下には男がぶっ倒れている。この状じよう況きようでは自分が悪くなくとも、事情を聞かせて欲しいとか、とりあえず一いつ緒しよに詰つめ所にとかいう話になるのは避さけられない。そうなれば、活かつ躍やく一日目にして正体がばれてしまう。それはちょっと、予定外だ。だいたい、『コンスタンティン助祭』が女だと知られるわけにはいかないのだ。……無論、女装癖へきがあると思われても困る。

　コンスタンティンは即座にきびすを返し──目を瞠みはった。その裏通りは、袋ふくろ小路こうじだった。突き当たりは、のっぺりとした高い石積みの建物で、到とう底ていそれを越こえることなどできはしない。そうこうしている間にも、ランタンの明かりは近づいてくる。コンスタンティンの頭がめまぐるしく動いた。サクスの裏道のほぼすべてが、彼女の頭に入っていた。何度それらの道を辿たどり、老司祭や夜警やレオンの手を逃のがれたことか！　だが、その日その場所から抜ぬけだす道は、どうしても出て来ない。その間にも声と足音はすぐそこに迫せまっていた。

「武器を捨てて子どもたちから離はなれろ！」

　レオンの声が聞こえる。昼間の眠ねむそうな響ひびきはそこには感じられない。犯罪者を追いつめ、一いつ切さいの抵てい抗こうを諦あきらめさせる、鋭するどい声だ。ランタンの光が、さっと小路を照らす。子どもたちの驚おどろいた顔を、倒れた悪党を、それからコンスタンティンの修道服を──

「くそっ」

　コンスタンティンは顔を光から背そむけ、正面突とつ破ぱを決意して足に力を入れた。

　その時、突とつ然ぜん後ろ襟えり首くびを摑つかまれて、身体からだが宙に浮ういた。

　コンスタンティンの身体はあっという間に本来の視線より遥はるかに高い位置まで引き上げられ、何者かの腕うでに抱だかれた。

「へ!?」

　あまりの事態に呆気あつけにとられた。その人物は通りに張り出した金属製の看板の上に姿勢良く立っていた。そこから、彼女を引き上げ、抱き上げてしまったのだ。体格からして、男だ。勿もち論ろん、顔見知りに、こんな曲芸じみた真似ができる人間はいない。

　そして男は、ちょっと屈かがみ込んだかと思うと、その看板を蹴けって跳とんだ。

　向かいの建物の傾けい斜しやした屋根の上に。

　コンスタンティンの耳元で風が唸うなり、後方へ流れた。男の背後に覗のぞく夜空の星の瞬またたきばかりが視界に広がり、恐きよう怖ふを感じる暇ひますらなく、呆気にとられるうちに跳ちよう躍やくは終わった。着地の瞬間も音はしなかった。ただ少し身体が沈しずみこむような感かん触しよくを味わっただけだ。

　コンスタンティンの頭は混乱していた。目の前の男はいったいどれほどの高さを、距きよ離りを、跳躍した？　通りを挟はさんで向かいの建物の看板から、この三階建ての建物の屋根へと？　それは可能なのか？　そもそも、何故なぜこの男は自分をこうして抱いている？

　屋根の上になどいるせいか、風は地上よりも冷たく、強いように感じられた。

　コンスタンティンはその風を感じながら呆ぼう然ぜんと、混乱したまま、自分を腕に抱く男を見つめ、かろうじて、ああ、訊きかなければ、と思った言葉を口にした。

「ど……どちら様でしょう」

　男はまだ若く見えた。背はコンスタンティンより頭一つ分ほど高いだろうか。均整の取れた身体付きを見たこともない黒い服に包み、月光のせいか青みがかって見える黒くろ髪かみを風になぶられるままにしていた。肌はだは青白いと言ってよいほど白く、きめ細かく、大理石のようになめらかだった。額、鼻筋、頰ほお、顎……精せい悍かん、かつ優美な輪りん郭かくだ。傷や歪ゆがみの一つとして無い、整った、いや、完かん璧ぺきな顔立ちをしていた。

　そしてその切れ長の目がコンスタンティンを捕とらえた。月の光のせいではなく、その虹こう彩さいは赤かった。形は良いがやや薄うすい、酷こく薄はくそうな唇くちびるがゆっくりと蠢うごめき、言葉を紡つむぎだす。

「そなたの夫だ」

　すべてを理解したコンスタンティンは一いつ瞬しゆん黙だまり込んで握にぎり拳こぶしを作り、それを相手の頰に向かって突つき出して叫んだ。

「おまえかあああああ！」

「何故殴なぐるのだ」

　殴られた悪あく魔まがコンスタンティンを見つめ、不思議そうに言った。別に痛そうな様子はないし、頰も赤くなってはいない。この身体では痛みを感じないのだろうか？　コンスタンティンは彼の腕の中でもがきながら怒ど鳴なった。

「お、驚かせるからだっ！　どこの貴公子かと思ったじゃないか！　ええいっ、そうならそうと最初から言え！」

「そなたはどうしたいのだ。下りたいのか？　だが地上は人間どもが集まってきたぞ」

　コンスタンティンはハッとして、男声に戻っていたことに気付いて口を噤つぐんだ。悪魔の腕の中に収まったまま、地上を見下ろす。子どもたちがこちらを指さして何か言い、駆かけつけた夜警たちがやはりこちらを見上げている。その中にレオンの顔を見つけて、コンスタンティンは慌あわてて紗しやを引っ張って顔を隠かくした。彼は厳しい眼差しでコンスタンティンと悪魔を見上げて、夜警たちに指示を出している。他ほかにもこの騒そう動どうに気付いた見物人が集まり始めているようだ。カンテラの明かりではどうせコンスタンティンの顔まではわからないだろうが、悪魔は彼女を胸に押しつけるようにして衆目から隠し、その耳に囁ささやいた。
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「行くぞ」

　口が耳に近すぎる。吐と息いきが紛まぎれ込んで耳をくすぐり、コンスタンティンは、ひっ、と悲鳴を上げ、背筋を伸のばしてびくついた。そして──

「ちょ、えっ……えええええええ!?」

　コンスタンティンを抱いたまま、悪魔は屋根の上を駆け、次なる屋根に飛び移った。コンスタンティンは堪たまらず悪魔の首にしがみついた。その身体はあまりに冷たく、氷に抱きついているのに近かった。冷たさにまた悲鳴が漏もれそうになり、コンスタンティンは唇を嚙かんで堪えた。

　月が、綺き麗れいな夜だった。

　月下の悪魔は、少し、楽しげだった。
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　ユリエルは夜のサクス市に一人ぽつねんと突っ立っていた。

　マントも背負った荷物も旅りよ塵じんにまみれ、潮風を浴び続けた髪かみの毛はひどくべとついていた。サクス市に船で着いたのは今日の夕刻だ。新しい街が面おも白しろく、興味深く、船を下りた彼は時の経たつのも忘れて市内をあちこち散策していた。彼は生来、好こう奇き心しんは旺おう盛せいな方だった。

　それがいけなかった。

　三時間に一度鳴る教会の鐘かねが、船を下りてからすでに二度鳴った。日の長い季節とはいえ太陽はとっくの昔に建物の向こうに沈み、その途と端たん人の通りも激減した。最後に道を訊いてから、いったいどれほどの時間が経っただろう。サクスの道はひどく複雑で、よそ者の彼には今自分が船着き場からどれほど遠くに来たのかすらわからなくなっていた。

「……はしゃぎすぎましたかね……」

　呟つぶやきを聞く者はいない。人ひと気けのない裏道に入り込んでしまっていた。

　だが、遠く微かすかに、人の声が聞こえた。

　それも、罵ば声せいだ。

　彼は顔を上げた。路地から見上げる空は黒々として、ちょうど中天にかかった月が見えた。美しい、僅わずかに欠けたその月を背景に、影かげが屋根から屋根へと跳ぶのが見えた。

「！」

　ユリエルは息を吞のんだ。

　その影は、人の形をしていた。月の光に照らされて、青みがかった黒髪と、整った男の顔が一いつ瞬しゆん見える。そのしなやかな肉体の動き、屋根から屋根へと軽々と跳ちよう躍やくし、スレートに足を取られることすらない運動能力、それらをはっきりと目にして、彼は震ふるえた。

　歓かん喜きに。

「見つけた……！」

　腹の底からふつふつと喜びがこみ上げ、彼は思わず震える手で服の下から十じゆう字じ架かを引っ張り出し、それに口づけた。その直後、彼のいる通りに脇わき道みちから夜警が駆け込んできた。皆みんな、頭上を見上げ、男の消えた方を指さしている。ユリエルは男は追わず、夜警の一人に声をかけた。

「もし」

「！　な、なんだ、脅おどかすな……あっ、こりゃ司祭様で……？」

　突とつ然ぜん暗がりから現れたユリエルに、夜警は驚おどろいて一度後あと退ずさり、それからカンテラに照らし出されたユリエルの出いで立ちにホッとした様子を見せた。ユリエルは小首を傾かしげて男に尋たずねた。

「捕り物ですか？」

「ええ！　なんでも、女の方が【黒い羊シスター・ブラツクシープ】って名乗ったって──」

「行くぞ！」

　その時脇道から飛び出してきた若い男が、夜警を[image: ]しかりつけた。夜警は慌てて男の方へ駆け寄り、他の者と一いつ緒しよになって、影の消えた方へ駆けていった。

　とはいえ、人の足ではもう追いつくまい。

　ユリエルはそれを見送り、今見たものと、聞いた話を頭の中で何度も思い返した。青みがかった黒くろ髪かみの男。その男が抱だいていたもう一つの影。あれが、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】と名乗ったという女だろうか？　黒い服の中に、ちらりと白い肌はだが垣かい間ま見みえた。故郷の冬を思わせる、冷たい肌の色だった。あれが【黒い羊シスター・ブラツクシープ】。何者かは知らないが──

「主よ、感謝します」

　ユリエルはその場で短く祈いのりを捧ささげ、十字架を服の下に元通りしまい、追われていた男が去ったのとは逆方向へ歩き出した。教会探しは延期だ。まずはあの男と、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】とやらについて少々聞き込んでみよう。高こう揚ようした気分のせいか足は疲つかれを忘れていた。

　月の光で夜は明るく、見知らぬ街の幾いくつもの道が、彼の前に広がっていた。
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　新任の司祭が聖ブリジット教会にやってきたのは、コンスタンティンが夜の街で一暴れした、その翌日のことだった。

　司祭館の扉とびらを叩たたく音と呼びかける声が聞こえ、出て行ったら旅装束の聖職者が立っていたのだ。まずその若さに、コンスタンティンは驚いた。まだ二十歳はたちかそこらに見える。ふわふわの白っぽい金きん髪ぱつとすみれ色の瞳ひとみ、それに全体的に柔やわらかな雰ふん囲い気きの漂ただよう顔立ちは、いかにも女性にもてそうな取り合わせだ。

「初めまして。王都から来ました、ユリエルです」

　ファーザー・ユリエルはそう言ってコンスタンティンに微笑ほほえみかけた。ユリエルという名はおそらく天使の名から取ったものだろうが、彼の笑えみはまさしく天使が浮うかべそうな、穏おだやかな、慈いつくしみに溢あふれたものだった。

　そして彼はその笑みのまま、前のめりにふらーっと倒たおれてきた。コンスタンティンは咄とつ嗟さに避よけようとしたが、あまりのことに初動が遅おくれて巻き込まれ、彼の身体からだを支えるはめになった。

「ちょ、ファーザー!?」

「す、いません、おやすみなさ、い……」

　言い終えると同時に、安らかな寝ね息いきを立て始める。コンスタンティンは自分より随ずい分ぶんと背の高い、長身と言っていい若い司祭の身体を支えて悲鳴を上げた。人の姿を取った悪あく魔まより、さらにちょっと上背があるかもしれない。

「ファーザー！　ここで寝ねないでください！」

　コンスタンティンは、自分の腕うでが司祭の体重だけではなく、彼が背負った荷物の重さまで引き受けていることに気付いて、途端に荷物ごと彼の身体を投げ出したくなった。悪魔によって増強されて力は以前より随分強くなったが、それでもこの身長差でのし掛かかられるとどうにもできない。結局、彼女はその場に座り込んだ。

「ったく……！」

　ぶつくさ言って、ふと、そばにいたはずの黒くろ猫ねこが見えないことに気付いた。司祭館は玄げん関かんを入るとすぐに食堂兼けん広間になっている。奥にはコンスタンティンが出てきたばかりの台所に通じる扉があって、そのちょっと開いた扉の隙すき間まから、黒い尻尾しつぽと頭が覗のぞいていた。昨夜の美青年はどこへやら、無事に夜警から逃にげ切った後、すぐに悪魔はこの猫の姿に戻もどっていた。

　その猫に、司祭の前では喋しやべるなよ、と念を押そうとして、コンスタンティンは言葉を吞み込んだ。猫の様子がおかしい。全身の毛を逆立てて、金色の目を見開いている。扉の陰かげから出てこようとしない。

「……何してんの」

　コンスタンティンが尋ねると、

「その男こそ、吾わが輩はいの仇きゆう敵てき、吾わが魔ま力りよくを奪うばった憎にくき司祭なのだ！」

　猫は思い切りへっぴり腰ごしで、明らかに怖おじ気づきながらそう言った。




　二週間ほど前、悪魔は近きん隣りん諸島を支配する【諸島の王】の都、首都ダグラスにいた。ダグラスはアール島の北に浮かぶロングフット島にあって、悪魔はさらに北にあるコンスタンティンの故郷から、彼女の足そく跡せきを辿たどって、ゆっくり南下していたところだった。臭においだかなんらかの痕こん跡せきだかが残っていて、彼には簡単に彼女を追うことができたそうだ。

　ところが、そのダグラスで彼曰いわくちょっとした『悪戯いたずら』をして、司祭──ユリエルに目をつけられた。激しい戦いの末、悪魔はユリエルによって魔力の大部分を奪われるはめになり、ついに猫の姿に身をやつし、かろうじてこの島まで逃のがれてきたそうだ。

「……君、もしかしてあんまり強くないの？」

　ユリエルを二階の部屋に運び、階下の台所に戻って猫から一通り話を聞いたコンスタンティンは、無情にもそう呟つぶやいた。床ゆかの猫はハッとして顔を上げ、見開いた目をふるふると震えさせながら言った。

「そのようなことはない。そなたの夫は十分に強力な悪魔だ。ただ、吾輩、ちょっと、そう、ちょっと油断したのだ。まさか人の身であのような……」

　最近似たような台詞せりふを聞いたなとは思ったが、コンスタンティンは口を噤つぐんでいた。さすがに、誘ゆう拐かい犯の小悪党と同じ台詞を吐はいていたと知ったら、この悪魔もショックを受けるだろう。

「でも僕にはあの司祭様にそんな凄すごい力があるとは思えないんだけど。人ひと違ちがいとかじゃない？」

「そのようなことはない。どのような手段を使っても、悪魔の目を誤ご魔ま化かすことはできぬ。間ま違ちがいなく、あの男が、吾輩を痛めつけた悪あく魔ま祓ばらい師だ。荷物の中には吾が力を奪った、憎き聖せい剣けんもあるはず。あの剣は聖剣騎き士し団の至宝。噓うそだと思うのならば調べてみるが良い」

「聖剣騎士団？　ならますます、そんなわけないよ」

【聖ミカエルの剣と騎き士したちのための修道会】──通つう称しよう、聖剣騎士団。元々はこの辺りの島々への布教の目的で作られた修道会だ。その頃ころは異教の教えを持つ土着の民たみへの布教と信徒の保護を担になっていたのだが、数十年前大陸からこの島に異い端たん信しん仰こうが入ってきてからは、異端排はい除じよの中心となっていた。異端の教えを持つ疑いのある者を審しん問もんし、もし異端者であるならば異端の教えを捨て、正統派の教えに回帰するように教え導き、またどうしても異端の教えを捨てない者には厳げん罰ばつをもって当たる──そういう異端審問において中心的役割を果たしてきたのだ。

　数年前までは。

「何年か前に、騎士団内に異端信仰が浸しん透とうしてるって訴うつたえられて、すっごい騒そう動どうになってたんだ。結局、会士は処しよ刑けいされて、修道会は解散させられた。財産も没ぼつ収しゆうされて、今はもう何も残っちゃいないよ」

「近ちか頃ごろのことは知らぬ。聖剣は聖剣だ」

　悪魔はやっぱり偉えらそうに言った。コンスタンティンは若い司祭を思い出し、苦く笑しようした。そんなに凄い悪魔祓い師が、あんなにも隙すきだらけの寝ね顔がおを見せるものだろうか？　悪魔は警けい戒かいして近づこうともしなかったが、あれではいざ危険が迫せまった時に対処できないではないか。

「……ファーザー・ユリエルがねえ……」

　とはいえ、彼が悪魔祓い師であろうとなかろうと、聖剣とやらを持っていようといまいと、用心するに越こしたことはない。男と偽いつわって育てられたとか、実は女なのに助祭になってしまったなどという話を知られたら、悪魔退治どころか、コンスタンティンの方が破門されかねない。

「まあ、一応用心しておくよ」

　猫のためではなく自分のために、コンスタンティンはそう言い、ついでに尋たずねた。

「そういえば、君、人の恰好っていつでもできるの？」

　猫はもったいぶって、尻尾を一ひと振ふりしてから答えた。

「維い持じするのには魔力が必要だ。星の運行や大気の状態にも影えい響きようされる。幸いこの都は悪の気が濃こい。時々は、あの姿を取れよう。気が向けばまた夜の散歩くらいは付き合ってやるぞ？」

「願い下げだ」

　猫の尻尾が、しゅんと力なく垂れた。

「それより君こそ目立たないようにしてくれよ。今のところ、ファーザー・ユリエルは君に気付いていないみたいだけど、今後──」

　その時、二階から物音が聞こえたので、コンスタンティンは口を噤んで立ち上がった。この台所は防火のために石造りで、司祭館の中では一番密談に適しているが、ユリエルが目覚めたのなら話は別だ。耳を澄すまし、階段を下りてくる足音を聞いて、猫にも黙だまっているように仕草で示し、居間に通じる扉とびらを開ける。

　ユリエルは階段の下に立っていた。日の長い季節のことで、まだ外にはかなりの明るさがあったが、方角の問題で窓からの光量は少なく、階段も居間も薄うす暗ぐらかった。ほの暗いその居間にぼんやりと立ちつくしていたユリエルは、コンスタンティンに気付いて、ほっとしたように微笑んだ。彼女が、もう起きて大だい丈じよう夫ぶなんですか、と尋ねると、彼は申し訳なさそうに謝った。

「はい。先さき程ほどはすいません。もう祈いのりの時間なので……」

　教会や修道院では、一日に何度も祈りを捧ささげたり詩編を歌ったりする。確かにそろそろ晩課と呼ばれる夕べの祈りの時間だ。

「でも、司祭様、さっき寝たばかりじゃないですか」

「いえ、おかげさまでもう随分良くなりました」

　ユリエルはそう言って通りに出る扉に手をかけた。

「教会にはこちらからで良いのでしょうか」

「そっちからでも行けますけど、裏口から中庭通っても──司祭様？」

　ユリエルは、扉に手をかけ、そこにもたれかかったまま動きを止めた。不ふ審しんに思ったコンスタンティンは彼に近づき、その顔を覗き込んだ。

　彼は、扉にもたれかかったまま、目を閉じていた。

「ファーザー！」

　また寝ているのか。呆あきれてコンスタンティンは彼を揺ゆさぶった。ユリエルは小さく呻うめくが、目を開けず、扉にもたれたまま、ずるずると床に座り込んでしまう。

　……なんだか様子がおかしい。顔が、少し青ざめて見える気がする。

　顔を近づけ、まじまじと様子を覗うかがう。そういえば、呼吸が弱くないか？

　ところが、彼は予告もなしにいきなりぱちりと目を開け、その焦しよう点てんの合わないすみれ色の目に彼女を映し、言ったのだった。

「何か……」

「ファーザー？」

「食べるもの、ありますか……」

　ユリエルの腹がぐううう、と音を立てた。

　コンスタンティンは、恥はずかしそうに目を伏ふせるユリエルを見下ろし、それから相変わらず部屋の隅すみで蹲うずくまる猫を見やり、ああ、似たもの同士だったわけだな、と胸中でひとりごちた。




　向かいのジャック──魚屋の若店主だ──の家からお裾すそ分わけしてもらったシチューとパン、それに水代わりのエールが食しよく卓たくに並んだ。食事前の祈りを済ませると、ユリエルは王都から来たこと、街に着いたのは昨日だが、あちこち見て回ったり道に迷ったりしているうちに翌日になってしまったことを説明し、再度コンスタンティンに謝った。なんというか、腰こしが低い。

　美味おいしそうにエンドウ豆と豚ぶたの脂あぶら身みのシチューを口に運ぶユリエルを眺ながめ、コンスタンティンはもう一度悪あく魔まの言葉を思い返していた。悪魔祓い師で、聖剣持ちで……この男が？　穏おだやかな口調で語るユリエルからは、ただの若い司祭以外の何者かであるという感じはしなかった。二十歳そこそこという若さから考えて、おそらく叙じよ階かいされたばかりだろう。見て回ったり道に迷ったりして教会に辿り着くのが翌日になった、などというしなくてもいい話をバカ正直にする辺り、サクスで長生き出来そうなタイプには見えない。荷物が無事だっただけでも、奇き跡せきだ。

　だが、確かに一つ、気になる点はあった。

　コンスタンティンは、パンを持つ彼の手を指さして言った。

「その手て袋ぶくろ、なんですか？」

　彼は白い布製の手袋をしていた。確か、ここにやって来た時は黒い革かわの手袋だったはずだから、どこかのタイミングでわざわざ着け替かえたことになる。

　だが、何故なぜ、食事中に手袋などしているのだ。

　ユリエルは笑え顔がおで言った。

「はい。これは食事用です」

　……いや、勿もち論ろん、そういう意味ではない。コンスタンティンの訊きき方が悪かったのはわかるが、そういう意味ではないのだ。

　彼女がさらに問いを重ねる前に、ユリエルは楽しそうに話した。

「ミサ用も新調したんですよ。楽しみですねえ、明日のミサ！」

　ミサにおいて信徒は司祭とともに祈りを捧げ、キリストの肉となった聖体パンを拝領し、その祝福に与あずかる。なるほど、新しく教会に赴ふ任にんして、信徒の前で挙げるミサを楽しみにする気持ちはわかるが、何故手袋なのだ？

　だが、コンスタンティンは、ユリエルの嬉うれしそうな顔を前にして、それよりも先に忠告しておかねばならないことがあるのを思い出した。

「そうそう、ファーザー。教区のみんな、若い司祭様に対していい思い出ないですから、冷たくされてもめげないでくださいね」

「ええ!?」

　ユリエルの目が不安に揺らぐ。

「な、何故ですか。確かに私は若じやく輩はいですが……」

「先々代の司祭様が亡なくなられて、そのあとにいらした司祭様が、ちょっとアレな人で」

「アレ？」

「えーと、最終的には教区の人妻と駆かけ落ちしたんです」

　真しん剣けんな顔で話を聞いていたユリエルの頰ほおに朱しゆが差す。椅い子すを鳴らして彼は立ち上がった。

「か、駆け落ち!?」

「そうです。他ほかにも色々あったんですけど、結局、聖誕祭前に司祭様の方が逃にげちゃいました。また逃げっぷりも凄すごくて借金残していくわ……まあ、そういうわけで、同じように若い司祭様だっていうんで、みんなファーザーのこと警戒してると思いますし、前の司祭様を思い出して刺とげ々とげしくなっちゃう人もいるかもしれないです。ファーザーも、覚かく悟ごはしておいてください」

　駆け落ちという言葉にショックを受けたのか、自分の教区がそんな状態だったことにショックを受けたのか、ユリエルはしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

　だが、コンスタンティンが考えていたよりは早く回復し、拳こぶしをぐっと握にぎり固めて宣言した。

「ならばこちらから外に出て、皆みなさんとたくさんお話ししなくては！」

「ええ、どうぞ。とりあえず今日はご飯食べて寝ねてくださいね」

「え？　いえ、せめて次のお祈りの時には起きたいのですが……」

「また倒たおれられたら困ります。体調が悪い時くらいは休むものです。僕が司祭様の分も祈っておきますよ」

　そうすればちょっとは善行の足しになるかもしれないのだし。コンスタンティンはそう考えて言った。が、ユリエルは彼女の顔をまじまじと見つめて、ほにゃら、とでも形容したくなる気の抜ぬけた笑みを浮うかべた。

「ありがとうございます。コンスタンティン助祭は、真ま面じ目めな善い方なのですね」

　ユリエルの足を引っ搔かこうとテーブルの下に潜もぐっていた猫ねこが、ぶっ、と噴ふき出すような音を立てた。コンスタンティンはその猫の背を足で踏ふみつけて動けなくし、テーブルの下でのことなど素知らぬふりで、当然のことを言ったまでです、と頷うなずいた。

　そして、手袋の件はうやむやになった。




　翌朝、礼拝堂には死体が転がっていた。

「うう」

　あ、死体が声を上げた。

　コンスタンティンは、死体──ではない、レオンの傍かたわらにしゃがみ込み、蹲る彼の横顔を眺めていた。ミサの後、聖具室に行って着き替がえ、儀ぎ式しきで使った道具を片づけてから礼拝堂に戻もどってきたら、身廊と呼ばれる一いつ般ぱん信徒が集つどうスペースで、彼が柱にもたれかかるようにして座り込んでいるのに気付いたのだ。呼吸は正常だから、ミサの最中に寝てしまっただけだろう。

「誰だれかさんみたいですね」

「昨夜はすいません……」

　コンスタンティンの呟つぶやきを聞いて、同じくそばに膝ひざを突ついていたユリエルが、気まずそうに視線を逸そらした。ほんのりと朱に染まる首筋と頰が、彼の純じゆん粋すいそうな印象を強めていた。この街のすれた男どもにできる表情ではないな、とコンスタンティンは思い、純然たる物もの珍めずらしさから、じろじろと彼の顔を眺めた。

「うぐ……」

　恥じらうユリエルを真剣に──特に目的はないが──観察するうちに、レオンが呻いて身体からだを起こした。彼は髪かみをかき上げ、顔をしかめ、ぼうっとした目でコンスタンティンを見た。

「……よお」

「どうも、サー・レオン。なんだってこんなところで寝てたんですか？」

「いや、今帰るところなんだが、せっかくだからミサに与あずかってからいこうかと……」

　ふわあ、と大きなあくびをして、両りよう腕うでを振ふり上げ猫のように身体を伸のばすレオンに、コンスタンティンが言った。

「ミサならもう終わりましたよ。とっくにみんな帰った後です」

　レオンはぽかんとしてコンスタンティンを見つめ、それから周囲を見回した。ミサの後、ちょっと残ってユリエルと言葉を交かわしていた教区民たちも、すでに帰っていた。がらんとした礼拝堂には、レオンと二人の聖職者だけが残されている。

　彼はがっくりと項垂うなだれたが、すぐに顔を上げると、残るもう一人の聖職者、つまりユリエルに挨あい拶さつをした。すでに祭服は脱ぬいでいたが、黒い僧そう衣いから察したのだろう、レオンは興味深そうな目でユリエルを見て確かく認にんした。

「あなたがファーザー・ユリエル？」

　ユリエルが教会に来たのは昨日の夕方のことだが、レオンもすでに耳にしていたらしい。ユリエルは、嬉しそうに頷いてレオンに挨拶を返した。

「また徹てつ夜やですか？」

　立ち上がってあくびをするレオンに、コンスタンティンはそう尋たずねた。

「ああ、【黒い羊ブラツクシープ】がなあ……」

　ぎく。

　動どう揺ようを表に出さないように注意して、コンスタンティンは、ああ、出たみたいですねえ、と相あい槌づちを打った。レオンは服に付いた埃ほこりを払はらい落として言った。

「証言によると、やったことってのは、誘ゆう拐かい犯退治して、子どもを助けただけだ。とはいえ不ふ審しん者だし、こっちとしても放っておけんからな」

　ではレオンは【黒い羊ブラツクシープ】探たん索さくか何かで徹夜したということか。彼の元々少ない睡すい眠みん時間をさらに削けずっているのは確実に自分だ。胃が痛くなってくる。

　ユリエルが、レオンを気き遣づかって言った。

「司祭館で少しお休みになっていかれますか？」

「いえ、帰ってやることがありますので。司祭様はいらしたばかりですからご存じないかもしれませんが、この間【黒い羊シスター・ブラツクシープ】って名乗る女が現れましてね」

「噂うわさは聞いていますよ。なんでも、百年ぶりに現れたとか？」

　おや。意外と情報が早い。とはいえ【黒い羊シスター・ブラツクシープ】が現れた翌日には、解放された子どもたちによってその噂は尾おひれもついて街中に広まった。百年前の英えい雄ゆうが戻ってきただの、偽にせ者ものだの、色々に言われている。コンスタンティンも朝の井い戸ど端ばた話で耳にした。

　レオンは肩かたを竦すくめて言った。

「伝説にあやかろうって人間が現れたんでしょう。ただ、随ずい分ぶん腕うでっ節ぷしの強い女みたいですね。大の男を素す手ででのしてしまったんですから。助けられた子どもたちの話では、次は他の誘拐犯を叩たたくらしいですが──」

「他の？」

　思わずコンスタンティンは口を挟はさんだ。そんなことを言った記き憶おくはないぞ？　だいたい、誘拐犯は捕つかまったのではなかったか？

「ああ。今回捕まったやつらは、まだ一部なんだ」

　レオンに言われて、コンスタンティンはミサの後、信徒たちがしていた噂うわさ話ばなしを思い出した。

「そういえば、みんな噂してましたよ。貴族の従者か何かみたいな、立派ななりの若者たちが、何人も場末の酒場に顔を出して、地元の客と騒さわぎを起こしてるって。中にはそいつらに誘拐されそうになったとかいう子もいて、誘拐犯の仲間じゃないかって……まだ捕まってないのって、そいつらのことですか？」

　だが、レオンは手を振って否定した。

「あー、あれは違ちがう。あいつらは誘拐犯の仲間じゃない。その誘拐されそうになったって子の話も聞いたが、その子の勘かん違ちがいだ。向こうが話を聞こうとしたのを、怖こわがって逃げただけだよ」

「？　じゃあ、結局そのよそ者はなんだったんですか？」

「悪いが、政治絡がらみの話でな」

　そう言われては、コンスタンティンもそれ以上突っ込んで尋ねるわけにもいかない。レオンが気さくで、普ふ段だんから街中を駆け回っている人なので忘れそうになるが、彼は伯はくの家臣なのだ。

　レオンは簡単に説明してくれた。

「今回捕まえたのが誘拐犯の一部だってのは、まだ見つかっていない子どもたちがいるからだ。今回捕まえたやつらに他の隠かくし場ば所しよを吐はかせたんだがな、もういなかった。港は張っていて船が出た様子もないから、おそらく、【黒い羊ブラツクシープ】騒そう動どうで異変を察知して、別の場所に移したんだろう。近きん郊こうにアジトでもあるのかもしれんが、まだそれについちゃ教えてくれないんでね」

　レオンの説明を聞いて、それまで黙だまっていたユリエルが口を開いた。

「では、まだ悪人は自由に往来を歩いていて、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】がそれを成敗するということですね？」

「子どもたちの話じゃ、そうなりますね。【黒い羊ブラツクシープ】本人が、誘拐犯を決して逃にがさない、って宣戦布告してたらしいんで」

　あ。あれか。コンスタンティンは、逃げていく誘拐犯の背中に投げつけた台詞せりふを思い出して納なつ得とくした。あの台詞から、子どもたちは【黒い羊ブラツクシープ】が他ほかの誘拐犯も成敗すると解かい釈しやくしたのだ。

　しかし、それも悪くない気がしてきた。

　左手の薬指、今は不可視となった指輪のある辺りをちらりと見る。誘拐犯を蹴けり倒たおした後、確認した限りでは、指輪の石にはほとんど変化は見られなかった。だが、この誘拐事件を完全に解決できれば？　石は色を失い、うまくいけば壊こわれてくれるかもしれない！

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】のそばには、男がいたとか？」

　ユリエルは、突とつ然ぜんそう言った。今後の計画を練っていたコンスタンティンは、どきりとする。目で、ついつい猫を捜さがしてしまう。姿は見えない。今はひなたぼっこ中だろうか。

　レオンは、思いがけない問いだったのか、軽く目を瞠みはってユリエルを見た。

「そうですよ。随分お詳くわしいな。子どもたちには【黒い羊ブラツクシープ】の方が衝しよう撃げきが強かったようですが、男の方もそれは身軽でしてね。俺も見たんですが……」

「見たのですか？」

「ええ……警けい戒かい中だったもので」

　その時、レオンの目にちらりとからかうような色が浮うかんだ。彼は愛あい想そ良く笑って言った。

「そういえば、【黒い羊ブラツクシープ】は凄すごい美人らしいですな」

「美人？　しかし、噂では顔を隠しているのでは？」

「勿もち論ろん、そうです。俺も、部下も、顔は見ちゃいません。でも、そういう噂なんですよ。知らなかったんですか？　てっきり、だから興味があるのかと思いましたが」

　ユリエルはきょとんとした顔でレオンを見つめ──すぐにその顔を真っ赤にした。

「違います！」

　聖職者には妻帯が禁じられているとはいえ、禁を破って妻帯する者も、愛人を囲う者も、果ては娼しよう館かん通いをする者も少なくない。が、この反応では、そんなことは考えたこともないのだろう。レオンはすぐに謝った。

「すいません。冗じよう談だんですよ」

　ユリエルはますます恥はずかしそうに目を伏ふせ、いえ、私こそ大きな声を出して、と謝っている。コンスタンティンはその恥ずかしそうな顔を愛めでつつ、一応、レオンの脇わきを肘ひじでつついた。レオンが、ん、と彼女を見やる。案の定、ちょっとその目が笑っている。

「司祭様をからかっちゃダメですよ、サー」

「おう。だから謝っただろ」

　反省の欠片かけらも見せずに、彼はそう言った。思い出したように付け加える。

「そういえば、ランドルフにはもう会ったか？　新しい証しよう拠こが出てきたとか言ってたぞ」

　げえ、とコンスタンティンは、うんざりした声を漏もらした。

　ランドルフというのは、港に倉庫を持ち、故買屋も営む男で、この教区の教区民だ。抜ぬけ目のない男で、裏では盗とう品ひんも扱あつかっているという噂がある。とはいえ、この街では真っ当な商売をしている人間の方が珍めずらしいくらいだから、別にそれだけならばコンスタンティンだって取り立ててどうこう思ったりはしない。

　実は、先代の司祭の時、彼には危あやうく教会の持っている土地を巻き上げられそうになったのだ。この悪徳の都では教会の権けん威いは他の地域におけるほど盤ばん石じやくではなく、住民の中には彼のように、相手が司祭だろうが教会だろうがとにかくカモになるかどうかが大事、という手合いもいる。彼らは表向きは敬けい虔けんな信徒として振ふる舞まうが、それはそれとして狙ねらった獲え物ものは逃のがさない。

「マスター・ランドルフですか？　故買屋を営んでいらっしゃる？」

　ユリエルがにこやかに尋ねてきた。コンスタンティンは頭が痛くなった。この惚ぼけた司祭を見れば、ランドルフは内心舌なめずりをすることだろう。さっさと忠告しておこう、と彼女は口を開いた。

「ええ。実は、マスター・ランドルフには以前から土地のことで……」

「あ、あの土地ならお譲ゆずりすることになりましたよ」

「土地の……なん……」
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　コンスタンティンは目を見開き、彼の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「なんですって!?」

「はい。係争があった土地ですよね？　マスター・ランドルフの叔母おば上うえの土地で、叔母上が亡なくなられた時に遺ゆい言ごんに従って寄進されたとか。昨日、一通り裁判記録を確かく認にんしました。今朝のミサの前にマスター・ランドルフからご挨あい拶さつをいただいて、そのままお話をまとめてきました」

　何を言っているんだこいつは。コンスタンティンは頭が真っ白になりそうだった。

「あの土地はこの教会の生命線なんですよ！　あそこからの収入があるから祭さい壇だんに蠟ろう燭そくを灯ともせるし、僕らだって粥かゆばかりをすすらずに生きていけるんです！　わかってます!?」

「はあ」

　ユリエルはきょとんとしている。ダメだ。わかってない。これっぽっちもわかってない。

「でも、あの土地を甥おいであるマスター・ランドルフに譲るという、叔母上の遺言状が出てきたと伺うかがったもので……」

「あ、それだ。ランドルフの新しい証拠」

　ぼそりと言ったのはレオンだ。叔母上の遺言状？　死んで何年も経たつ人間の、新しい遺言状だって？　そんな、あからさまなでっち上げを鵜う吞のみにして、土地を渡わたす約束をしたというのか、この司祭は！　コンスタンティンは、はらわたが煮にえくりかえりそうだった。

「ファーザー！」

　ユリエルは、その手て袋ぶくろで覆おおわれた手を──ちなみにミサ用の白い手袋から、いつもの黒い革かわ手袋に替かえている──自分の胸倉を摑むコンスタンティンの手にそっと重ねて言った。

「あの土地なら、戻もどってきますよ」

　ほう。コンスタンティンは、嚙かみ合わせた歯の奥から、低い声を押し出す。

「それはつまり、何かの確証があってのことでしょうね……？」

「はい。マスター・ランドルフがそう約束してくださいました。一度あちらにお返ししてから、正式に奥様の名義で寄進を──」

「そんなもん信じてんですか、あなたは！」

　こちらは彼の首を悪あく魔まからもらった力で絞しめ上げたくてたまらないのに、ユリエルは吞のん気きそうに微笑ほほえんでいる。

「正式な契けい約やくは、日曜日、ミサの後です。コンスタンティン助祭も一いつ緒しよにいていただいた方がいいと思いまして……」

「ええ、それはありがとうございます！」

　どんな手を使ってでもこの話をひっくり返してやる。コンスタンティンは腹を決めた。ユリエルは、コンスタンティンの気も知らず、にこにこと笑え顔がおで言った。

「それじゃ、私はこれから教区の皆みなさんのところを回って、改めてご挨拶してきますね。ゆっくりしていってくださいね、サー・レオン。後をお願いします、コンスタンティン助祭」

「はいはい、いってらっしゃい！」

　コンスタンティンは自棄やけになってユリエルの胸倉から手を離し、彼を扉とびらの方へ追い立てた。ユリエルは教会を出ると、店先にいたらしい魚屋の若店主と早さつ速そく言葉を交かわしている。

　乱暴に扉を閉め、コンスタンティンは怒いかりの故ゆえに荒あらい息をついた。日曜まで待つのも恐おそろしい。これは、その前にランドルフに会いに行って直じか談だん判ぱんしておくべきだろう……

　その肩かたを、ぽんぽんとレオンが叩たたく。

「まあ、そういきり立つなって」

「あなたは他人ひと事ごとだからいいかもしれないですけどねっ！」

　コンスタンティンは振り返って彼を睨にらみつけた。あろうことか、レオンは笑いを堪こらえていた。

「笑う場面じゃないです！」

「悪い悪い。でも、奥方の名義で、って言ったそうじゃないか。もしかすると本当に寄進し直してくれるかもしれんぞ。俺もその考えはなかったけど、言われてみればそうだよなあ」

「はあ!?　あなたまでファーザーの人の好よさが移ったんですか！」

「違ちがうって。って言ってもわかんないか。まあ、ファーザーか、ランドルフに訊きいてみろよ」

「……？　なんですか、いったい」

　レオンはにやにや笑うばかりだ。

「新しい司祭様、そう悪い人じゃないみたいで良かったじゃないか」

「それは……いや、でもあの間抜けっぷりは勘かん弁べんしてもらいたいです！」

　レオンは声を上げてけらけらと笑い、二日ぶりに家に帰るからと教会を出て行った。

「まったく、あの人も結局何しに来たんだか……」

　レオンを送り出し、扉を閉めてぶつぶつ言いながら、コンスタンティンは礼拝堂の掃そう除じでもしようと腕うでまくりをした。本当に、彼は何をしに来たのだろう。帰宅前にミサに与あずかろうなんて言い訳にしか聞こえなかったし、『【黒い羊ブラツクシープ】は凄すごい美人らしいですな』なんて言ってユリエルをからかうとは、らしくない──

「あ」

　レオンの言葉を思い返して立ち止まった。




『新しい司祭様、そう悪い人じゃないみたいで良かったじゃないか』




　レオンは、コンスタンティンが前の司祭の下で苦労したことを知っている。教区民と司祭との諍いさかいを仲ちゆう裁さいし、間に立って、しょっちゅう頭を悩なやませていたのを知っているのだ。

　もしや、彼はコンスタンティンを心配して、新任司祭の様子を見に来たのではないか？　前のような女関係にだらしのない司祭ではないか、教区民とうまくやっていけそうか、確認したかったのでは？

　コンスタンティンは扉を振り返り、そこから出て行ったレオンの背中を思い出し、思わず呟つぶやいた。

「そうならそうと、言えばいいのに」

　口元には、自然と苦く笑しようが浮うかんだ。
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　その日は金曜日で、コンスタンティンは聖せい水すい盤ばんとその台座を磨みがいていた。ユリエルが来て二日が経っていたが、彼は今日も教区の人たちとお話をしてきますとか言って外出中だ。

「熱心なのはいいけど、またマスター・ランドルフの時みたいに騙だまされて教会の財産売り払はらったりしないか心配だよ……この間も手袋すっごい高値で売りつけられそうになってたしさ」

　悪い人ではない。それはわかる。それでも一人にしておくのはどうにも不安で、コンスタンティンはぶつぶつ呟いた。

「浮うき世よ離ばなれしてるっていうか。この街には到とう底ていなじめなさそうな人なんだよねえ」

　返事はない。コンスタンティンは、手を止めて、目を上げた。黒くろ猫ねこはばら窓からの光が差し込む日だまりに寝ねそべり、不ふ機き嫌げんそうに彼女を見ている。

「おなか空いたの？」

　猫は口を開いた。

「……あの男を生かしておいてはならん」

　またその話か。コンスタンティンは呆あきれて身体からだを起こした。

「何度も言っただろ。僕は人殺しなんてしたくないし、君も手を出しちゃダメだ。ファーザーに何かあったら、一緒に暮らしてる僕が疑われるかもしれないんだし。そもそも、あの人がこの教会に赴ふ任にんしてきたのだって、君を追ってきたのか、ただの偶ぐう然ぜんなのか、わかってないんだから。今危害を加えたら、君がここにいるって確定しちゃう。それは君にだって不利益だろ？」

　猫の爪つめで寝ね首くびを搔かけるわけもないのだが、一応コンスタンティンはそう念を押した。

　サクスでは【黒い羊ブラツクシープ】が誘ゆう拐かい組織を潰つぶすと大おお騒さわぎになっていて、今日も世間話というと必ずその話題が出ていた。期待は日増しに大きくなっていると言ってもいい。コンスタンティンとしても是ぜ非ひまたあの夜のように悪党をぶちのめしてすっきり──いや、つまり善行を積みたいのだが、あてもなく夜回りをしたところで、毎回あんな場面に出くわすわけがない。それよりは、不ふ審しん者としてレオンに捕つかまったり、司祭館を出て行くところをユリエルに目もく撃げきされたりする可能性の方が高そうだ。仕方なしに、夜の見回りは控ひかえ、噂うわさに耳を傾かたむけたり裏通りを覗のぞいたりして、手がかりを探しているところだった。

　猫は子どものようにだだをこねた。

「つまらぬ。そなたはあの男と行動を共にし、吾わが輩はいを放っておく。まったく、つまらぬ」

「はいはい。ファーザー引っ搔くのほどほどにしておかないと、追い出されるよ」

　口ではそう言ったものの、ユリエルが本当にこの猫を追い出すことはないだろうな、とコンスタンティンは思っていた。ユリエルは時々この猫に触ふれようと手を伸のばし、そのたびに引っかかれていた。それでもめげずに目をきらきら輝かがやかせて、物もの陰かげから猫の動きを観察している。あれは、悪魔だとか疑っているのではない。あの目は、きわめて純じゆん粋すいな好意の眼まな差ざしだ。たぶん、彼は猫好きなのだ。たとえ悪魔とわかっても、彼にとって、猫を攻こう撃げきするのはきっと大変な苦痛を伴ともなうものだろう。

　考えるほど彼が頼たよりなく思えてきて、コンスタンティンは頭かぶりを振ふり、台座磨きに戻ることにした。悪魔の意図から彼女を守ってくれた大事な聖水盤と台座だ。いざという時の切り札でもあると思えば、手入れだってしがいがあるというものだ。

　彼女は雑ぞう巾きんを手に屈かがみ込み──物音を聞きつけ、扉の方を見た。

　次の瞬しゆん間かん、教会の正面扉が勢いよく左右に開いた。

　飛び込んできたのは、二人の少年だった。どちらも十歳か十一歳くらいで、金きん髪ぱつをくしゃくしゃにした子と、黒くろ髪かみの子だ。どこかで見覚えがある気がするが、教区の子ではない。

　金髪の少年は、扉を開けた途と端たんコンスタンティンと出くわしたことに驚おどろいたのかその場に立ち止まって、屈み込んだままの彼女を見た。上向いた鼻の、ボロを纏まとった少年だ。

　彼は息を吸ったかと思うと、挨あい拶さつも名乗りもなしでいきなり言った。

「俺、告解がしたい」

「ええ？」

　信徒は聴ちよう罪ざい司祭に罪を告白することで、償つぐないを課してもらい、罪の赦ゆるしをもらうことができる。それが告解だ。だが、赦しの秘ひ蹟せきは司祭にのみ許されており、助祭であるコンスタンティンにはその資格はない。コンスタンティンは雑巾を手に立ち上がり、少年が何か言う前に彼を押しとどめようとした。

「待って、今司祭様はいらっしゃらないから──」

　だが、その彼女の腕を必死に摑つかみ、少年は叫さけぶように言った。

「お願いだよ！　許してもらえないと、俺、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】にやっつけられる！」

「!?」

　コンスタンティンは目を丸くした。

　そして、あらためて二人の少年を見て──ようやく、見覚えがあると思った理由に気付いた。

　彼らは、どちらも三日前の夜、コンスタンティンが【黒い羊シスター・ブラツクシープ】として初めて暴れたあの夜に、コンスタンティンと出くわし、逃にげて行った子どもたちなのだ。

　コンスタンティンは少年の肩を摑むと、屈み込んで視線を合わせた。

「何かあったの？」

　コンスタンティンの問いに答えて、少年は思い詰つめた表情で語り始めた。

「俺は、誘拐犯の仲間なんだ」

　話す彼の傍かたわらで、黒髪の少年は、唇くちびるを嚙かんで俯うつむいていた。




　金髪の少年はウィリアム。黒髪の方はエドと名乗った。告解したいのはウィリアムの方で、エドは彼の事情を知っており、付き添そいで来たらしい。

　ウィリアムはつんと上向いた鼻を袖そでで擦こすった。

「俺は、囮おとり役だったんだ。一いつ緒しよに遊ぼうって誘さそって、指示された子を誘い出すんだ……いつもは夕方くらいにやるんだけど、先週、捕まえた子どもたちを船に乗せるって聞いて。ああ、いよいよ売られるんだ、って思ったら、なんか、怖こわくなって……」

　金髪のウィリアムがそう言うと、黒髪のエドは、庇かばうように彼の肩かたに手を置いて、コンスタンティンをその曇くもりのない大きな黒い目で見て言った。

「でも、ウィルはやっぱりいけないって思って、みんなを逃がそうとしたんです。僕は相談されて、危ないからって止めたんですけど、ウィルは行くって言い張って。それで、ウィルはやつらの隠かくれ家がに行って、僕もついて行きました」

「君も？」

「当たり前です。友だちですから」

　エドは胸を張り、誇ほこらしげにそう言った。ウィリアムの方はちょっと後ろめたそうにもじもじして、エドの服を引っ張った。エドは構わずに続けた。

「ウィルはついて来なくていいって言ってましたけど、放っておけないですから。それで、一緒に隠れ家に行って、捕まってた子たちを逃がそうとしたんです。でも、なかなかチャンスがなくて……」

　エドが悔くやしそうに言葉を切り、ウィリアムが後を引き継ついで言った。

「そこに【黒い羊シスター・ブラツクシープ】が現れたんだ。なあ、司祭様も知ってるだろ、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】。俺、ばあちゃんが生きてた頃ころ、何回も聞いたんだ。ただの昔話だって思ってた。でも、そうじゃなかったんだ。凄く力持ちで、喧けん嘩かが強くて、恰好良くて……あの？」

　いかん。コンスタンティンはにやけかけていた顔を引き締しめた。

「あ、なんでもない。えーと、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】の噂は僕も聞いたことがあるよ。三日前にまた出たって。子どもたちを誘拐犯から救ったって、本当だったんだね？」

「そうさ！」

　ウィリアムは、勢いよくそう言った。エドの方もこくこくと何度も頷うなずいている。

「悪いやつらをやっつけて、それで最後に言ったんだ。『首根っこ洗って待ってなさい、誘拐犯』って。『逃がさない』って」

　だが、そこで急に項垂うなだれる。

「……俺も誘拐犯なんだ。きっと、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】は俺をやっつけにくるよ。悪いことしてたんだ……エドは止めてくれたのに」

　なるほど。それで、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】に成敗される前に罪を告白して、赦しを得ることができれば助かるかもしれないと考えたのか。コンスタンティンは思わずウィリアムの頭をぽんぽんと叩たたいた。ウィリアムはちょっと驚いた顔で、彼女の手を振り払った。

「な、何するんだよ、司祭様」

「あ、ごめん」

　なんだかひどく可愛かわいかったのだ。とはいえこの年とし頃ごろの少年にすべきことではなかっただろう。それからコンスタンティンは遅おくればせながら訂てい正せいした。

「ってか僕は司祭様じゃないよ。助祭」

「え!?」

　ウィリアムは驚いた顔で聞き返した。

　その時、正面扉とびらが開く音がした。子どもたちはびくっとして、そちらを振り返った。

「ただいま戻もどりましたー……あれ？」

　お客様ですか？　と心なしかわくわくした声で言って入ってきたのは、戻ってきたユリエルだった。コンスタンティンは、彼を指さして子どもたちに言った。

「あれがうちの司祭様。ファーザー・ユリエルだよ」




　話を聞いたユリエルは、開口一番言った。

「それは警備隊に届け出るべきですね」

　まあ、常識的な意見と言えるだろう。他ほかの都市でならば。

　案の定、ウィリアムが小さな声で言った。

「……警備隊は信用できない。袖の下もらって、やつらの船を見み逃のがしてる連中もいた」

　やっぱりか。コンスタンティンは嘆たん息そくしつつも、ウィリアムの前に屈み込み、彼の顔を同じ目線から覗のぞき込んで言った。

「代官のサー・レオンは知ってる？　あの人なら信用できるよ。ここまで来てもらおうか？」

　ウィリアムはコンスタンティンを見上げ、ふるふると首を横に振った。

「その人は知らない。信用できるって言われても、俺……」

　堰せきを切ったように、彼は不安を吐はき出した。

「俺、あいつらを売ったってことがばれたら、きっと消されるよ。そうじゃなくても、俺捕つかまる。そんなことになったら……」

　コンスタンティンは突つき放すように言った。

「罰ばつもなしで赦しだけもらいたいの？」

　びっくりした顔で、ウィリアムはコンスタンティンを見上げた。

　コンスタンティンは背を伸のばし、腰こしに手を当てて少年を見下ろした。

「あのね。償おうって気持ちがないなら、罪を告白したって無む駄だだよ。君は罪を償いたいの？　自分を信じてついてきた相手を誘ゆう拐かい犯に金で売って、それを反省してるの？　怖がってるばかりで、あんまりそうは見えないけど？」

「お──俺は！」

　ウィリアムの顔にさっと朱しゆが差した。だが、二の句が継げないようだった。彼は俯き、しばらく唇を嚙んでいたかと思うと、急に扉の方へ駆かけ出した。

「待てよ、ウィル！」

　エドは驚いた様子で彼の後を追った。

　追いかけようと駆け出したユリエルを、コンスタンティンが声をかけて止めた。

「子どもの足だって侮あなどらない方がいいですよ。道に慣れてないと、あっという間に撒まかれます」

「しかし……！」

「後で知り合いに声をかけて、あの子について調べてもらっておきますから」

　え、と驚おどろいて聞き返すユリエルに、コンスタンティンは言った。

「家か、普ふ段だんの縄なわ張ばりがわかったら、いつでも会いに行けますよ」

「……あ、ありがとうございます」

　ユリエルはホッとした顔を見せたが、すぐにまだ少し不安そうにその表情を曇らせた。

「……無む茶ちやはしないでしょうか。あの子も応こたえていたようです。助けに行こうとしたと言ってますし、償つぐないの気持ちもあったように思えます……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。誘拐犯のところに突っ込むほどの勇気はないでしょうし。それに、ああいうことは言っておかないと。ウィリアムが自分からサー・レオンに届け出てくれないとダメなんです。あれは『告解』だったんですから」

　告解によって告白された罪を、司祭は他の者に漏もらすことはできない。ユリエルは、ちょっと面おも白しろがるような目で彼女を見た。

「あなたも聞いてましたけどね」

「……あれはあの子が僕を司祭様だって勘かん違ちがいしてたんですよ。後でちゃんと訂正しました」

　騙だましていたわけではない、はずだ。司祭様、と呼ばれた時にすぐに否定しなかったのは事実だが。考えるうちに少しだけ後ろめたくなり、コンスタンティンは視線を彷徨さまよわせた。

　ユリエルはそれを見て、やっと少し安心したように頰ほおを緩ゆるめた。




　藍あい色いろの空に、幾いくつかの星が瞬またたき始めていた。夜の浅い時間帯のことで、ウィリアムは塒ねぐらに急いでいた。彼の今の塒は西の城じよう壁へき寄りの地区にある。間口の狭せまい木造の家屋が建ち並び、中には板を立てかけ藁わらを載のせただけというあばら屋も目立つ界かい隈わいで、投げ込まれたゴミと汚お物ぶつで水路は嫌いやな臭においを発し、それが風に乗って、そこら中を満たしていた。城壁に一番近いところには居酒屋があり、明かりと人の声が漏れていたが、その他には人の通りもない、いつもの夜だった。汚物をさらいに来る処理業者が姿を現すのは、もっと後、深夜にかかる時間帯だ。

　一日のゴミで覆おおわれた狭い小路を駆けるウィリアムの足が、突とつ然ぜんぴたりと止まった。

　彼の目の前で、小路を曲がったところから、出てきた者がいたのだ。

　黒い修道服姿の女だ。

　ウィリアムは目を見開き、弾はじかれたようにその女に背を向けて駆け出した。

　だが、次の瞬しゆん間かんには、背後から口を塞ふさがれた。

　冷たい手が口を覆い、もう一方の手が彼の右みぎ腕うでを摑つかんだ。背中にのし掛かかられ、彼は地面に膝ひざをついた。女は彼の背中に膝を当て、右腕を捻ねじり上げ、しっかりと組み伏ふせてから、彼の耳元に口を近づけて言った。

「あたしが誰だれか、知ってるわね？」

　彼は、ただ必死で、かくんと首を頷かせた。

「じゃあ、あたしが何故なぜあなたのところに来たのかも、知っているわね？」

　彼は咄とつ嗟さに首を横に振ふった。激しく。女は耳元で笑ったようだった。

「おかしいわね。あなたは自分にはまったくやましいところがないなんて言うつもり？　罪なんて犯おかしてないって？　今手を離はなすから、あなたの言葉で教えてね……」

　女は言葉通り、彼の口からそっと手を離した。ウィリアムは首だけ曲げて、女を振り返った。女の顔は黒いベールの下になり、夜の闇やみも手伝って、輪りん郭かくすらよくわからなかった。

「お、俺は、だって、仕方がなかったんだ！　あ、あいつら俺を脅おどすんだ、協力しなかったら俺の妹や弟売り飛ばすって！　本当さ、だから俺、俺……」

「妹？　弟？」

　くすりと女が微笑ほほえむ。ウィリアムはぎくりとする。本当は彼には面めん倒どうを見なければならない弟も妹もいないのだ。噓うそがばれたと気付いた彼は、開き直って叫さけんだ。

「一人でも、俺は生きていかなきゃいけないんだ！　それが悪いのか？　日ひ雇やといの仕事をちょっともらうのだって、賄わい賂ろがいるんだぜ？　がめつい連中さ。そんな中で、どうして俺だけ真っ当に生きろって言うんだ？　この悪徳の都で！」

　悪徳の都という言葉には、妙みように気楽な響ひびきがあった。悪徳の都、そう呟つぶやけば、囁ささやけば、どんな罪だって仕方がない、そう思える気がした。だからウィリアムはそう叫んだ。

　だが、女はそうは思わないらしかった。

「くっだらない」

　一いつ瞬しゆん、女の声がそれまでと違ちがったように聞こえた。男性のような低めの声で、吐き捨てるように言ったのだ。まるで、少年のような若々しい声だった。聞き覚えがある声のような気もしたが、次の瞬間には女はそれ以前の声に戻っていた。

「悪徳の都だから？　みんながやってるから？　あなたは本気でそんなことを言ってるの？　そう、じゃああなたもみんなと同じ罰を受けるべきね。人さらいと同じ罰を」

「お、俺は子どもだぜ」

「でもあなたはみんなと同じ罰がいいのでしょう？　なら仕方ないわ、あなたがそう望むのだもの」

　唇くちびるを舐なめ、ウィリアムは慎しん重ちように言った。

「わ、わかったよ。悔くい改あらためる。だから許してくれよ」

　女は首を動かし、ウィリアムを頭の先から足の先まで眺ながめて言った。

「まだ捕まっている人たちがいるわ。彼らを助けて、残りの犯人を捕まえるの。あなたはそのために、あたしに協力なさい」

　ウィリアムは、震ふるえる声で、わかった、と呟いた。




「なるほどねえ」

　コンスタンティンは脱ぬいだ修道服を櫃ひつの底にしまい込むと、寝しん台だいの上に腰を下ろして呟いた。枕まくら元もとには猫ねこがいて、ふてくされた様子で寝ねそべっている。

　先さき程ほどまで、コンスタンティンはウィリアムから話を聞いていた。ウィリアムは随分素す直なおに話してくれた。やはり、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】の活かつ躍やくを目まの当たりにしていただけに、恐おそろしかったのだろう。

　ウィリアムは囮おとりで、被ひ害がい者しやを誘さそい出し、待ち伏ぶせていた実行犯がそれを捕まえる。実行犯たちはそのまま被害者を市内の隠かくれ家がに連れ込み、仕事は監かん視し役に引き継つがれる。船の出航準備が整えば、被害者たちは港に船荷として積まれて、どこかに『出しゆつ荷か』されるはずだった……

　本来ならばウィリアムの仕事は実行犯が子どもたちを捕まえた時点で終わるのだが、酔よっぱらった実行犯の一人が、彼にも詳くわしいことを話してしまったらしい。

　聞いた内容を考察し、コンスタンティンはぶつぶつと呟く。

「結構組織だってるけど、子どもってどこに売るんだろう？　物好きな貴族とかがいるのかな。それとも、東方に連れていくの？　こんだけの規模だから、きっと儲もうかるんだよねえ……」

「目立つのはよくないのではなかったか」

　急に、猫が不ふ機き嫌げんそうに言った。

「吾わが輩はいにはあの男を殺すことを禁じておるのに、自分は好き勝手に出歩きおって」

「こっちだって考え無しに好き勝手やってるわけじゃないさ。あの子から情報を聞き出して、誘拐犯のアジトを絞しぼり込めれば、一気にそこを叩たたけるんだから。誘拐組織を一いち網もう打だ尽じん、なんて、凄く大きな善行じゃないか」

　猫はイライラした様子で、牙きばを剝むき出した。

「そもそも、そこが気に入らぬ。確かに、そなたが疑われ、処しよ刑けいされるような事態は吾輩も避さけたい。だからあの司祭を殺すのも、今はひとまず自重しておるのだ。それなのに、そなたはどうだ？　吾輩と離り縁えんしようと、善行を積むことばかり考えておる」

　悪あく魔まの言い分を、コンスタンティンは鼻で笑う。

「ふん。公平じゃないって言うのなら、僕を騙して指輪をはめさせた君はどうなのさ？　君は僕の事情なんて考えてくれなかった。今ファーザーに手を出さないのだって、僕のためじゃない。それが結果的に君のためになるからだし、そもそも今戦って勝てるわけがないからだ。僕に言うことを聞かせたいのなら、力ずくでやってごらんよ」

「……力を回復した暁あかつきには、その言葉、きっと後こう悔かいさせてやろうぞ」

「こっちはその前に離り婚こんしてやるさ」

　コンスタンティンは上じよう機き嫌げんだった。ウィリアムから聞いた話で、誘ゆう拐かい組織が子どもたちを移しただろうアジトの目星もついた。明日の夜にでも襲しゆう撃げきをかけて、子どもたちを助けてやれば、一気に善行を積める。ウィリアムのおかげというものだ。

　──その時になって、コンスタンティンはあることに気付いた。

「ウィリアム……って、結構組織にとっては致ち命めい的てきな情報持ってた……よね」

　誘拐犯たちが、ウィリアムをこのまま放っておくとは考えにくい。

「口くち封ふうじ──」

　自分の口から出た言葉に驚おどろいて、思わず口を噤つぐむ。口封じだって？　いやいや、まさか。今回は末まつ端たんの監視役が捕つかまっただけだ。今回捕まった連中はウィリアムのことは知らないらしいし、誘拐組織があるとして、ウィリアムにはまだ利用価値はあると見るだろう。

　だが、猫はもっともらしく不安を煽あおった。

「拐かどわかされていた子らは、見知らぬ子に誘われて行った先で悪党に捕まったと証言するやもしれぬな。そしてその『見知らぬ子』の見た目がどの証言でも同じであれば、いくら頭の働きが鈍にぶい人間であろうと、その『見知らぬ子』が拐かしに関かかわっていると見るであろう」

　確かに、そうなればレオンたちはその証言に出てくる子、つまりウィリアムを捜さがすだろう。いや、もう今いま頃ごろは捜していると見ていいはずだ。

　誘拐組織が口封じを考えてもおかしくはない。

　コンスタンティンは立ち上がった。

「……ちょ、ちょっと行ってくる」

「この時間にか？　そろそろ祈いのりの時間だと言っていたではないか」

　猫は楽しげだった。コンスタンティンは彼を睨にらみつける時間も惜おしく、扉とびらに手をかけて口早に言った。

「ファーザーに説明するよ。口封じの可能性を言えば、きっとあの子を捜しに行くのを許してくださる。君はここにいて。いつもまとわりついてたんじゃあ、いい加減怪あやしまれる」

　コンスタンティンは、悪魔が何か反論する前に扉を開けて部屋を出た。




　ユリエルを説得することはできなかった。

　彼は、司祭館の自室にいなかったのだ。

　部屋を覗のぞいた後一度教会に行き、礼拝堂とその奥にある執しつ務む室を見てから、コンスタンティンはユリエルの部屋に戻もどった。外がい套とうがなくなっていた。ユリエルは、どこかに出かけたのだ。

「でも、どこへ……」

　呟くコンスタンティンの足の間から顔を出し、猫が部屋を一いち瞥べつして言った。

「吾輩を捜しに出たのやもしれぬな」

「君を？　あ、そうか、そもそもファーザーは君を追ってこの街に来たってことか」

　その時、外から声と音が聞こえてきた。誰だれかが司祭館の扉を叩き、開けてくれと叫んでいる。コンスタンティンはすぐさま階段を下りて、通りに面した扉を開けた。

　扉を叩いていたのは、ウィリアムだった。ウィリアムは目の端はしに涙なみだを溜ため、今にもそれを零こぼしそうな悲ひ愴そうな顔で叫んだ。

「エドと司祭様が誘拐された！」

　コンスタンティンは口をぽかんと開けた。




　エドは家出少年だったらしい。最初に会った時は随ずい分ぶん綺き麗れいな服を着ていたからカモにしてやろうと思ったんだ、とウィリアムは語った。

　ところがエドがあんまりものを知らないので、ウィリアムは呆あきれて色々と教えてやるようになった。冷たい雨の降る夜でも眠ねむれる塒ねぐらの見つけ方、よそ者をカモにして金を稼かせぐ方法、港で日ひ雇やといの仕事を取る方法……サクスの裏通りで生きていくために必要なコツを幾いくつも教えてやった。エドは良心が邪じや魔まするのかあまり吞のみ込みの早い生徒ではなかったが、二人で一いつ緒しよにいるのは楽しく、ウィリアムもなんだかんだでエドを気に入って行動を共にするようになった。

　その夜も、ここ最近の塒にしている川かわ縁べりの掘ほっ立て小ご屋やで、一緒に眠っていた。

　その小屋に、男たちが忍しのびこんできた。ウィリアムが被害者を引き渡わたしていた『実行犯』の男たちだ。自分を捕まえに来たのだと察したウィリアムは、すぐさまエドと一緒に逃にげようとしたが、すでに退路は塞ふさがれており、仕方なく、ウィリアムは板の陰かげに、エドは毛布の下に隠れた。男たちが小屋を探さぐり、ウィリアムが隠れる板に手をかけた時、エドは自分から毛布をはね除のけて男たちに摑つかみかかり、さらに驚いて顔を出してしまったウィリアムに向かって叫さけんだ。

『エド、逃げろ！』と。

　エドが自分の代わりに捕まるつもりなのだと気付いて、ウィリアムは慌あわてた。

　そこへ、ユリエルが現れたらしい。

　ユリエルはウィリアムを逃がしてくれたが、ユリエル自身は誘拐犯たちに捕まり、エドと一緒に川に浮うかべられていた小こ舟ぶねに押しこめられ、連れて行かれてしまった。

「ファーザーとエドは無事だった？　怪我けがさせられてなかった？」

　話を最後まで聞いたコンスタンティンは、まずそう確かく認にんした。司祭館の居間で、椅い子すに座らされたウィリアムは、少し考えてから、わからない、と言った。

「俺は橋の方まで逃げてたから、よく見えなくて。でも、殴なぐられてた。ぐったりしてたと思う」

　コンスタンティンはちらりと台所に通じる扉を見やった。猫はその扉の陰で腹など舐なめてのんびりしている。この悪魔は、子どもと一緒に誘拐されるような男に力を奪うばわれたというのか。いや、確かに悪あく魔ま祓ばらい師としての力は、腕わん力りよくとか喧けん嘩かの強さとかに関係はしないだろうが……

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　堂々とそう言い放ち、台所から姿を見せたのは、健康的な色合いに焼けた肌はだの少女だ。コンスタンティンが男友達と夜遊びに勤いそしむようになってからは以前のように遊ぶこともなくなったが、教会やコンスタンティンに何かあるといつも真っ先に飛んでくる、彼女の幼おさな馴な染じみだ。船大工の親方の娘むすめで、エリカという。ウィリアムが騒さわぐのを聞いて近所の人間が何人か通りに出てきたのだが、その中の一人が、この辺りの顔役であるエリカの父親にも報しらせたのだ。父親の方は、他ほかの教区民とともにレオンに報せに行ってくれた。エリカは、ウィリアムの面めん倒どうを見るように父親に言われたのだと言って後から司祭館にやってきて、今も残っている。

　エリカは台所から湯気を立てるカップを持ってきて、ウィリアムに渡した。温めたワインだった。ウィリアムは不安そうな目でエリカを見上げる。

「大丈夫って、どうしてだよ。エドも司祭様も、ひどい目に遭あうかもしれないのにさ」

「大丈夫だったら。ちょっとは大人を信しん頼らいしなさい。司祭様がついていらっしゃったんなら、きっとエドって子も無事よ」

　エリカは自信たっぷりにそう言った。エリカはミサには出ていたが、ユリエルとは挨あい拶さつ程度であまり長い会話を交かわした様子はなかった。おそらく、特に根こん拠きよもなく、ウィリアムを安心させるために言っているのだろう。本来ならば、その役はコンスタンティンのものだ。コンスタンティンは、エリカと目が合った時に礼の代わりに軽く頷うなずいた。エリカはそれに気付いて、きらきら輝かがやく黒い目を細めて言った。

「心配するなら、コンスタンティンね！　だって、カッとなると止まらないんだもの。司祭様たちを捜しに飛び出して、どこへ行っちゃうかわからないわ」

「はあ？　んなことないよ……」

　もごもごとコンスタンティンは言ったが、エリカは笑って否定した。

「いーえ。絶対にそう。あの時だってそうだったでしょ？」

「あの時……って」

　エリカはコンスタンティンの鼻先でやおら袖そでをまくり、その肘ひじをコンスタンティンに見せた。白っぽくなった、小さな傷きず痕あとが見える。

「ほら、忘れたの？　私がごろつきに怪我させられて──」

「あ」

　コンスタンティンの頭にまざまざと、その傷から血が流れていた日のことが蘇よみがえる。まだアンガスが生きていた頃ころのことだ。行方ゆくえ不明になったエリカを捜して、製材所に辿たどり着き、そこで乱暴されそうになっていたエリカを見つけ、頭にカッと血が上って──

　彼女を傷つけたごろつきを相手に、大暴れしたのだ。

「ああ……あれか……」

　コンスタンティンは渋じゆう面めんで唸うなる。あの後、結局元げん凶きようとなったごろつきが他の仲間に助けを求め、コンスタンティンはその仲間全員を敵に回し、半年以上に亘わたって追いかけ回されたのだ。

　そんな事情は知らない──というか教えられていない──エリカは目を伏ふせて、呟つぶやいた。

「コンスタンティン、傷だらけで戦ってくれたよね。鼻血出して、あちこち腫はらして、私びっくりして泣いちゃった。ほんと、凄すごく恰好悪かったけど……凄く恰好良かった」

　頰ほおが僅わずかに紅潮している。コンスタンティンは直視しているのが恥はずかしくなって、目を逸そらした。コンスタンティン自身悪ガキではあったが、弱い者いじめをするようなバカは大だい嫌きらいだったし、そこそこ短気でもあったので、それはそれはトラブルを起こし続け、おかげでそこそこ喧嘩の場数も踏ふんできた。エリカの件も、そういうよくある喧嘩の一つとして、きっかけなんか忘れてしまっていた。ちょっと後を引いて、後始末は大変だったが、それだけだ。

　ホットワインを啜すするウィリアムは、何かに勘かんづいた様子で、エリカとコンスタンティンの顔をちらちらと交こう互ごに見ていた。

　その時扉を叩たたく音がした。コンスタンティンが声をかけると、エリカの父であるマスター・ガイが入ってきて、急いだせいかふうふうと荒あらい息を吐はいて言った。

「報せたぞ。サー・レオンはすぐに来てくださるそうだ。夜が明けたら本格的に──エリカ!?」

　ガイは自分の娘を見て目を見開いた。

「おまえ、何故なぜここに!?　家にいろと言っただろうが！」

「あら、父さん。人手が必要と思ったのよ。小さな子だと聞いていたし」

「いいから家に帰るんだ！　こんな遅おそい時間に──」

「こんな時間に一人で家に戻る方が危険よ」

　親子のやりとりに圧あつ倒とうされそうになりながら、コンスタンティンはなんとか口を挟はさんだ。

「待ってください！　マスター・ガイ、エリカがここに来たのは、あなたが指示されたからじゃないんですか？」

「わしはそんなことは言っとらん」

　ガイは今にも爆ばく発はつしそうな赤い顔で言った。エリカは反対に澄すましている。

「私は人の役に立ちたいだけよ。父さんったら何をそんなに怒おこっているの？」

　ガイは口を開きかけたが、コンスタンティンを一瞥し、娘への説教にはここはふさわしくないと思ったのか、彼女の手首を摑むと、乱暴に引っ張った。

「戻るぞ」

「コンスタンティン、またね。手伝いが必要だったら言って」

「エリカ！」

　ガイが不ふ機き嫌げんそうに言い、エリカを引き連れて司祭館を出て行った。

　残されたコンスタンティンは、ウィリアムの視線に気付いて、仏ぶつ頂ちよう面づらで言った。

「なんだよ」

「あのねーちゃん、あんたに惚ほれてるぜ」

　コンスタンティンは、とりあえず少年の頭に十分に加減した拳こぶしを振ふり下ろした。
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　天てん井じようから降ってきた漆しつ喰くいの欠片かけらが、外がい套とうに当たってぱらぱらと音を立てた。

　ユリエルは、明かりの差さない暗い広間に、子どもたちと一緒に押しこめられていた。広間は朽くちた砦とりでの一角にあって、なるほど、このような目的で使うには、ほどよく市からも距きよ離りがあり、雨あめ露つゆを凌しのぐこともできて、上々と見えた。

「……司祭なんか連れてきて、どうするんだ！」

　ユリエルの背後には両開きの大きな木の扉とびらがあり、声はその隙すき間まから聞こえていた。扉には外からかんぬきがされている。外にいるのは見張りの誘ゆう拐かい犯たちだ。広間には十人ほどの子どもたちが集められていたが、すでに多くが泣き疲つかれて眠っていた。

「どうって、仕方ないだろう。邪魔されたんだ。司祭なんてわからなかったんだ、暗かったし！」

「それで暗かったからっててめえはガキに騙だまされたのか。このバカ！」

　会話を聞いていたユリエルの口元に、思わず笑えみが零こぼれる。ウィリアムだと思って連れてきた相手が、実は別人だと気付いた時の彼らの慌あわてぶりを思い出したのだ。ユリエルにもたれかかっていた少年の肩かたも、笑いを堪こらえるように少し力が入っていた。毛布にくるまって黙だまっていたが、彼は他の子たちと違ちがって眠ねむってはいなかった。

「大丈夫ですか？」

　囁ささやくと、エドは目を開け、こくりと一つ頷いた。エドは他の子どもたちと同様、身体からだを拘こう束そくされてはいなかったが、ユリエルは唯ゆい一いつの大人だからか、一応両りよう腕うでを後ろに回されて手首のところで縛しばられ、足首も揃そろえて縛られていた。おかげで少し、身体が痛い。

「身みの代しろ金きんを取ればいい。きっと教会がしこたま払はらってくれるぜ」

　背後の会話は、また少々不ふ穏おんな色を帯びてきた。ユリエルは苦く笑しようする。その提案には、さすがに驚おどろいたような声が反論した。

「おい、マジで言ってんのか？　地じ獄ごくに堕おちるぜ、俺は嫌いやだね」

「はん！　バカかてめえ。てめえなんざとっくに地獄行きだよ。おい、それよりあの司祭の荷物見たか？　売れそうなもんあったぜ、あれを……」

　食料庫に酒でも取りに行ったのか、男たちの足音と笑い声が遠ざかり、聞こえなくなった。

「……行っちゃいましたか？」

　エドが、もぞもぞと身体を動かし、毛布の中から首を伸のばした。ユリエルは頷く。

「行っちゃいました。あなたも、少し眠った方がいいと思いますよ」

「僕は大丈夫です。それより、ウィルを逃にがしてくれてありがとうございます、司祭様。司祭様が一いつ緒しよにいてくださったおかげで、僕も怖こわくありませんでした」

　エドは暗くら闇やみの中で、ユリエルの方を見上げたようだった。おかげで僕も怖くありませんでした？　ユリエルはエドの言葉を頭の中で繰くり返した。エドはユリエルとともに、小こ舟ぶねに乗せられて川を遡さかのぼり、闇やみに紛まぎれて市外に出たところで船から下ろされ、ロバと馬に乗せられてここまで連れて来られた。その時にはすでにこの広間には子どもたちがいて、不安そうにすすり泣いていた。聞き出してみると、子どもたちは【黒い羊シスター・ブラツクシープ】騒そう動どうのあった晩にこの砦に連れて来られ、それ以来押しこめられているらしい。砦は海にも近いから、ここから大陸や他ほかの島に子どもたちを運び出すのだろう。疲れ切り、泣く余よ裕ゆうすらない子たちもいた。

　だが、エドはそのような状じよう況きようを目にしても、涙なみだ一いつ滴てき零こぼさなかった。不安そうに青白い顔をしてはいたが、怖がるそぶりすら見せなかった。普ふ通つう、友人の身代わりで来たとはいえ、もう少し動どう揺ようするとか、泣きじゃくるとかするものではないだろうか。

　ユリエルには、それが自分の『おかげ』だとはとても思えなかった。傍かたわらに人がいることで安心することはできても、大勢の子どもたちが怯おびえ、泣きじゃくる中にあって、エドのような態度を貫つらぬくのは簡単なことではない。

「司祭様」

　不意にエドが、真しん剣けんな声で囁いた。

「ごめんなさい」

　何故、エドが謝るのか。

　ユリエルは、今はそれらの疑問を口にはせず、ただ耳を澄ましていた。扉の外、少々離はなれた場所からは、騒さわぐ男たちの声が聞こえていた。ただの酔よった騒ぎではないのは、小さく、敵てき襲しゆうだ、という声が聞き分けられたのでわかる。

　それが聞こえた瞬しゆん間かん、ユリエルは、手首を捻ひねって袖そで口ぐちからナイフを取り出し、自らを縛いましめる縄なわを切った。ぱさ、と縄の落ちた音を聞いて、エドが不思議そうにそちらを見た。ユリエルは自由になった手で足を縛める縄も切り、ナイフを元通りに袖そでの中にしまった。

　啞あ然ぜんとするエドの前で立ち上がり、ユリエルは彼に言った。

「別に構いませんよ。私も事情があってのことです。ただ、あなたに一つお願いです。扉を開けるので、他の子たちを逃がしておいてくれませんか？」

　起こすのは手伝いますから、と言うと、少年は暗闇の向こうでにっこりと笑ったようだった。




　すらりと伸びた足が、男の顎あごを一いつ蹴しゆうした。一度は広がった修道服が元のように足にまとわりつく。開いた花弁が蕾つぼみに戻もどるように、ふわりと優ゆう雅がに。コンスタンティンはその動きが気に入って、ベールの下でにっと微笑ほほえんだ。実はこの数日、修道服の改良に励はげんでいたのだ。おかげで、さらに動きやすくなった。

　そこはサクス市内から街かい道どうを西に行き、さらに森の中へ踏み込んだ先にある、海岸沿いの古い砦だった。星も月もない暗い夜だったが、砦の中庭には焚たき火があり、コンスタンティンと、彼女がたった今蹴けり倒たおした男の姿を照らしている。地面には、他にも酒しゆ宴えんの途と中ちゆうで襲しゆう撃げきを受け、あっさりと屈くつした男たちがごろごろ転がっていた。中の数名は、まだ酔って寝ねている。

　残る一人を振り返り、コンスタンティンはびしっと指を突つきさし、声を張り上げた。

「さあ！　残ってんのはあんただけよ！」

　じん……と全身が熱く痺しびれるような心ここ地ちよさで満たされた。三日ぶりの大暴れは最高に楽しく、彼女は快感のあまり我を忘れそうだった。

　リーダーらしい男が、焦あせった様子で怒ど鳴なった。

「どうやってここまで来た！　なんだってこの場所が……」

「ふふん！　【黒い羊シスター・ブラツクシープ】はなんだってお見通しよ！」

　コンスタンティンは胸を張ってそう言った。無論、ここに辿たどり着くことができたのはウィリアムの証言のおかげだ。ウィリアムは、酔った誘拐犯がしていた話をコンスタンティンにしてくれた。波の音が聞こえる、古いお城がアジトなのだと。実のところこの辺りに使われていない城などない。だが、それでコンスタンティンにはピンときた。城ではないが、そう呼ぶかもしれないものはあるのだ。

　サクスは、その始まりにおいて、海かい賊ぞくの集落であったという。

　だから、サクスの郊こう外がいには、かつて海賊の砦だったという廃はい墟きよがあるのだ。

　ここならばサクスからは船と馬を使えば暗くなってから出ても十分朝までに往復できるし、海岸に近くいざ船を出す時にも便利だ。

　ところが、レオンが来る直前で、ウィリアムはやっぱり警備隊が怖くなったのか逃げ出してしまった。仕方なしに、コンスタンティンは駆かけつけたレオンに誘拐のことと、理由は伏ふせて心当たりの砦について告げた。そしてレオンが部下を引き連れて出た後は、司祭館で待つふりをして、即そく座ざに自身もサクスを出て砦へ向かったのだ。レオンたちは馬だから、市門から街道に出て、森の中の道を通っていくはずだ。一方コンスタンティンは城外の居酒屋や娼しよう館かんに通う連中がこっそり使っている市し壁へきの抜ぬけ道を使って外に出て、森の中を突っ切った。慣れていなければ森の中で迷子だが、この方が、道を行くよりも、遥はるかに早い。

　そして、誘拐犯どもがどんちゃん騒ぎを繰り広げるこの砦に、警備隊よりも先に着くことができたというわけだった。

「ちくしょう！　威い勢せいがいいのも今だけだ！」

　リーダー格の男はそう言い捨てると、いきなりコンスタンティンに背を向け、中庭の奥にある母おも屋やに飛び込んでいった。母屋は二階建てで、石造りの地下部分の上に、木造で建てられている。コンスタンティンは慌ててそれを追った。頭上で羽ばたきの音をさせ、悪あく魔まが言った。

「子どもを人ひと質じちに取るのだろう。まあ、別段気にする事はないと思うが」

「気にするよっ！」

　今はミミズクに変じた悪魔を睨にらみつける余裕もない。コンスタンティンは石の階段を駆け上り、開け放たれた正面扉の向こうへ飛び込んだ。

　入ってすぐは、広間になっていた。かなり広く、中央には炉ろが切ってある。炉にはしばらく火がつけられた様子はなく、辺りはつんとする臭においと、ゴミと、毛布で満ちていた。その炉の手前で、リーダーが立ちつくしている。

「ど、どういうことだ！　あいつらどこに行きやがった！」

　言葉からすると、人質をここに詰つめ込んでいたのだろう。確かにその痕こん跡せきはある。

　だが、子どもの姿はない。

「もう逃がしました」

　その穏おだやかな声はコンスタンティンのすぐ右手から聞こえた。ハッとして反対側へ跳とび退すさった瞬間、右手の壁かべ際ぎわから飛び出した黒い影かげが、広間に立ちつくす男へ突っ込み、振ふり向いた男のみぞおちに拳こぶしをめり込ませた。

　男は面おも白しろいくらい簡単に仰あお向むけに倒れて、そのまま動かなくなった。

　飛び出した影はその時には外がい套とうを翻ひるがえしてコンスタンティンに向き直っていた。

　その顔が、中庭の焚き火に照らされ、ちらりと見える。

　白に近い金きん髪ぱつが頰ほおにかかる、優やさしい顔立ちの青年。

　すみれ色の目でコンスタンティンを見つめているのは、ファーザー・ユリエルだった。

「あなたが【黒い羊シスター・ブラツクシープ】ですか？」

　ユリエルは、丁てい寧ねいにそう尋たずねた。コンスタンティンは、自分が焚き火を背にして立っていること、黒い修道女姿で、ベールを被かぶり、紗しやで隠かくれた顔はおそらく見分けられないことを心の中で確かく認にんし、こくりと唾つばを飲み込んだ。普ふ段だんとは違う、女の声で答える。

「そうよ。子どもたちはどこ？」

「無事です。先さき程ほど裏手から逃にがしました」

　ユリエルは微笑んでいるようだ。だが、男を昏こん倒とうさせた、今の鮮あざやかな手並みはなんだ。それに、この堂々とした態度は？　捕つかまり、身の危険を感じていたとは思えない態度だ。

　緊きん張ちようし、どうとでも動けるよう身構え、コンスタンティンは彼に尋ねた。

「あなたは、何？」

「何って」

　誰だれじゃないんですか、とおかしそうに呟つぶやき、彼は言った。

「ただの司祭ですよ。僧そう衣いを着てます。ほら」

「じゃあ、どうして、」

　コンスタンティンは、ユリエルの外套から覗のぞくものを視界に収めたまま言った。

「剣けんなんて持ってるの」

　ユリエルは、背後に手を回し、外套の下でベルトの留め具を外し、鞘さやごとその大きな剣を取り出した。僧衣の腰こしにベルトを巻いて、そこから剣を吊つるしていたのだ。革かわの鞘が、焚き火の光を照り返して赤く光った。

　ユリエルは、鞘に収めたままの剣を見て言った。

「これは、先程取り返したのです。食料庫にありました」

　答えになっていない。手て袋ぶくろの時と同じだ、とコンスタンティンは思った。ぼんやりしているのではない。この男は意図的に回答をはぐらかしている。

　ユリエルは剣から目を上げ、彼女を見つめて言った。

「私も尋ねたいことがあります。三日前の夜、あなたとともにいた悪魔はどこですか？」

　どくん、と心臓が鳴った。

　口の中が乾かわいて、舌が顎の裏に張り付きそうだ。コンスタンティンは動どう揺ようを極力表に出さないよう、そして今は姿が見えないあの悪魔を目で捜さがしてしまわないよう意識して、口を開いた。

「なんのこと？」

　ユリエルは、ちょっと残念そうな顔をして、剣を右手に持ち替かえた。

「では二つめの問いです。あなたは人ですか、悪魔ですか？　あなたが人ならば、これは抜きません。これは人に振るうべきものではないからです。でも、もしも人ではないのなら」

　コンスタンティンは足をざっと前後に開いて腰を落とした。どくん、どくん、と鼓こ動どうが速まる。昔から、拳での喧けん嘩かには慣れていた。傭よう兵へいと知り合い、喧嘩の仕方もちょっとしたコツも教わった。悪魔の力を得た今は身体からだが面白いように動く。少々頭を使って多勢に無勢となる状じよう況きようを避さければ、腕わん力りよくと敏びん捷しよう性で押し切り、隙すきをついて武器を奪うばうことすらできた。だがそれは女と見れば侮あなどり、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】と聞けば動揺するような手合いを相手にした時の話だ。訓練された騎き士しや、戦いに慣れた傭兵と本気で拳を交えた経験は、彼女にはない。

　ユリエルは落ち着き払はらっており、到とう底てい彼女を侮ったりする人間には見えない。圧あつ倒とう的てきに弱い立場の者を襲おそうことに慣れた野や盗とうの類たぐいとは違ちがう。彼の落ち着きは、おそらく長年の訓練と、抵てい抗こうする力を持つ相手との実戦で培つちかわれたものだ。

「もう一度確認します。あの悪魔は？」

　二度目の問いを受け、コンスタンティンは、腹を決めて微笑ほほえんだ。

「困ったわね」

「はい？」

「子どもたちを逃がしちゃったなんて。観みてくれるお客さんがいないんじゃあ、あなたをぶちのめしてもつまらないわ」

　くすりと微笑むユリエルの左の手元が一いつ瞬しゆん動いた。礫つぶてを投げたのだ。コンスタンティンは正確に目を狙ねらうそれを首を動かすことで紙かみ一ひと重えで避けたが、その一瞬に距きよ離りを詰められる。鞘入りの剣が弧こを描えがいて迫せまる。その軌き道どうから逃のがれるように、彼女は右手へ跳ぶ。だが軌道の外には出られずに、鞘の先せん端たんが脇わき腹ばらを叩たたく。吹ふき飛ばされた身体は右手の壁かべに勢いよくぶつかった。衝しよう撃げきのあまり床ゆかに崩くずれ落ちそうになる彼女の顎あごの下に、鞘があてがわれる。ユリエルは鞘の先と柄つかを持ち、彼女の首に剣を押しつけた。

「っ、く」

　首が鞘と壁に挟はさまれる。コンスタンティンは空気を求めてもがき、鞘に手をかけた。隙すき間まを作ってなんとか息を吸う。ユリエルは身体を密着させて体重をかけ、彼女の身動きを封ふうじていた。膝ひざまでしっかりと押さえ込まれ、彼女は相手の腹を蹴ることすらできない。

　そうしておいて、彼は至し近きん距きよ離りから彼女を見下ろし、囁ささやくように言った。

「あなたが悪魔といるのを見ました。三日前のことです。あなたのそばにいた悪魔は、私が追っている悪魔なのです。あなたが【黒い羊シスター・ブラツクシープ】と呼ばれる存在であること、あなたが次は誘ゆう拐かい組織を叩くつもりだという話を聞きました。だから待っていたのです」

「ま、って……？」

　コンスタンティンは事態を察して問いを吞のみ込んだ。待っていた。彼は、わざと捕まったのだ。この剣を持って。ウィリアムが口くち封ふうじのため誘拐犯たちに狙われることも読んでいたのだろう。そうなれば騒さわぎを聞きつけた【黒い羊ブラツクシープ】が現れるかもしれない。それが何日後になるかもわからないのに、彼はウィリアムを見張っていた。
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　だが、ウィリアムが襲われても【黒い羊ブラツクシープ】は現れず、エドが連れ去られそうになった。

　だから、ユリエルは、おとなしく捕まって、ここで待っていたのだ。やがて現れる【黒い羊ブラツクシープ】から話を聞き出すために。本当に【黒い羊ブラツクシープ】が来るかもわからないのに。いつ来るかもわからないのに。その前に誘拐犯が船を出したらどうするつもりだったのだ？　いや、それはさすがに子どもたちを解放して【黒い羊ブラツクシープ】を諦あきらめるのかもしれないが。なんてやり方だろう。だが、それ以外に、ここまで戦える彼が、誘拐犯にあっさり捕まった理由がない！

　ユリエルは、力を緩ゆるめず、淡たん々たんと語った。

「こうしたのも、あなたにあの悪あく魔まのことをお聞きしたいからです。もしかしたら、あの悪魔も一いつ緒しよかとも思いました。それとも一緒なのですか？　どこかに、いるのですか？」

「これで、あたしを……組み伏ふせた、つもり？」

「……その細ほそ腕うででは、」

　抵抗はできないでしょう、とでも言おうとしたのだろう。だが彼は口を噤つぐんだ。コンスタンティンが腕うでに力を込めたからだ。両手で鞘さやを摑つかみ、押し返す。完全に押し切られる前にユリエルは諦めて後方へ下がろうとしたが、コンスタンティンは鞘を放さず、逆に振ふり回して、ユリエルを壁に叩き付けた。

「っ！」

　ユリエルの顔面目がけて、拳こぶしを突つき出す。

　それは首を捻ひねって避けられ、拳は壁に手首までめり込み、漆しつ喰くいが奥の木材ごと陥かん没ぼつした。それを目にしたユリエルは、なるほど、と無感動に呟つぶやいた。

「こちらでお相手した方が良いようですね」

　抜ぬいた瞬しゆん間かんは見えなかった。

　風の動きだけを感じて、コンスタンティンは後方へ大きく跳とんだ。ユリエルの手にはすでに鞘から抜かれた剣けんが握にぎられていた。悪魔の仲間とでも認にん識しきされたらしい。ムッとするが、まあ、この力を目まの当たりにすれば、普ふ通つうそう考えるかもしれない。

　ユリエルが距離を詰つめてくる。鋭するどい刃やいばにコンスタンティンの足が竦すくむ。避けるか、受けるか、それとも剣を叩き落とすか？　一瞬の迷いが致ち命めい的てきな隙を生み、そして──

　ユリエルの頭上に、小さな生き物が降ってきた。

「!?」

　ユリエルはつんのめって立ち止まる。彼も驚おどろいていたが、コンスタンティンも驚いていた。ユリエルの頭に突とつ撃げきし、今も目を狙い、その周囲を羽ばたいているのは、ミミズクだ。

「行け」

　ミミズクが、コンスタンティンに向かってそう言い、自らもユリエルの剣を逃れ、コンスタンティンを先導するように頭上を飛んでいった。コンスタンティンはユリエルの額から流れる血を見て一瞬ぎょっとするものの、それどころではなく、すぐにミミズクを追って駆かけ出した。




　ユリエルがいる方を避さけ、コンスタンティンは正面扉とびらではなく、奥にある裏口から部屋の外に飛び出した。子どもたちが逃にげたというその裏口は、かつては台所だったのだろう棟むねに続いており、台所を抜けると裏庭に出た。考える暇ひまはあまりない。コンスタンティンは、最初に目についた、石を積んだ塀へいの亀き裂れつに駆け寄った。一度森の中へ逃げ込めば、ユリエル一人、どうとでも撒まける。そう思ったのだ。

　ところが、亀裂を越こえようとした彼女は、びくりと震ふるえてその場に立ちつくした。

　亀裂の先は、奈な落らくだった。

　ざざん、ざざん、という潮しお騒さいの音が、正面と左右から押し寄せてくる。砦とりでは海岸沿いに建てられ、こちら側の塀は、海に面していたのだ。ただし海面はかなり下で、そこに至るまでの道のりは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。人が下りられるとは思えない。

　ただひたすらに暗く、岩がん礁しようと区別もつかない黒い海を見下ろし、コンスタンティンはごくりと唾つばを飲み込んだ。

「あなたは……いったい何者なのですか」

　声を聞き、身構えて振り返った時には、ユリエルがすぐそばに迫せまっていた。彼の右手が、逃のがれようとするコンスタンティンの手首を摑む。もう一方の手がベールにかかる。ぞっとして、コンスタンティンはもがいた。彼の肩かたを摑み、押しのける。

　その瞬間、あ、と声が出た。

　もみ合ううちに、ユリエルが海岸側に移っていたのだ。当然彼は足場のない虚こ空くうへ放ほうり出され、互たがいに手を離はなさなかったものだから、コンスタンティンも引っ張られて宙を舞まった。雲が切れ、さっと差し込んだ月光に、ユリエルの顔が映し出された。彼もちょっと、ぽかんとした顔をしていた。

　まずい。

　そう思った時には、海は彼女たちを吞み込んでいた。強い衝しよう撃げきが全身を打つ。上下がわからず焦あせるコンスタンティンの目が、今し方出たばかりの月の光を捉とらえる。ハッとして水を搔かいた時、手首を摑まれ一気に引き上げられた。

　頭が、空中に出る。

「ぶはっ」

　水を吐はいて息を吸う。咳せき込みながら塩しお辛からい水を払はらい除のけて目を細め、自分を引き上げた相手を見た。ユリエルは、荒あらい息を吐いてそばの岩礁にしがみつき、まだコンスタンティンの手首を摑んでいた。白っぽい金きん髪ぱつが、濡ぬれて額や頰ほおやちらりと覗のぞく首筋に張り付いている。まとわりつく僧そう衣いは黒く、ぬらぬらと輝かがやき、重そうだ。月光に淡あわく照らされる彼の顔が、いつもよりも白く見え、手首を摑むその手が微かすかに震えているように感じられ、コンスタンティンは不安になる。どこか、打ったのか？　たとえば、そう、この岩礁に打ち付けられたとしたら。

　だが、彼は何度も咳き込み、荒い呼吸を繰くり返しながらも、くすりと微笑ほほえんだ。

「捕つかまえました」

　すみれ色の瞳ひとみには、ぽかんと口を開ける彼女の姿が映っていたことだろう。

　……捕まえられました。

　思わずそう答えそうになった。いやいや、捕まるわけにはいかない。逃げなければ。落下の衝撃が残っているのか、拘こう束そくする力はひどく弱い。振り払い、海岸沿いに泳げば、逃げ切れるかもしれない。胸が膨ふくらむ年には海や川で遊ぶのを避けるようになっていたから、実のところ泳ぎは久しぶりだが、まあ動き出せば身体からだが思い出してくれるだろう。

　だが、逃げたとして、彼は、本当に、大だい丈じよう夫ぶなのか？

　戸と惑まどうその一いつ瞬しゆんに、黒い影かげが飛ひ翔しようし、ユリエルの手を引っ搔いた。元からあまり力が入っていなかったその手は、あっさりとコンスタンティンの手首を離れた。いや、それどころではなく、岩礁にしがみついていたはずのもう一方の手も、ずるりと岩いわ肌はだを滑すべって海に落ちた。ちょうど波が岩を打ち、ユリエルの身体を引き剝はがし──迷う暇はなかった。コンスタンティンは波に流されそうになったユリエルを抱だき留とめると、左ひだり腕うでを相手の脇わきの下から入れて身体を支え、彼の顔を水の上に出してやり、右みぎ腕うでを水に差し入れて泳ぎ始めた。

　ミミズクはしばらく文句を言っていたが、ユリエルの方は、すでに意識がないのか、抵てい抗こうの気力もないのか、ただぐったりと、コンスタンティンに引きずられていった。
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『捕まえました』

　そう言われた女は、その口をぽかんと開けた。

　濡れた唇くちびるが月の光を反射して、それなのに妖よう艶えんな感じはしなかった。考えていたよりも幼いのかもしれない。見えたのは一瞬、それも口元だけだったのに、そんなふうに思えた。むしろ、可愛かわいらしい。

　冷たい水を被かぶって意識が途と切ぎれ、気が付いた時には、すべては終わっていた。

　ユリエルは砦の焚たき火のそばに寝ねかされており、駆けつけた警備隊の声が遠くに聞こえていた。ああ、逃げられたな、という事実確認をひっそりとして、彼は深く息を吸った。口の中が塩辛くて、むせる。

　逃げられた。

　そして、助けられたのか。

　悪あく魔まに司祭たる彼を生かしておく理由はない。ならば、彼女は──

　彼は痛む腕を動かして腰こしの剣帯に触ふれた。剣はしっかりと鞘に収まり、そこにあった。

「また、次の機会に──」

　ふっと軽く息を吐いて、彼はまた目を閉じた。







[image: ]




　身体が重い。

　コンスタンティンはのろのろと祭服に着き替がえていた。聖具室は薄うす暗ぐらく、この季節でも少々肌はだ寒ざむい。部屋の隅すみに置かれた櫃ひつから、ストラと呼ばれる肩にかける帯を取り出そうとして、櫃の上に腰こし掛かけている少年に気付く。なんだか声をかけるのも面めん倒どうで、そのまま蓋ふたを開けようとした。さすがに少年が慌あわてて飛び降りる。

「なんだよ！　あぶねえなあ」

　くしゃくしゃの金髪頭を眺ながめ、コンスタンティンはその頭にぽんぽんと手を置いた。ウィリアムは、頭の上の手を払い除けて怒ど鳴なった。

「声くらいかけろって！」

「ふあ」

　コンスタンティンはあくびをかみ殺し、櫃の蓋を開けた。砦での戦いから丸一日以上経たっていたが、仕事がある昼間に寝るわけにもいかないので、まだ睡すい眠みん不ぶ足そくだった。

　ろくな返事もしないコンスタンティンを見て、ウィリアムは呆あきれ顔で部屋を出ようとした。

「ウィル。行くな」

「大して手伝うこともねーだろ」

　ウィリアムはコンスタンティンにミサの準備を手伝えと言われて聖具室に呼び出されたのだ。コンスタンティンはアルバという白い祭服の上からストラをかけ、それを助祭の印であるたすきがけにしながら言った。

「また逃げるのかい」

「な、なんだよ」

「あの時もサー・レオンが来る前に逃げるし」

「だ、だってしょうがねえだろ！　俺そいつのこと知らねえし、信用できねえもん……」

　砦での戦いから一夜明けると、ウィリアムはまたふらりと司祭館に戻もどってきた。以来、『教会は聖域なんだから俺を庇かばえよ』と言い張ってここに居座っている。まあ、まだ誘ゆう拐かい犯の残党がいるかもしれない現状では彼を放っておくのは危険なので、仕方なく置いているのだが……

「サー・レオンは君がここにいるって勘かんづいているよ」

「な！　俺のことちくったのかよ！」

「エドとファーザーが誘拐されたことを伝えた時に勘づかれたんだよ。砦のことも教えたからね。その時、別れ際ぎわに言われたんだ。金髪の、十歳くらいの男の子を捜さがしてるって。被ひ害がい者しやのうち何人かが、その子に誘さそわれて遊んでいるうちに連れ去られたって証言してるって」

「う……」

　それでもレオンが一いつ旦たん手出しを控ひかえたのは、子どもたちの捜そう索さくを優先させたからだ。そしてコンスタンティンが砦とりでの中庭で気絶させた誘拐犯たちを縛しばりあげているまさにその時、砦に乗り込んできたのだ。コンスタンティンはなんとか包囲を破って夜明け前に司祭館に辿たどり着いた。それが昨日の話だ。

「レオンは君に会いに来るよ、今日か明日かはわからないけど。犯人たちは捕まって、子どもたちも解放された。それなら、裁判の前に、君の証言を聞きに来るだろうね」

「告げ口みたいな真似まね、俺はしないからな」

「君が相手にしてるのは」

　コンスタンティンは、櫃から取り出した紐ひもを腰に巻きながら言った。

「同年代の友だちじゃない。君を使って、悪いことして稼かせいでたやつらだ。あいつらは君のことなんかなんとも思ってない。実際、君を誘拐しようとしたじゃないか。エドが庇ってくれなかったら、君はアジトで殺されてたかもしれないんだ」

「そりゃ……」

　黙だまり込んだウィリアムに、コンスタンティンは厳しい口調で言った。

「君は最初、この教会に赦ゆるしをもらいに来ただろ。そのためには償つぐないが必要なんだよ」

　ウィリアムは不服そうな目つきでコンスタンティンを見上げた。

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】は、言ったんだ。俺が知っていることを言えば、自分が犯人を捕まえるって。俺はもう【黒い羊シスター・ブラツクシープ】に協力したんだ。それなら、もう俺は赦されてるってことだろ」

　コンスタンティンは啞あ然ぜんとして、ウィリアムを見つめた。

「おい、ウィル。君がやったことは、飢うえてどうしようもなくパンを盗ぬすんだのとは違ちがうんだぞ。他人を大きな不幸に落とす行いなんだ。【黒い羊シスター・ブラツクシープ】から許されたらそれでいいのか？　他ほかの人には？　君が誘拐の片棒を担かついで、怖こわい思いをさせた子たちには？　その子の親たちには、なんて言うんだ？　悪いと思わないのか？」

「……別に、他人に許して欲しいとか、思ってない」

「あのなあ」

　コンスタンティンはウィリアムの鼻先を指で弾はじいた。

「そんなことばっかり言ってると、僕みたいな大人になるぞ！」

「な、なんだよ、そりゃ……」

「いいから聞くんだ！」

　左右から頰ほおを挟はさんでそう怒鳴ると、ウィリアムは黙り込んだ。

「僕はね、この教会で育てられたんだ。先々代の司祭様にね。司祭様には凄すごい迷めい惑わくばっかりかけてた。喧けん嘩かもしたし、悪いこともした。どんなに司祭様から[image: ]しかられても、なかなか懲こりなかった。でも、ある日司祭様は倒たおれて、そのまま亡なくなってしまった。春にしては冷え込む日で、本当に急で、僕は司祭様にどんな償いもできないままだった。凄く後こう悔かいしたよ」

　アンガスが倒れる前の一年、彼女は今より遥はるかに荒あれていた。自分を偽いつわり男として生きても悪魔を避さけられるとは思えず、そう育てたアンガスを恨うらむことすらあった。アンガスの死後、コンスタンティンは無む茶ちやな喧嘩をしなくなった。悪さもやめ、昼間は彼女なりに教会のために働くようになった。それで償いになるとは思わなかったが、悪魔の迎むかえまでの一年を、せめて悔くいがないように生きたかった。……まあ、相変わらず夜遊びは続けていたから、結局自分は今も昔もやりたいことをやってきただけだとは思うが。

　ウィリアムは、気け圧おされながらも口を尖とがらせて言った。

「…………だ、だからなんだよ」

「償いの機会は、いつでも与あたえられるものじゃないし、何度でも与えられるものでもないんだ」

　ウィリアムはうろたえた様子で、視線を逸そらそうとした。その頰を両手で挟み込んだまま、コンスタンティンは言った。

「聞くんだ、ウィリアム。君ならわかるはずだ。君にはエドがいるだろ。エドに恥はずかしくないのか？　君自身のために、よく考えるんだ。この機会を逃のがしちゃいけない」

「あ……あんたに何がわかるってんだ！」

　ウィリアムはコンスタンティンの手を振ふり払はらった。

「俺は生きていくためにやったんだ。それまでどんくらいしんどい生活だったかあんたは知らないだろう？　市の開かれる夏まで頑がん張ばれば仕事も増えるしなんとかなった。でもそこまでもう頑張れないって思ったんだ。その時あいつらは声をかけてきた。あのまま死ねば良かったって言うのか？　俺に死ねって言うのか？」

「エドはしなかっただろう」

　ウィリアムは言葉を失った。呆ぼう然ぜんとして、反論しようと言葉を探し、うまく言えずに顔を歪ゆがめていた。コンスタンティンはその頭に手を置いて、ぽんぽんと軽く叩たたいた。

「そして、前の君もしなかった。ずっと一人で、頑張ってきたんだろ？」

　ウィリアムの目が、ハッと大きく見開かれた。見る間にその表面に涙なみだの膜まくが現れる。彼は不意に俯うつむき、唇くちびるを嚙かみ、身体からだの横に垂らした拳こぶしを震ふるえさせた。

「……もういやだったんだ」

　絞しぼり出すような声が聞こえてきた。

「教会の炊たき出しに並んだり、縄なわ張ばり争あらそいで追い出されたりなんて、うんざりだ。屋台から飯盗んで殴なぐられて……そんなのより、あいつら手伝ったら、ずっと楽に稼げたし、殴られることもなくなった。あいつらは優やさしかったし、俺のこと一人前みたいに扱あつかった……悪いことだって知ってるよ、でもだからってなんだよ、別に……俺は……」

　汚よごれた頰を涙が零こぼれていく。見られたくないのか、彼は握にぎりしめた拳で顔を擦こすって隠かくした。

「やっぱりいやだよ。一人じゃ怖いんだ。一人じゃいやだ、行きたくない」

「僕も一いつ緒しよに行くよ」

　くしゃくしゃのウィリアムの髪かみをさらにくしゃくしゃにして、コンスタンティンは言った。

「君がサー・レオンと話す間、ずっとそばにいる。そのあと君が拘こう束そくされるなら、やっぱりそばにいる。ちょっとお仕事サボることになるけど、たぶん、司祭様も許してくれるよ」

　彼ならば、私も行きます、とでも言うかもしれない。ユリエルの顔を思い浮うかべて彼女は微笑ほほえんだ。

「警備隊に悪いやつらがいても、誘拐犯の残党が君を狙ねらってきても、僕が君を守るよ」

　ウィリアムは顔を拳でごしごしとこすり続け、うんともいやだとも言わずに、固く歯を食いしばっていた。やがて拳では間に合わなくなったのか、コンスタンティンの胸に顔を埋うずめてこすりつけた。真っ白な祭服は汚れしわくちゃになったが、コンスタンティンは笑ってウィリアムの頭を撫なでた。ウィリアムは照れ臭くさそうに目を上げた。

「でもよ、俺ほんとに大したこと知らないぞ」

「それはサー・レオンに話してみないとわからないよ。僕らが持ってない情報を彼は持ってるんだし。たとえば、君は、君に仕事を持ってきた人間が指示を受けてるところとか、見た？」

　ウィリアムは首を横に振った。

「いや。でも、一度すげえ屋や敷しきに遣つかいに行ったことがあって、その時ちらっと話を聞いたことはある。でかい屋敷で、いろんな人間がばたばた働いているんだ。その時部屋の一つから声が聞こえた。俺に仕事持ってくるやつが、誰だれかと話してたんだ。妙みように丁てい寧ねいなしゃべり方をしてたから覗のぞいてみようとしたら、見つかってつまみ出されちまった」

「なんて話してたんだ？」

「うーん……出航準備がどうとか……ああ、屋敷が一番安全だから、あれは動かさないとか」

「？　安全って何にとって？　あれって何？」

「そう言ってたんだ。何のことかはわからねえ」

　まあ、詳くわしいことはレオンに話せばいいだろう。これで残党も捕つかまり、事件も解決に至るはずだ。コンスタンティンはホッとして、ウィリアムの頰を緩ゆるく摘つまんだ。ウィリアムはさすがに嫌いやそうにその手を振り払う。

「あのさー。にーちゃん、その、ガキみたいにべたべた触さわってくるのどうにかなんねーの。ほんと、にーちゃんみてえな大人にはなりたくねえよ」

　コンスタンティンはぷっと噴ふき出した。

「なんだい、それ。可愛かわいいねえ、ウィルは」

「な、なんだよ！　だいたい、その、あんた育てた司祭だってな、別に、きっと……」

「ん？」

「わかってたんじゃねえの、きっと。あんたが、反省するってこと。だから、気にすんなよ」

　おや。慰なぐさめようとしてくれているのか。コンスタンティンはついさっき振り払われたことも忘れて、またウィリアムの頭を撫でて、再度彼に怒おこられた。それでも笑えみが零れる。

「そうかもね。ありがとう、ウィル」

　その時廊ろう下かから聖具室の方へ足音が近づき、扉とびらが開いた。ウィリアムはびっくりした顔を扉の方に向け、すぐにまだ頰が濡ぬれていることを思い出し、コンスタンティンの後ろに隠れた。入ってきたエドは不思議そうな顔をした。昨日はさすがに疲つかれた様子だったが、一夜明けて体調は回復し、顔色も良くなっていた。

　エドは他の子どもたちと一緒にレオンに保護されて市内に戻もどったのだが、ウィリアムが身の危険を避けるために司祭館に居座ることになった際、ウィリアムのことが心配だからそばにいさせてくれと頼たのんできたのだ。ウィリアムの頑かたくなな態度が変わるかも知れないと考え、ユリエルも彼が一緒にいることを承知した。

「ウィル？　どうかしたの？」

「な、なんでもねーからな！」

　ウィリアムは覗き込んでくるエドを避け、コンスタンティンをエドの前に押し出した。エドはウィリアムを追いかけて、コンスタンティンの周りを二人でぐるぐる回り始める。

「こら、あんまり暴れるなよ……って、そういえばファーザーは？」

　そろそろミサの時間だ。エドはウィリアムを追いかける足を止めて答えた。

「司祭館にいらっしゃいました。すぐに行くっておっしゃってましたよ」

　その時、背後でがしゃんっ、というかなり大きな音がした。振り返ると、ウィリアムがバツの悪そうな顔をして香こう炉ろを抱かかえている。

「ちょ……何してんだ、こらっ！」

　どうやら、動き回るうちに棚たなにぶつかって香炉を落としたらしい。コンスタンティンは香炉を取り上げると二人の背後に回って背中を押し、部屋から追い出した。

「ほら！　もう、ミサではおとなしくしててくれよ？」

　二人を廊下に出し、扉を閉めようとした時、礼拝堂に通じる扉を開けて、廊下へ出てきた人物がいた。信徒の中年男性だ。彼を見た途と端たん、コンスタンティンは叫さけんだ。

「マスター・ランドルフ！」

　彼は名を呼ばれて、不快そうに眉まゆをひそめ、慇いん懃ぎんな態度で彼女に挨あい拶さつをした。派手さはないが上等の服と靴くつを身に着けた彼は、倉庫主にして故買屋のランドルフ──ユリエルを騙だまして土地を奪うばい取ろうとした、あのランドルフだ！　コンスタンティンの頭の中を、途端に現実的な問題が占しめる。結局なんだかんだと忙いそがしくて、今日までランドルフに土地の話を確かく認にんすることができなかった。そして日曜日の今日は、まさしく土地の契けい約やく書しよがかわされる約束の日なのだ。

　コンスタンティンは、やってきたランドルフの腕うでを摑つかんで叫んだ。

「ちょっと、マスター・ランドルフ、あれはないでしょう！　何も知らないファーザーを騙くらかして！」

「人聞きの悪いことを。騙してなどおらんよ、コンスタンティン助祭。で？　司祭様はどちらかな。ミサの後の打ち合わせのことで話がある」

「そのことなら、ファーザーを説得して、きっと──」

「土地は戻ってくるのだから、もう良いだろうが」

　コンスタンティンは目を見開いた。

「戻ってくる？　あなたが本気で戻すつもりだと、僕が信じるって思ってるんですか？」

「……まあ、確かにあんたとは色々あったが」

　先々代の司祭が亡なくなって以来、ランドルフと攻こう防ぼうを繰くり広げてきたのはコンスタンティンだ。それでも、ランドルフはもう一度、はっきりと言った。

「妻の名義で寄進し直す。司祭様にそう申し上げたはずだ」

「何故なぜ、奥様の名義でなら寄進してくださるのかわかりかねます」

「妻は……」

　ランドルフは一いつ瞬しゆん言いよどんだが、咳せき払ばらいをして、もう一度口を開いた。

「つまり、あの土地は元々妻の嫁か資しなのだ」

　嫁資というのは、女性が結けつ婚こん時に実家から贈ぞう与よされる分の資産だ。

　そういえばそうだった気もする。ランドルフの妻は早くに亡くなり、その土地は彼のもの、いや、実質的には当時まだ存命だった彼の父のものとなって、それから……

「……あれ？　じゃあ、なんで叔母おばさんの土地として寄進されてるんですか？」

「色々あったのだ」

　その一言でランドルフは済ました。

　コンスタンティンは記き憶おくの糸をたぐった。確かに、ランドルフの家の親族関係は色々ごちゃごちゃしていた気がする。遺産相続のごたごたもあったはずだ。そのごたごたで、妻の嫁資が何故か叔母の取り分にされてしまったのか？　叔母というのはコンスタンティンも生前会ったことがあるが、かなりがめつい人で、土地を教会に寄進したのもこの甥おいに財産を残すのがいやだったから、という噂うわさがある……が……

「もしかして、マスター・ランドルフが土地に執しゆう着ちやくしたのは、単に叔母さんに奪われた奥さんの土地を取り戻したかったからっていう……え？　ほんとに？」

「司祭様がいらっしゃらないのならわしはもう行こう。ミサの前に済ましたい商談があってな」

「いや、ちょっと待ってくださいって、マスター・ランドルフ！」

　そそくさと逃にげようとするランドルフの腕を摑み、コンスタンティンは引き留めた。ランドルフが嫌そうに彼女を見やる。

「これ以上わしの口から言わせる気か」

「そんな照れなくてもいいじゃないですか。でも奥さんの土地を手に入れたのに寄進し直すのはどうしてなんですか？」

「司祭様に訊きけ」

　ランドルフはコンスタンティンの手を振ふり払はらった。

「そもそも、どうして司祭様から聞いていないのだ。司祭様なのだぞ、この契けい約やくをコンスタンティン助祭の立ち会いの下に行いたいと言ったのは」

「いや、ファーザーもばたばたしていて、訊く機会を逸いつして……え？　僕の立ち会い？」

「この教会を守ってきたのはコンスタンティン助祭だから、彼がいなければ契約はできないとおっしゃったんだ」

　コンスタンティンは言葉を失った。

　あんまり長いこと黙だまっているので、ランドルフの方が不ふ審しんに思って声をかけてきた。

「……コンスタンティン助祭？」

「僕が、守って、きたって、おっしゃったんですか？」

「ああ、そうだ。では、わしはこれで。ファーザーを見かけたら声を掛かけておいてくれ。わしが打ち合わせの時間について話したがっていると」

　ランドルフはそう言うと身を翻ひるがえして廊下を礼拝堂の方へ戻ろうとした。

　ちょうど、その礼拝堂に通じる扉を開けて、ユリエルが入ってきたところだった。

　ユリエルはランドルフを見て挨拶をし、ランドルフもちょうど良かったと喜んだ。二三のことについて話すと、ランドルフはまたミサの後で、と言って礼拝堂へ出て行った。

　その間、コンスタンティンは呆ぼう然ぜんとユリエルを見つめていた。

　ランドルフを送り出し、礼拝堂に通じる扉を閉めたユリエルは、視線に気付いて、不思議そうに彼女を見つめ返した。

「どうしました？」

　二日前、コンスタンティンは彼を岸まで引っ張り上げた。どこか痛めているかもしれないとは思ったが、手当てをする前にレオンがやってきてしまったので、確認はできなかった。彼はその後レオンに保護されて街まで戻ってきたが、戻ってきた時には意識もはっきりしていて、昨日も午前中ちょっと寝ねただけですぐに今日のミサのための説教の準備など始めてしまった。

　今も、平気そうにしている。あの夜のようには震ふるえていない。

　それでも、顔色が悪かった。唇くちびるの色が抜ぬけて、頰ほおにも赤みがない。窶やつれたようにすら見える。

「具合は」

　廊ろう下かに響ひびく自分の声が妙みようにしわがれて聞こえる。コンスタンティンは一度唾つばで口の中を湿しめらせてから、もう一度口を開いた。

「具合はいかがですか？　ファーザーは大変な目に遭あわれたのですから、もう少しお身体からだを労いたわってください。そんなに朝からばたばた働かれたら、僕の仕事がなくなってしまいます」

　あれ？　とコンスタンティンは思った。自分が言いたかったのはこんなことだったろうか。こんな、どうでもいいお小言だったろうか。だが、ユリエルは、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。でも、心配してくださってありがとうございます」

「いえ……」

　言葉が続かない。

　ユリエルは話は終わったものと見て、聖具室に入り、櫃ひつの中から司祭用の祭服を取り出し始めた。にこにことしていて、何が嬉しいのかわからないが、嬉しそうだ。こうしていると、二日前のユリエルはいったいなんだったのだろうかと思う。べらぼうに強く、何より容よう赦しやがなかった。コンスタンティンを侮あなどることもなく、いきなり喉のどを潰つぶしにかかった。思い出しても寒気がする。そのくせ、海に落ちて意識を失う寸前だったというのに、あんなふうに微笑んで──

　そして、コンスタンティンがいなければ、契約をしないと言い切った。

「ファーザー。教えてください」

　はい、と答えてユリエルは祭服を手に彼女を振り返った。コンスタンティンはその時にはユリエルに続いて聖具室に入り、彼のすぐそばに立っていた。

「マスター・ランドルフの土地のことです。奥様の嫁資だったということですが、どうしてファーザーはそれをご存じだったのですか？　どうして、マスター・ランドルフが、奥様の土地を返してもらいたがっているだけだと気付いたんですか？」

　ユリエルはきょとんとした表情を浮うかべて答えた。

「マスター・ランドルフとは前にも土地を巡めぐって争いがあったと伺うかがっていたので、念のためこちらに着いてすぐにその時の裁判記録を確認しました。そこに、元々は奥様の嫁資だって書いてあったんです。それに、叔母おば上うえが寄進されたものは他ほかにもありましたが、マスター・ランドルフがこだわっておいでだったのはあの土地だけでしたので、何か特別な理由があってのことと思いました。そこで、相続のごたごたで奥様の嫁資であった土地が叔母上のものになってしまったことが無念だったのではないか、と思い、そのようにお尋たずねしたところ、おおよそのところは肯こう定ていしてくださいました」

　肯定……そう、そんなことを指し摘てきされて肯定するランドルフを、コンスタンティンも見てみたかった。あのがめつい男が、亡き妻のために土地を取り戻もどしたいのだと、今まで一言も言ってこなかった男が、そう指摘され、泡あわを食い、それでも渋しぶ々しぶ肯定するところを。

　コンスタンティンが気付けなかった、いや、気付こうともしなかった事実に、ユリエルは気付いたのだ。たった一日で。

「……でも、あのマスター・ランドルフが土地を寄進し直すなんて話に、どうしてなったんですか？　あの人が、教会のためにそんなことをするなんて」

「土地を取り返そうと思うくらい奥様を大事にされていたのなら、奥様の想おもいも大事にされるのではないでしょうか」

「想い……？」

「奥様のお名前は、聖人像の裏に寄進者として刻んでありましたし、鎮ちん魂こんの祈いのりを捧ささげる名めい簿ぼの中にもありました。熱心な篤とく志し家かだったのでしょう。マスター・ランドルフには、あの土地はこの教会の重要な収入源であることをお伝えし、その収入源を失い、教会が困こん窮きゆうすることを、奥様がお望みかどうか、とお尋ねしました。マスター・ランドルフは、土地を寄進し直すとおっしゃってくださいました」

　コンスタンティンは俯うつむいた。これは、ユリエルよりずっと前からランドルフに関かかわってきた人間として、少々落ち込む。おまけに、ユリエルは彼女のことまで考えていたのだ。




『この教会を守ってきたのはコンスタンティン助祭だから、彼がいなければ契約はできないとおっしゃったんだ』




　ごりごりと頭を搔かいて、顔を上げる。ユリエルは彼女の様子に気付いて、不思議そうな顔で言葉を待っている。

「……ファーザー」

「はい」

「僕は自分でも差し出がましいかなって思うところがありますけど、僕がいなければ契約ができないなんてことはないんですよ。この教会の司祭はあなたなんですから」

「でも、私はあなたがいなければ契約をしたくないと思ったんです。だって、この教会は、ずっとコンスタンティン助祭が守ってきたのでしょう？」

「ち……違ちがいます。僕は好き勝手にやってきただけです」

「ファーザー・アンガスも、きっとコンスタンティン助祭のような後こう継けい者しやがいて、幸せだったでしょうね。今も、きっとお喜びだと思いますよ」

　人の話を聞かない人だ。その上、このタイミングでファーザー・アンガスの名前を持ち出すなんて！　コンスタンティンは目元が熱を帯びていくのを感じた。至し近きん距きよ離りで見られている。幾いくらこの聖具室が薄うす暗ぐらいとはいえ、コンスタンティンの顔が赤くなっているのに、ユリエルも気付いているだろう。声は自然と大きくなった。

「違います！　僕はただの放ほう蕩とう息子むすこです！　いや、血けつ縁えんじゃないけど、でも、そんな感じのもので、全然、立派な人間じゃないです！　マスター・ランドルフのことも気付けなかったし！」

「立派でなくとも、素す晴ばらしい後継者だと思いますよ。マスター・ランドルフのことは、近くにいるからわからなかったところもあるのだと思います」

「そんなこと……ない、です。あれは自分が、気付くべきで……」

「ほら」

　ユリエルは、くすくすと笑って言った。

「あなたはとても善い人です」

「！」

　もう限界だった。付き合いきれない。身体が保もたない。コンスタンティンはユリエルが手に持つ祭服を奪うばい、真っ赤な顔で宣言した。

「さあ！　皆みなさんをいつまでお待たせする気ですか。お手伝いしますから、さっさと準備なさってください！」

　ユリエルは、はい、と嬉しそうに頷うなずいた。




　礼を言うべきだろう。

　過か酷こくな葛かつ藤とうの末、コンスタンティンは最終的にそう結論した。

　それは別に、聖具室でのユリエルの発言をすべて認めるということではない。単に、ランドルフの土地を巡る争いについて、自分の同席を主張してくれたことへの礼だ。ミサの後、さりげなく、言うのだ。大したことではない。できる。僕ならできる、それくらい！

　だが、結局彼女がユリエルに礼を言うのは、考えていたよりも、随ずい分ぶん先のことになった。

　ユリエルの身体がふらついたように見えたのは、聖体拝領の時だった。

　ミサでは、司祭が、キリストの肉、すなわち聖体となったパンを参列した信徒に配る。コンスタンティンはユリエルが祈りの言葉を唱え、聖体を信徒の口に置いていくのを傍かたわらで見守っていたのだが、その後ろ姿が一いつ瞬しゆん傾かしいだように見えたのだ。だが彼は踏ふみとどまり、何ごともなかったかのように儀ぎ式しきを終え、祭さい壇だんに戻った。そして──

　かくんと突とつ然ぜん膝ひざをついた。一瞬堪こらえようとしたのか、その手は祭壇布を摑つかんでおり、祭壇の上で祭具がかしゃんと鳴った。コンスタンティンが駆かけ寄るとほぼ同時に彼は彼女の方に体重を預ける形で倒たおれた。重みが両りよう腕うでにかかる。ユリエルの吐と息いきが胸にかかる。熱い。ハッとして彼女はユリエルの汗あせばんだ額に手を当てた。

　高熱だ。

　コンスタンティンは声を張り上げた。

「手を貸してください！」

　場は騒そう然ぜんとなった。




[image: ]




　ミサに参列していた男性信徒たちがユリエルを司祭館の寝しん室しつに運び、女性信徒たちは台所で湯を沸わかし始めた。コンスタンティンは彼らに指示を出し、ベッドに寝ねかされたユリエルの祭服を脱ぬがせ、彼の身体が汗をかいていることに気付いて、僧そう衣いの首回りに手をかけて──

　その手を止めた。

「コンスタンティン？」

　いきなり動きを止めたコンスタンティンを訝いぶかって、魚屋のジャックが後ろから寝台を覗のぞき込んできた。コンスタンティンは振ふり返り、そこにいる者全員に向かって言った。

「もう大だい丈じよう夫ぶです。皆さん帰ってください」

「でもよ、コンスタンティン、司祭様は……」

「大丈夫。後は僕がやる。施せ療りよう所じよを手伝ってたこともあるんだから信しん頼らいしてよ」

　不安そうなジャックにそう言い、コンスタンティンはまだ部屋から出て行くのを渋しぶっている信徒たちを追い払はらった。

「さあさあ、もうお昼になっちゃいますよ！　人手が必要になったらお願いに行きますから、今はあんまり騒さわがないで、静かにしてあげてください」

　そう言われては、強しいて留とどまろうという者もいなかった。皆みな、顔を見合わせて部屋を出て行く。最後にジャックを閉め出し、部屋にユリエルと二人きりになると、コンスタンティンは扉とびらを閉めてユリエルの下に戻った。

　寝台の傍らに跪ひざまずき、僧衣の首周りをくつろげ、その露あらわになった首筋を見下ろす。彼女はそこに小さな痕あとを発見していた。赤みがかった、花弁のような痕だ。それを見つけ、そしてそれがなんであるか理解した瞬しゆん間かん、彼女は人ひと払ばらいを決めたのだ。

　それは一いつ瞬しゆん、キスマークのようにも見えた。

　けれど、そんな優ゆう雅がなものではなかった。

　コンスタンティンはユリエルの靴くつを脱がし、僧衣を脱がした。白いゆったりとした長なが袖そでの下着を、さらに上半身だけはだけさせる。汗ばんだ肌はだが露わになる。鼓こ動どうを打ち、荒あらい呼吸を繰くり返す胸が、肩かたが、腕うでが。

　首筋に見えた痕には続きがあった。それは彼の右耳の下から始まり、鎖さ骨こつの上を通って、左の胸まで続いていた。

　それはキスマークなどでは、決してなかった。

　火傷やけど──形状から、おそらくは焼きごての痕だ。

　首だけではない。露わになった肌のあちこちに、そんな痕が散らばっていた。あるものは赤みを残し、あるものはすでに白っぽくなっていた。最近の傷ではない。コンスタンティンの施療所での経験から言って、三年か、それ以上前のものだ。どれもすでに塞ふさがっている。震ふるえる吐息が漏もれて、それが嗚お咽えつになってしまいそうで、コンスタンティンは自分の口元を押さえた。

　脇わき腹ばらに残る幾つかは熱した焼きごてか何かによるもので、腱けんを断たち切らんばかりに執しつ拗ように右みぎ腕うでに刻まれているのは刃は物ものによるもの。背中の方は、おそらく鞭むちで。

　拷ごう問もんの痕だ。

　コンスタンティンは、一度だけ俯き、ゆっくりと、細く息を吐はいた。

　そして、顔を上げると、ユリエルの身体からだをしっかりと見下ろした。

　傷ばかりが目立つが、僧衣の下にあった身体は筋肉質で、驚おどろくほど引き締しまっていた。右みぎ肩かたから胸にかけては包帯が巻かれて、包帯には血が滲にじんでいる。二日前の夜、海に落ちた時に負った傷だろう。おそらく、この傷こそが彼の熱と意識混こん濁だくの原因だ。膿うんでいるのかもしれない。コンスタンティンはまずはユリエルが自分で巻いたのだろう包帯に手をかけた。新しいリンネルは大量に用意され、湯もすでに傍らにあった。

　思いを堪えて、彼女はただ淡たん々たんと、手当てを続けた。




　手当ての最中に、一度だけ彼女は泣いた。

　岩がん礁しようにぶつけたものらしい傷を洗い直し、施療所から分けてもらった薬草をすり込み、包帯を綺き麗れいに巻き直し、身体を拭ふいていた時のことだ。彼にまだ手て袋ぶくろをさせたままだったことに気付いて、彼女はその手袋を無造作に脱がせた。

　途と端たん、凍こおり付いた。

　ユリエル自身がミサ用だと言っていた、白く、美しい革かわ手袋の下には、考えていたよりも少し無骨な手があった。男性らしい骨張った手で、指が長く、右手の指に骨折の痕はあったが完治しているようだった。

　拷問の痕は、その指先と掌てのひらにまで及およんでいた。




『はい。これは食事用です』




　あんな屈くつ託たくのない笑え顔がおでこの傷を隠かくしていたのかと思うと、感情を堪えきれなかった。コンスタンティンは彼のその右手を両手で包み込み、強く握にぎりしめた。傍らに跪いた姿勢で肘ひじをベッドにつき、まるで祈いのるように彼の手を額に押しつけ、苦労して、息を吐いた。歯を食いしばり、嗚咽を堪え、それでも涙なみだが一いつ滴てき、頰ほおを伝った。

　服を着せ、彼が普ふ段だん用にしている黒い手袋をはめ直してやった時、背後で物音がした。

　コンスタンティンは、ユリエルの身体に毛布をかけると、振り返らずに呟つぶやいた。

「君なのか」

　息を吸い、涙の跡あとを拭ぬぐうこともせず、振り返って立ち上がった。

　窓から入り込んだ黒くろ猫ねこが、彼女と、その向こうのユリエルを見ている。

「君なのか！　これは！」

「何のことだ」

　猫ねこは本当に不思議そうに尋たずねた。コンスタンティンは理性を取り戻もどした。ユリエルの傷きず痕あとは、どれも三年以上前のものだ。この猫が語るところでは、ユリエルと戦ったのはつい最近のことだ。この拷問痕は、目の前の猫がつけたものではない。

「……悪い」

　コンスタンティンは額を押さえ、呟くように謝った。動どう揺ようしていた。人の仕し業わざとは思えなかった。人ではないとしたら、悪あく魔まなのかと思った。

　でも、それでは、これはいったい誰だれが？　どうして？

「おい」

　呼びかけられ、コンスタンティンは溜ため息いきを堪えて言った。

「悪いけど、今は話せない。後にしてくれ」

　猫は金色の目でコンスタンティンを真っ直すぐ見つめて言った。

「そこをどくのだ。この地の悪あしき大気のおかげで、吾わが輩はいの力も多少は回復した。もう少々マシな姿を取って、その男の喉のど笛ぶえを搔かき切ってやろうぞ」

　コンスタンティンはユリエルを庇かばうように足を開いて猫を見下ろした。

「ダメだ。ファーザーに触ふれるな」

　一歩、二歩、猫が近づいてきた。

「ダメ？　どうする。また吾輩を捕とらえて聖水漬づけにでもするか？　【黒い羊ブラツクシープ】は目をつけられた。もはや──」

　コンスタンティンは廊ろう下かの足音に気付いて猫に手を上げて合図した。猫は口を噤つぐみ、その直後、ウィリアムとエドが扉を開けて部屋に転がり込んできた。

「にーちゃん！　司祭様が倒れたってほんと!?」

「僕らみんなが帰るまで待ってたんです、司祭様は──」

　猫はこの隙すきにユリエルのベッドに乗り、彼の顔を覗き込んでいた。コンスタンティンはその猫の首の後ろを摑んでぶら下げるようにつまみ上げる。エドが思い出したように言った。

「そうだ、コンスタンティン助祭にお客様ですよ。女の人でした」

　言われて振り返ると、扉の前にはエリカがいた。

「何か手伝えることあるかと思って」

　彼女はしれっとそう言い、早さつ速そく部屋に入ろうとした。コンスタンティンはそれを止とどめて、自分から部屋の外に出た。

「下にいるから、司祭様のこと見てて」

　子どもたちにそう声をかけて、エリカを連れて階下へ向かう。エリカはコンスタンティンがぶら下げている猫を見て、咎とがめるような口調で言った。

「何してるの。猫はそんなふうに持っちゃだめよ」

「そんなことより、いったい何のつもりで──」

「ほら、貸して」

　エリカはコンスタンティンの話を聞かずに彼女の手から猫を奪うばい取り、胸に抱いた。猫はエリカの胸に頭を預け、満足そうに目を細めている。エロ悪魔め、とコンスタンティンは腹の中で罵ののしった。下に着くと、台所に入ろうとするエリカを引き留める。

「待ってくれ、エリカ。話がある」

「なあに？　ねえ、この子って司祭館で飼ってるの？　台所漁あさったりしない？」

　エリカは猫をどこに下ろそうかときょろきょろと周囲を見ている。コンスタンティンは、彼女の腕を摑つかんで、無む理り矢や理りに自分の方を向かせた。

「エリカ。帰るんだ」

「どうしてよ。女手は必要でしょ？」

「いい。僕が全部する。君は家に帰るんだ」

　やっかいな黒い瞳ひとみを見つめ返し、コンスタンティンは言った。

「お父さんの許しがない限り、ここに来ちゃいけない」
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「あら。どうして？」

「お父さんが悲しむからだ」

「父さんは関係ないわ。私は私の好きなようにさせてもらうわよ。何かおかしなことをしてるわけじゃない、ただ倒たおれた人がいたからお世話に来ただけだもの」

「お父さんは君を聖職者の愛人や妻にはしたくないんだよ」

　それまで気楽な様子で話していたエリカの身体からだが、一いつ瞬しゆん、ぴくりと震ふるえる。けれど彼女はすぐに動揺を抑おさえ込み、目を細め、嘲あざ笑わらうようにコンスタンティンを見み据すえた。

「バカじゃないの？　私が誰の愛人になるって言ってるの？　うぬぼれないでちょうだい。そんなのごめんだわ。そもそも、聖職者の妻帯は禁じられてるんだから」

「知ってる。でも、従わない人もいるから。お父さんも心配なんだよ」

　かつては聖職者の妻帯が公的に認められていたこともあったし、聖職者の妻帯について何度も禁止令が出ている今となっても、聖職者の子どもがその跡を継つぐことは決して少なくない。

　けれど、人々がそれを好意的に受け入れるかどうかは別問題だし、おそらくエリカの規き範はんから考えても、そんな立場を受け入れるのは無理だろう。彼女は両親から厳しくしつけられた、気だての良い娘むすめで、親の評判を、自分の評判と同じくらい大事に考えている。

「バカね。ほんと、あんたも父さんもバカだわ。あんたの愛人なんて願い下げよ！」

　イライラした様子で彼女は言った。頰がほんのりと朱しゆに染まっている。

「エリカ」

　コンスタンティンはもう彼女と視線を合わせていられなくなって、目を伏ふせて言った。

「この司祭館にはファーザー・ユリエルもいるんだけど、なんで僕の愛人って決まってるの？」

　エリカが息を吞のむのがわかった。伏せたコンスタンティンの視線の先に、エリカの腕うでと、抱だき締しめられて白しろ眼めを剝むいた猫が見える。彼女はやおら猫を右手に持ち替かえると──

　コンスタンティンの顔面に投げつけた。

　コンスタンティンは姿勢を崩くずして尻しり餅もちをついた。猫は床ゆかに落ちると意識を回復し、悲鳴を上げて台所の方へ逃にげていった。

「エ、エリカ！」

　コンスタンティンが口に入った毛を吐はき出し、顔を上げると、エリカは、真っ赤な顔で、わなわなと震えていた。大きく見開かれた目から、今にも涙が零こぼれそうだ。

「ば、ばばばば、ばっかじゃ、な、ないのっ！」

　出てくる声まで震えて、もはや普段の余よ裕ゆうたっぷりの彼女からは別人に近い。コンスタンティンまでなんだか顔が熱くなってくる。

「エ、エリカ、その、えーと」

「た、たまたまよっ、たまたま！　全然、そんな、あんたのことしか考えてないなんてことはないし、ミサの時こっそり見てたりなんかしないし、ファーザーの存在をすっかり忘れてただけで、その、だからっ、前にちょっとごろつきから助けられたからって、惚ほれてなんかっ」

　エリカは凄すさまじい勢いで墓ぼ穴けつを掘ほり続けている。

「エ、エリカ、もう、いいから。わかったから」

「ああああっ、バカッ、勘かん違ちがいしないで！　何赤くなってんの！　もう、し、知らないっ！」

　エリカは最後に絶ぜつ叫きようを残して司祭館を出て行った。扉とびらがばたんと閉とざされる。

　台所へ避ひ難なんしていた猫ねこがよたよたとした足取りで出てきた。

「な、なんなのだ、あの娘は」

「うん。うーん。まあ、い、色々と」

　コンスタンティンは誤ご魔ま化かそうとしてそう言い、立ち上がって服や髪かみの毛についた猫の毛を払はらった。猫はまだしつこく彼女に問いを重ねた。

「まさかと思うが、あの娘はそなたを愛しておるのか？　いや、話からするとそうなのであろう。だが、あの娘は愛した人間に猫を投げつける習性の持ち主なのか？」

　この話題は切り上げたい。ところが、コンスタンティンが言い訳を探しながら台所へ行って水みず瓶がめの水で顔でも洗おうとしたその時、猫がハッとしたような声で言った。

「そなたも、も、もしや、あの娘が好きなのか？」

「……いや、なんでそうなるんだ」

　コンスタンティンは思わず立ち止まって振ふり返った。猫は安心したように息を吐いた。

「違ちがったか。そうであろうな。相思相愛だとしても、結けつ婚こんなどできるわけもない。そなたは、」

　女なのだから。

　その言葉を口にした時、ふと猫の金色の目が光った。コンスタンティンは嫌いやな予感がしてすぐに二階に上がろうとした。

　だが、遅おそかった。

「そうか。そういうことであったか。以前から不思議だったのだ。そなたのような自由を好む人間が、厳しい戒かい律りつに身を置く聖職者の道を選ぶなど。しかも本来女は司祭になれぬのであろう？　だがこれで合が点てんがいった。そなたは彼女に諦あきらめさせようと、その道を選んだのだな」

「……違う、僕は」

「相手を傷つけずに諦めてもらえる、と考えたか。あの娘の様子を見るに、そうはいかぬようだが。そもそも、女であるそなたが性別も名前も偽いつわったまま司祭に叙じよ階かいされたとして、それは信徒までも騙だますことになると思わぬのか？　そなたの神はそのような噓うそを許すのか？　まったく、これがそなたの愛か。この、くだらぬ、噓が──」

　カッと頭に血が上り、コンスタンティンはテーブルの上に残っていたカップを摑み、猫に向かって投げつけた。猫は攻こう撃げきを予測していたのか軽かろやかにかわし、木のカップは音を立てて床に叩たたき付けられるに終わった。

「違う……！　そんなんじゃない！」

「何が違うのだ」

　先代の司祭を迎むかえた時、コンスタンティンの立場は今よりずっとあやふやなものだった。彼女は庇ひ護ご者であるアンガスを喪うしない、助祭でもなく、ただ少し長く教会にいる、住み込みの下働きとして新しい司祭と対たい峙じしなくてはならなかった。勿もち論ろん、司祭は彼女の言葉にまったく耳を傾かたむけようとはしなかった。本来女の身で聖職に就つくことができないのはわかっていたが、悩なやんだ末に彼女は司祭を補ほ佐さする助祭の道を選んだ。

　だが、きっと、説明してもこの猫にはわからないだろう。この悪あく魔まには、コンスタンティンがアンガスをどう愛していたのか、この教会と教区をどうして守りたいのか、そんなことはわからないのだ。人々が集まり、語らう、穏おだやかな空間、人と人との緩ゆるやかな、けれどしっかりとした繫つながり──この悪徳の都で、かろうじて残された避ひ難なん所じよのようなそれを守りたかったのだと言っても、そのために助祭という立場が欲しかったのだと言っても、悪魔には、そんなものは理解できないのだ。

　その時階段を下ってエドがやってきて、床に落ちたカップと息を荒あらくしているコンスタンティンを見て驚おどろいた顔をした。

「何かあったんですか？　さっきの女の人は？」

「帰ったよ」

　コンスタンティンは短く答え、エドの背を押して、ユリエルの部屋に戻もどった。
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「にーちゃん、全然寝ねないつもりかな？」

　ウィリアムが心配そうに呟つぶやいた。エドは洗った食器を台所の棚たなへしまいながら頷うなずいた。

「だろうね。聖職者は徹てつ夜やの祈いのりとかすることもあるみたいだから、慣れてるのかもしれないけど。朝になったら、休んでもらうように言って、僕らが代わろう」

「おう、いいぜ！」

　ウィリアムは快かい諾だくし、足あし下もとをうろつく猫に気付いてそれを抱だき上げようとした。猫は彼の手の間をすり抜ぬけて、居間のテーブルの下へ潜もぐり込んだ。

「ちぇっ。こいつ逃げ足速いなあ……なあ、エド、一いつ緒しよに挟はさみ撃うちにしようぜ。こいつ捕つかまえて柱にくくっておいたら、にーちゃんが小こ遣づかいくれるって言ってたんだ」

　振り返り、ウィリアムは言葉を切った。エドは棚に食器を戻したところで、ぼんやりと俯うつむいていた。何か考えごとでもしているようすだった。ウィリアムがじっと見つめていると、エドも気付いて、笑え顔がおになって言った。

「な、何？」

「……おまえさー」

　ウィリアムはエドの顔を覗のぞき込み、ちょっと不思議そうに尋たずねた。

「なんかあったのか？」

「え？」

「元気ないぞ。あ、俺のことならもう心配ないぞ。司祭様が元気になったら、助祭のにーちゃんと一緒にレオンって人のところに行くよ。決めたんだ。俺だけ逃げ回るのも恰好悪いからな。だから、おまえも、その……」

　ウィリアムは鼻の下を擦こすり、いくらか照れ臭くさそうに言った。

「その、おまえ、いいところの子なんだろ？　初めて会った時、すぐわかった。すっげえとろくさかったからな。そのくせ、妙みように正義漢ぶってよ。でも、俺も考えたけど、帰るところがあるんなら、帰った方がいいと思うぜ。おまえは……俺とは違うんだからよ」

「ウィル！」

　エドは愕がく然ぜんとして叫さけんだ。

「違うってなんだよ、僕はそんなふうに思ったことは一度だってないからな！」

「でも違うんだよ。もう何週間も一緒にいたけど、おまえはやっぱり、なんか、違うんだよ。俺みたいに、悪事に手出したりする人間じゃねえんだ。きっと、家に帰って跡あと継ついだら、ちゃんと財産ももらえるんだろう？　戻れよ。俺なら遊びに使う金でも、きっとおまえはもっといいことに使えるんだ」

「違うよ、ウィルは悪くない！　悪いこともするけど、でも、もっとひどい人間だっている！」

　激しい口調でエドは言う。ウィリアムはその態度に驚き、友人の顔をまじまじと見つめた。

「どうしたんだよ、エド。俺のこと、別に庇かばわなくたって……」

「本当だ。僕の、」

　泣きそうに顔を歪ゆがめて、エドは言った。

「僕の父がそうだ」

　居間のテーブルの下で、猫の目がきらりと光った。

「ウィルの言う通り、確かに家はあるさ。でも、もう戻りたくないんだ。あの家にいたら、父さんと同じになってしまう気がして」

　ウィリアムはわけがわからず聞いていた。父も母もなしに、親しん戚せきを頼たよって幼少期を育った彼には、エドの言葉はどうもよく飲み込めなかった。

「同じに……って、でも、親父おやじさんとおまえとは、別の人間だろ。親父さんが嫌きらいでも……」

「……嫌いじゃないんだ」

　辛つらそうにエドはそう絞しぼり出した。

「認めてほしくて、ずっと頑がん張ばってきたんだ。勉強も、仕事の手伝いも。でも、父さんのしていることは、普ふ通つうの商売じゃなくて……家に柄がらの悪いやつらが出入りすることもあって……」

　話の深刻さを悟さとって、ウィリアムは口をしっかりと閉ざし、友人を見つめた。エドは意を決したように、躊躇ためらいを捨てて語り出した。

「時々父さんはそいつらのために便べん宜ぎを図はかってやってた。私兵みたいなもんだったんだ。そいつらを使って、自分に敵対する人間を脅おどして、誘ゆう拐かいして、最後には無む理り矢や理り言うことを聞かせて。そうやって、商しよう売ばい敵がたきを蹴けり落として、それ以外の邪じや魔まな人間を押しのけて、今の地位に上のぼり詰つめたんだ。それでも僕は信じてた。父さんはきっと正しいんだって。だって父さんは教会にも施せ療りよう所にもたくさん献けん金きんしてる。商売人だろうと、雇やとわれ者だろうと、うちを訪ねた人間で、満足しないで帰って行った人間なんていない。みんなから感謝されて、尊敬されてる。間ま違ちがってるのは父さんを糾きゆう弾だんする人間の方なんだって」

　そう言いながらも、震ふるえる手で、堪こらえきれない様子で顔を覆おおう。

「でも、もう、僕……」

「お、親父さんとは話したのか？」

　何か言わなければと思い、ウィリアムはそう言った。エドはこくりと頷く。

「話したよ。でも、僕の言葉なんて聞いてくれなかった。ひどいことはやめて、って何度も何度もお願いしたけど、悪いことしなくても幸せになれるって言ったけど、聞いてくれなかった。ある晩、どうしても我が慢まんできなくなって、僕は家を出たんだ」

「だ、だから俺のことも、ずっと止めてたのか……？」

　顔を上げ、赤い目でエドはウィリアムを見つめた。

「ごめん、僕、ウィルを止める時、父さんのこと思い出してた。ウィルにはわかって欲しくて」

「お、おまえが謝るなよ！　俺が悪いんだ。でも、言ってくれれば……」

　いや、言われたところで、どうしただろう？　わけもわからず、そんなのは関係ないと言って、エドを突つき放していただけかもしれない。エドは苦しんでいたのだ、自分の知らないところで。理解できないところで。ウィリアムは口を噤つぐんだ。

　エドは首を横に振ふった。

「僕がウィルの身代わりになったのだって、全部ウィルのためってわけじゃない。僕は父さんに会いたかったんだ。勿論、父さんが取引の場所に来ない可能性だってあったけど、そうなったらその時だ。父さんは後からそれを知って、少しは嘆なげいてくれるかもしれない」

「……おい、待てよ、それなんの話だ？」

　エドの口元が笑みの形を描えがいた。目には涙なみだの膜まくが張っていたが。

「ウィル、言う勇気がなくて黙だまってたけど、僕、前にウィルに悪いことやめさせたくて、ウィルの後を追いかけたことがあったんだ。その時、ウィルが屋や敷しきに入っていくのを見た。造ぞう幣へい局通りの突き当たりの……」

　確かに、誘拐犯の一人に遣つかいを頼たのまれて、その屋敷に入ったことがあった。

「あそこが僕の家だ」

　ウィリアムは目を見開いてエドを見つめた。僕の、家。

　では、あの屋敷の主人は。

「あそこが、おまえの家？　じゃあ、あいつら使って誘拐してたのは、おまえの……」

「ほら」

　泣きそうなのに無理に笑って、エドは言った。

「僕の父さんは、ひどい人だろう？」

　猫ねこが楽しそうに喉のどを鳴らした。
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「ふふ……さすがにふらっふらだよ……！」

　コンスタンティンは一いつ睡すいもせずに夜を明かし、さらに昼を過ぎてもなおユリエルのそばについていた。サクスには修道院が運営する施療所があって、コンスタンティンはその活動を手伝ったことがあり、傷病の手当てに関しても一通りの知識はあった。熱は傷に由来するものだろう。夏とはいえ服を着たまま海を泳げば体力の消しよう耗もうも激しかったはずだ。傷自体は骨や内臓に達するものではなかったので、この熱が下がってくれれば安心できるのだが……

　しかしユリエルはまだ意識を回復しない。彼が目覚め、身を守れるようになるまでは、コンスタンティンがそばについて目を光らせていなければ、いつあの悪あく魔まが寝ね首くびをかこうと狙ねらってくるかわからない。子どもたちには猫を見かけたら捕まえるようには言っておいたが……ああ、いい加減ユリエルには起きて欲しい。そして自力で悪魔から身を守って欲しい！　というかむしろ僕を守れ！　あんたは悪あく魔ま祓ばらい師で僕が悩なやめる乙女おとめなんだから、普通逆だろ、逆！

「もしかして一発殴なぐったら起きるんじゃないだろうか……」

　物ぶつ騒そうな呟きが聞こえたわけでもないだろうが、ベッドのユリエルが小さく呻うめいた。呼吸も荒あらくなっている。彼の右手が毛布の下で動き、自らの胸をかきむしるような仕草をする。コンスタンティンは椅い子すから滑すべり降りてその手を自身の右手で摑つかんだ。

「ファーザー？」

　そっと呼びかけても、まだ目を覚ます気配はない。

　だが、ユリエルは不意にコンスタンティンの方へ寝ね返がえりを打った。

　ベッドの脇わきに跪ひざまずき、覗き込んでいたコンスタンティンの目の前に、彼の顔がやってくる。ユリエルの額に浮うかぶ汗あせが窓から差し込む陽光を一いつ瞬しゆん照り返し、枕まくらに滑り落ちていった。目を開けて、少し頼りない表情をしていれば、顔立ちが美しかろうとただの若い男だ。鋭するどい眼まな差ざしで剣けんを構えていれば、顔なんか関係なく、一人の戦士だ。けれど今彼は静かに目を閉じているだけだった。だからその聖人じみた顔立ちの美しさが、やけに胸に迫せまってきた。

　そのせいか、コンスタンティンは一瞬だけアンガスを思い出した。司祭館のその部屋は、当然ながらアンガスが生きていた頃ころは彼の部屋で、そこは彼のベッドだった。このベッドで彼は息を引き取ったのだ。ユリエルはまだ若く、体力もあるように見えた。熱さえ下がればきっと大だい丈じよう夫ぶだ。そう思うのに、一度意識してしまうと、不安はなかなか消えてはくれない。

「ファーザー……」

　そうっと呼びかけると、ユリエルは彼女の手を引き寄せた。熱を持った吐と息いきが手の甲こうに触ふれる。コンスタンティンの手の体温に安心したのか、彼は随ずい分ぶんと表情を緩ゆるめていた。コンスタンティンまで頰ほおが緩む。大丈夫だ、と彼女は自分自身に言い聞かせ、もう一度囁ささやいた。

「早く、その目を開けてくださいね……ほんとに殴ったりなんか、しませんから」

　呟つぶやいたその時、答える声があった。

「殴るだと？」

　子どもたちの声ではない。悪魔の声でもない。そもそも扉とびらが開く音も聞こえなかった。コンスタンティンは驚おどろいて立ち上がり……ユリエルの力が思いの外強く、手を引っ張られ中ちゆう腰ごしのような姿勢になった。それでも、扉の前に立つ男の姿を確かく認にんできた。

　フード付きマントを頭からすっぽりと被かぶった男だった。見たところやや小こ柄がらで、脚あしには脚きや絆はんをつけ、マントも靴くつも旅りよ塵じんにまみれて埃ほこりっぽい。男はフードの下から、低い、抑よく揚ように欠けた声で言った。

「殴るだと？　この野や蛮ばん人が。おおかた盗ぬす人つとどもと肩かたを並べて酒を飲むのが趣しゆ味みのエセ聖職者だろう。さっさとそこから離はなれろ、僧そう衣いを着た悪魔め。ユリエル様の魂たましいが汚けがれる」

　コンスタンティンは目を点にして、男を見つめた。

「……………………はい？」

　やっと、それだけ聞き返す。男は大おお股またでコンスタンティンの方へやってきて、彼女の手首を摑んだ。ユリエルの手を握にぎっている手だ。それを乱暴にユリエルから引き離そうとする。

「こ、こらっ！　何するんだ、おまえ！」

「騒さわぐな。ユリエル様が目覚めてしまう」

「ふざけんな！　何者だ！」

　コンスタンティンは男を突きとばし、ユリエルと男との間に立ちはだかった。突きとばした拍ひよう子しに男のフードが落ちて、顔が露あらわになる。日焼けして褐かつ色しよくに近くなった肌はだが印象に残る、二十代後半から三十代前半くらいの男だった。髪かみは黄おう褐かつ色しよくで、緩く波打って頰にかかる。男はその薄うすい青の目でコンスタンティンを見つめ、まったく無表情に、彼女に殴りかかった。

「──いっ」

　咄とつ嗟さにコンスタンティンはしゃがんで彼の一発を避よけた。だが体勢を立て直す前に男の膝ひざが顔面に迫る。ユリエルの手をふりほどいて避けるのはもう無理だ。コンスタンティンは一発を覚かく悟ごして、せめて腕うでで顔を庇かばい──

　衝しよう撃げきは、顔にも、腕にも、やってこなかった。

　おそるおそる顔を上げると、ユリエルの背中が目に入った。

「ファーザー!?」

　ユリエルが、ベッドから滑り落ちるように下りて、左ひだり腕うでで男の膝を受けたのだ。男は驚いて足を下ろした。片かた膝ひざをついていたユリエルは身体からだを起こし、その時になって自分がコンスタンティンの手を摑んでいることに気付いて、混乱した様子で彼女を振り返った。

「あ、あれ？」

　綺き麗れいな顔に浮かぶのは困こん惑わくした表情だ。無表情な聖人像から大した進歩だ──いや、後退か？　とにかく、コンスタンティンは安あん堵どと呆あきれとを同時に感じながら、そのおろおろした顔を見上げて言った。

「おはようございます、ファーザー・ユリエル」

「お、おはようございます……」

　ユリエルは、照れ臭くさそうに言って、コンスタンティンの手を離した。

　その間無表情に彼らを眺ながめていた男が、口を開いた。

「ユリエル様、そこをどいてください。その不ふ埒らちなクソガキにこれより正義の鉄てつ槌ついを下します」

「ニコラス」

　それが男の名前なのか、ユリエルはそう呼びかけて、男を振ふり返った。

「ダメです。彼はこの教会のコンスタンティン助祭です。彼を傷つけてはいけません」

「……ユリエル様」

「下がりなさい」

　声の質が、いつもと違ちがう。コンスタンティンからは背中しか見えないが、ユリエルは【黒い羊ブラツクシープ】と相対した時と同じ顔をしているのではないだろうか。

　ところが、ニコラスと呼ばれた男は昂こう然ぜんと顔を上げて言った。

「下がらせるのはその助祭の方です。倒たおれられたと伺うかがった時はこちらが倒れるかと思いました。ご説明願います」

「……倒れた？」

　ユリエルは目を見開き、それから目眩めまいでもしたのか、急にふらついた。ニコラスの手を借りてベッドに座ると、彼は自分の衣服、つまり首の傷きず痕あとまでしっかり覆おおう形の彼自身の白い寝ね間ま着きと、黒い手て袋ぶくろに気付いて、青ざめた顔でコンスタンティンを見上げた。

　コンスタンティンは、呆れ顔で言った。

「今日は月曜日です。昨日、ミサの最中、ファーザーは倒れられたんですよ。みんなに手伝ってもらってこの部屋に運んで、僕が手当てもさせてもらいました」

「……手当て、」

　呆ぼう然ぜんと、本当にショックを受けた顔で呟くユリエルを見て、コンスタンティンは付け加えた。

「手当てしたのは僕です。他ほかの人には帰ってもらいました。手袋を替かえた時も、お身体を拭ふいた時も、そばにいたのは僕だけです。看病だけ子どもたちにもちょっと手伝ってもらいましたけど、その時はちゃんと今みたいに服を着ている状態しか見せてません」

　こくりとユリエルの喉のどが動くのが見えた。彼は俯うつむき、目を伏ふせ、長く、細く、息を吐はいた。

「……ありがとうございます」

　その震ふるえる感謝の呟きは、単に手当てをされたことに対するものではないだろう。人ひと払ばらいをし、必要以上の人間の目に触れさせなかった、それが彼にとって大事なのは態度でわかった。

　彼は目を伏せたまま言った。

「すいません……気持ちの悪いものを、お見せして」

　コンスタンティンは、ユリエルをまじまじと見つめた。その後頭部も、俯いているせいで前まえ髪がみに隠かくれた顔も、握りしめた手も。手袋の革かわが、あまりに強く握りしめたせいで、きゅ、と小さな音を立てていた。

「気持ちの悪いもの？」

　コンスタンティンは、怒いかりのために強こわ張ばった声で聞き返した。声の響ひびきがいつもと違うことに気付いて、ユリエルは驚いた様子で顔を上げた。

　コンスタンティンは、もう一度言った。

「気持ち悪いって、なんですか」

「何って……見たのですよね？」

　ユリエルは動どう揺ようを見せながら聞き返す。その不思議そうな態度に、余計に腹が立った。

「見ましたよ、お身体なら。手も。でも、気持ち悪いなんて思いませんでした。一度も。絶対に！　それとも、ファーザーは、僕がそう感じたって思うんですか？　あれを見て、そんなふうに感じる人間だとでも？　あなたは！　あなた自身は、まさかそんなふうに思ってらっしゃるんですか、ご自分のお身体を、気持ち悪いなんて！」

　ユリエルは目を丸くしていたが、コンスタンティンは最後まで言い切った。

「気持ち悪いわけないでしょう！　怒りは湧わいても、気持ち悪いなんて！」

　ぼき、と隣となりから音が聞こえた。ハッとしてコンスタンティンはそちらを振り向いた。ニコラスが、ばきぼきと指の関節を鳴らしていた。彼は低い、まったく平へい坦たんな声で言った。

「死ぬ覚悟はできているな……？」

「ちょ……できてないっ！　全然できてない！　なんでだよ！」

「ユリエル様にそのような口の利きき方をして、俺の前から生きて帰れると思っているのか？」

「そんなことで殺されてたまるか！　そもそもあんた誰だれだよ！　いい加減説明を……」

　コンスタンティンは手を摑つかまれて言葉を吞のみ込んだ。ユリエルが、彼女の右手を、両手で優やさしく包み込み額に押し戴いただいている。

　コンスタンティンは一いつし瞬ゆん啞あ然ぜんとするが、彼の口が動いているのを見て、祈いのりを捧ささげているのだとわかった。ユリエルは祈りを終えると、顔を上げ、彼女の手を離して言った。

「ありがとうございます」

　少し、照れ臭そうな笑え顔がおだった。

　ニコラスが、不服そうに低い唸うなり声を上げた。




　コンスタンティンは、ユリエルの背中に枕まくらを当てて、上半身を起こした姿勢を取らせた。彼女としてはさっさと寝ねて欲しかったのだが、本人が頑がんとしてそれを拒こばんだのだ。

「ユリエル様。こいつをさっさと下がらせてください」

　そう言ったのは、勿もち論ろんニコラスだ。許しが出ればすぐにでもコンスタンティンを部屋の外に追い出す気だ。コンスタンティンが彼に文句を言う前に、ユリエルがニコラスを制した。

「いいえ。この際です、彼には説明します」

「ユリエル様。それは懸けん命めいなご判断とは思えませんが」

「そもそも、直接ここに来てしまったのはあなたですよ。連れん絡らくは定期的に取っていたでしょう。何もここに来なくとも──」

「ファーザー」

　コンスタンティンは、持ち込んだ火ひ鉢ばちを使って煮に出だした薬湯を、カップに取って言った。

「事情は知らないので口を出すのも悪いとは思いますけど、この人ファーザーを心配してきたんでしょう？　それなら、まずはかける言葉があるんじゃないですか？」

　カップを受け取ったユリエルは、意外そうに彼女を見て、それから恥はじ入ったように俯いた。

「そう……ですね。あの、ニコラス」

「は」

「心配させてすいません。私なら大だい丈じよう夫ぶです」

　その言葉を受けて、ニコラスは何故なぜか一瞬凍こおり付き、それから、ぎぎ、と音がしそうな、ぎこちない動きでコンスタンティンを見た。

　そして彼女を殴なぐった。

　さすがに予想外の行動で、コンスタンティンも避よけられずに背後の壁かべに背中をぶつけて座り込んだ。目を丸くして、啞然として見上げると、ニコラスは拳こぶしを震わせていた。

　彼は怒りなのかなんなのか、ぶるぶると震えながら怒ど鳴なった。

「ユリエル様に謝罪させるだと……!?　ユリエル様と俺の会話に嘴くちばしを突つっ込み、その挙げ句ユリエル様が俺に謝罪するようにし向けるなど、なんということを！」

「ニ、ニコラス!?　なんてことを、コ、コンスタンティン助祭を殴ってはいけません！」

　ユリエルはベッドから下りてニコラスを止めようとその腕を摑んだ。だがニコラスはコンスタンティンに向かってさらに声を荒あららげた。

「俺は日々いかにしてユリエル様をやりこめるか、それを楽しみに生きてるんだ！　それを……それを！　あそこはもっと、こう、じわじわと気付かせて、自分から謝らせなければ意味がないだろう！　ちくしょう、よくも俺の生きる糧かてを奪うばったな！」

　あ。今度はユリエルが固まった。コンスタンティンは頰ほおの痛みを堪こらえながら、テーブルを支えに立ち上がった。

「あのですね、もうなんでもいいんですけど」

「あっ、コ、コンスタンティン助祭、本当に申し訳……」

「いえ、ファーザーは謝らないでください。僕が殺されます」

　ユリエルは黙だまった。ニコラスは番犬のような目で彼女を睨にらみつけているが、まあ、二撃げき目を食くらわすつもりはないらしい。コンスタンティンは、ユリエルが危なっかしく片手で抱かかえ持つカップを指さして言った。

「とりあえずファーザーはそれ冷める前に飲んでください。で、そこのあんたは病人のそばで暴れんな」

「何故なぜ貴様にユリエル様や俺が命令されねばならんのだ」

　ニコラスは不服そうだった。コンスタンティンは呆あきれて言った。

「事態が悪い方にしか転がらないから僕が口出してんだよ。ファーザーはベッドに戻もどって！」

「は、はい」

「じゃ、僕は一いつ旦たん部屋出ますから」

　コンスタンティンの言葉に、驚おどろいた顔をしたのはユリエルだ。

「待ってください、話したいことがあります」

「いーですよ。なんか面めん倒どうそうですもん。僕はご飯作ってきますから、ごゆっくりどうぞ」

　ニコラスはおおかた悪あく魔ま祓ばらい絡がらみの協力者とか、部下とかなのだろう。勿論『コンスタンティン助祭』はユリエルが悪魔祓い師でもあることなど知らないが、知らなくとも同じような反応をするだろう。

　だが、ユリエルは彼女が背を向ける前に言った。

「私はある悪魔を追っています。彼はその協力者です。お話しします、あなたには……」

　……バカ正直なことだ。

　コンスタンティンは呆れ、しかしそれを顔に出すことはなく、促うながされるままに椅い子すに座った。




　つまらぬ。

　悪魔はユリエルの部屋の扉とびらを爪つめで引っ搔かいていた。がりがりと音を立てているのでコンスタンティンならばとっくに気付いているはずなのに、出てくる気配はない。

　彼は完全に無視されていた。

　苛いら立だち紛まぎれに後うしろ脚あしで跳とび上がって扉の上の方にも爪を立ててみた。ずるずると腹を擦こするようにして扉を滑すべり落ちただけだった。下半身を廊ろう下かの冷たい板張りの床ゆかに伸のばし、上半身で扉にへばりつき、彼はしばし思案した。

　どうも、この妻は吾わが輩はいのことを甘く見ているようだ。

　いや、甘くというか、ほとんど猫ねこ扱あつかいしているような感じすらする。特に食事の時だ。彼女はしばしば彼に言うのだ。猫なんだから自力でネズミでも獲とってきたらだの、ほんと甲か斐い性しようがないんだねだの。生のネズミなど食べたら病気になってしまうだろうが、この妻は本当におおざっぱだな、くらいに思っていたのだが、最近になって甲斐性無しという言葉の意味を知って愕がく然ぜんとした。甲斐性無し……つまり、彼女は彼のことを自力で餌えさも獲ってこられない、扶ふ養よう能力のない男だと見なしたということだ！　そんなことは勿論ない。今はちょっと、このような肉体だから彼女に養ってもらっているだけなのだ。本来の肉体と力を取り戻せば、すぐにでも関係は逆転する。まあ、そもそも、その力を取り戻すことが難しいのだが……

　とはいえ、ここらで少し、彼女に彼が何者なのか、ということを思い知らさねばなるまい。

　彼はその方法について熟考しながら、階段を下りていった。

　司祭館の一階の居間では、金きん髪ぱつの、ウィリアムとかいう方の子どもが椅子に座って物思いにふけっていた。昨夜の子どもたちの会話を思い出し、彼はほくそ笑み、猫の姿を捨てた。手足はすらりと伸びて、全身を覆おおっていた毛は消える。外がい套とうの裾すそを翻ひるがえし、二本の足で立ち上がれば、均整が取れた肉体の青年となった。身に纏まとうのは常の黒衣ではなく、旅の職人か商人を思わせる身軽な旅装だ。目ま深ぶかに被かぶったフードの下で、彼は微笑ほほえんだ。

　気配に気付いてか、ウィリアムは振ふり返って彼を見つけ、椅子から立ち上がった。

「だ、誰だ」

　警けい戒かいしている様子だ。彼はその場に留とどまって言った。

「怖こわがることはない。私は君と話したいだけだ」

「だ、だから何者だよ！　声出すぞ、そしたら……」

「君の罪を知っている」

　びくり、と少年は肩かたを震ふるわせた。

「君が子どもたちを騙だまして人さらいの手に渡わたす時、どんなふうに思っていたか知っている。安心するといい、私も君に全面的に同意する。あれは君が悪いのではない。騙される子たちが悪いのだ。ろくに身を守るすべも知らず、この街で生きていこうと思っている方が愚おろかであり、悪だ。君が優ゆう越えつ感に浸ひたるのはまったく正しいことなのだ」

「な……何言ってんだ！　てめえ、」

　彼の前では事実がなんであるかなど些さ細さいなことだ。指し摘てきにウィリアムは顔色を変えた。今は否定するだろう、勿論。だが、悪心を抱いだかぬ人間などいないし、彼はその悪心にはことのほか詳くわしかった。男女問わずとろかすような笑みを浮うかべ、彼は続ける。

「君はあの子たちより数段優すぐれている。過か酷こくな環かん境きようで生き抜ぬくすべを知っている。頭の回転が速く、人に取り入る方法も心得ている。君が得た報ほう酬しゆうは正当なものだよ」

「ち、違ちがう、誰だれだ、誘ゆう拐かい犯の仲間なら──」

　ウィリアムは言葉を吞のみ込んだ。目を離はなしたわけでもないのに、男がいきなり目の前に立っていたのだ。五歩分は距きよ離りがあったのに、男は簡単にその距離を縮めて立っていた。

「君は六日前友人と子どもたちを解放しようと誘拐犯のアジトの一つに行ったらしいな。だが、それは果たして善意からか？　単に友人の前で引くに引けなくなっただけではないのか？」

「や……やめろっ、俺はもう変わるんだ！　ちゃんと赦ゆるしをもらうんだ！」

「赦しなど、与あたえられると思っているのか？　君が誘拐犯に引き渡した子の親たちは君を許さないだろう。君の顔を見れば殴り殺してしまうかもしれない。そら、聞こえないか？　君を責め立てる怨えん嗟さの声が……」

　ウィリアムは耳を押さえようとした。彼はその手をやんわりと摑つかみ、押しとどめた。

「や、やめて……」

「君は罪深い。赦しをもらおうというのが間ま違ちがっているのだ。だが君は正しい。どういうことかわかるか？　彼らには君の正しさが理解できないのだ。その罪深さこそが人の崇すう高こうさなのに」

　彼はその指で少年の頰に触ふれた。少年はぶるぶると震え、涙なみだに濡ぬれた目で彼を見上げる。

「あ、あんた、なんなんだ、いったい……」

「君を救いたいだけだよ」

　彼は美しく完かん璧ぺきな笑えみを浮かべて少年を見下ろした。

「怖い思いをして証言して、どうなると思う？　償つぐないになどならない。君は呪のろいの言葉を浴びせられ、不当に貶おとしめられるだろう」

「で、でも、俺はもう決めて……」

「君に償いなど、必要ない」

　彼の手の中に、忽こつ然ぜんと短たん剣けんが現れた。細身の短剣だが、たとえ鎖くさり帷子かたびらを着ていようと、その隙すき間まを刺さし貫つらぬく。銀色の鞘さやに入ったそれを、彼は震える少年の手に握にぎらせた。

「君を騙し、利用し、最後には切り捨てようとした者にこそ、償いをさせるべきなのだ」

「つ、償い……をさせる……？　お、俺が？　誰に？」

「わかっているはずだ、利口な子よ。それが誰か。どこにいるか。その男がいなくなれば、君の友人が苦しむこともない。君は友人の仇かたきを取ることができる。そして、君自身の仇を」

　ウィリアムは喉のどを鳴らした。短剣の柄つかは、押しつけるまでもなく少年の手に握られている。

　悪魔は微笑んだ。

「君は今まで虐しいたげられてきた。満足な食事も家も親もなく、常に飢うえて彷徨さまよってきた。誰のせいだ？　この街のせいだ。貧者と弱者を打ち砕くだき、富者をより富ませ、悪徳を容よう認にんし、この街を形作ってきた、すべての者のせいだ。これは君の正当な復ふく讐しゆうだ。この街への──君を切り捨て巡めぐり続けようとしている、この世界への」

　ウィリアムは言葉をなくして、短剣を見ている。

　あと一歩。

「もしも、君がやらないというのなら、君の友人がやるかもしれないな」

「エドが……？」

「彼は父親から自由になりたがっている。彼と君、どちらが勇気のある少年だろう？」

　少年の小さな対たい抗こう心、兄貴分としてやってきた矜きよう持じ、幼い傲ごう慢まんさ、そういったものを完全に把は握あくして、彼は囁ささやいた。後押しをするのは、ほんの僅わずかな魔ま力りよくで事足りた。

　ウィリアムは、高こう揚ようし、顔を赤く染め、酔よったような目で悪魔を見上げた。




　エドが一階に下りてきたのは、それから少し後のことだった。

「ウィル？」

　人の気配はあった。だから、ウィリアムだと思って声をかけた。ウィリアムと話がしたかった。これからのことを。父のことを。ウィリアムが父のことで証言を控ひかえるようなことがあってはならないのだから。エドは、ウィリアムにはありのままを語って欲しかった。

　ところが、そこにいたのは黒くろ髪かみの青年だった。人ひと違ちがいをしてしまったと思った直後、エドはその青年から異様な気配を感じて立ち止まった。身に纏う雰ふん囲い気きが尋じん常じようではなかった。その顔立ちはあまりに美しく、むしろそのために恐おそろしく、総毛立つほどだった。

「だ、誰ですか……!?」

　青年は薄うすく冷たい笑みを浮かべ、彼の名を口にした。

「やあ、エド。ウィルなら、もう行ってしまったよ」

　エドの背筋にぞくりと悪お寒かんが走る。この青年は危険だ。エドはもう一度、鋭するどく誰すい何かした。

「あなたは誰だ！　ウィルを知っているのか！」

「ウィルは行った。君も知っている場所だ」

　生まれたその時から、とても良く、知っている場所だよ、と男は言った。

「君の父上はお元気かな？」

　エドは事態を察して真っ青な顔で扉を振り返った。

　通りに出る居間の扉は、開け放たれたままだった。




　ユリエルは、三週間ほど前のことから話し始めた。

　その時、彼は一いつ匹ぴきの悪あく魔まと対たい峙じしたという。幸いにして神のご加護で退けることができたのですが、と本人は語ったが、神のご加護というかあの剣けんでどうにかしたのだろう。悪魔退治用だとかいう砦とりででの話の通りに。

　さて、力を削けずることには成功したものの、悪魔は土ど壇たん場ばで逃にげ出してしまった。

「私がサクス市に来たのは、この街に悪魔が現れたという兆候があったからです。星の動きなどの、ごく僅かな変化なのですが……しかし、それで気付きました。悪魔は力を失っています。その力を回復させるには、悪徳の都と呼ばれるこの都市は、最適の土地なのです。悪の気こそが、彼を力づけるのですから」

　ユリエルはそう語った。悪魔自身が言っていた言葉とも符ふ合ごうする。

「その頃ころ、ちょうど聖ブリジット教会で司祭が不在の状態が続いていたところでしたので、司教様は私をその新しい司祭に据すえられ、今度こそ悪魔を討うち滅ほろぼしてくるよう命じられました。私がこのことを黙だまっていたのは、悪魔が潜ひそんでいることを明かすことで、人々を疑ぎ心しん暗あん鬼きにさせ、悪魔につけ込む隙すきを与えることになるのを恐れたからです。それに、教区司祭は、人々の間に入り、悪魔の兆候や悪魔の協力者を探すのにとても有利な肩かた書がきでしたので、できれば相手を警戒させないままにしておければと……とはいえ、先日は相手に接せつ触しよくしながら逃がしてしまったので、もう私のことは向こうに知られてしまいましたが」

　なるほど。つまり、彼がこの街にやってきたのは偶ぐう然ぜんではなく、兆候を得て、悪魔を追ってやってきたのだ。ユリエルは黙って話を聞くコンスタンティンに、突とつ然ぜん頭を下げた。

「申し訳ありません。私はあなたに何も説明していませんでした」

「いや、別にファーザーが謝ることじゃないですけど」

「そ、そんなことはありません。私は……」

「だって事情を聞けば仕方ないと思いますし。まあ、何にしろ、この教会に来たのがファーザーで良かったとは思っていますよ」

　驚おどろいた顔で、彼はコンスタンティンを見た。

「でも、私は教区の方々のことも騙だましていました……」

「いや、前の司祭様に比べたらなんてことないですって。それに、教区のみんなと話してる時のファーザーって凄すごく生き生きして、楽しそうでしたよ。悪あく魔ま捜さがしのためだけに、みんなと仲良くしてたわけじゃないことくらい、わかります。……まあ、その悪魔を捕つかまえてファーザーが教区を出て行ってしまうのなら、みんなちょっと残念がるかもしれないですけど」

　ぱああ、とユリエルの表情が一気に明るくなった。彼はコンスタンティンの手を両手で摑んで言った。

「ありがとうございます。悪魔を退治した後も、ここに留とどまれるように頑がん張ばります」

「そ、そうですか」

　まあ、コンスタンティンはその悪魔の花はな嫁よめなのだが。

　こほん、という咳せき払ばらいが聞こえてきた。背後に、いつでも彼女をとっ捕まえられるように待機しているニコラスだ。その咳払いで我に返ったユリエルは、自分がコンスタンティンの手をまた握ってしまったことに気付いて、慌あわてて手を離はなした。彼の恥はじ入った仕草のせいで、コンスタンティンまでなんだか照れ臭くさくなってくる。彼女は誤ご魔ま化かすように言った。

「え、えーと。とにかく、事情はわかりました。みんなには言わない方がいいんですかね？　わざわざ怖こわがらせることもないですもんね。じゃあ、話が終わったんなら寝ねてください。僕はご飯作って来ます」

「…………はい、あの」

　ユリエルが、手て袋ぶくろをはめた手を、再びきゅっと握り締しめた。

「コンスタンティン助祭から私に尋たずねられることがあるのではと思いますが……」

「僕から？　いえ、ありませんよ」

　俯うつむいて自分の手を見つめていたユリエルが、目を丸くしてコンスタンティンを見た。驚く彼に、コンスタンティンはもう一度言った。

「特にお尋ねすることはありません。肩かたの傷は、誘ゆう拐かいされた時のものでしょう？　無む茶ちやしますよね。今度からは倒たおれる前に自じ己こ申しん告こくしてください。僕から、他ほかに訊きくことはないです。もし話したいことがあるなら話してください」

「……はい」

　拷ごう問もんの痕あとについて訊かれると思っていたのだろう、ぽかんとしてそう答えるユリエルを置いて、コンスタンティンは椅い子すから立ち上がり、部屋を出ようとした。

　その背中に、声がかけられる。

「ありがとうございます！」

　苦く笑しようを漏もらし、コンスタンティンは一いつ旦たん部屋を出た。




　遅おそめの昼食を作ったコンスタンティンは、まずは子どもたちに声をかけようと司祭館の裏庭に出た。小さな畑もあるその庭は、通りから見られずに遊べるので、ここに来て以来、子どもたちが好む遊び場の一つだった。

　ところが、そこに子どもたちはいなかった。

　司祭館とは垣かき根ねで隔へだてられた教会の中庭にも、聖具室にも、どこにもいなかった。

　コンスタンティンは礼拝堂に入った。ここにも、人の姿はない。

「いったいどこに行ったんだ？　まさか自分から外に出るわけがないし──」

　口にしてから、その可能性にやっと思い至り、通りに出る扉とびらの方を見た。自分から外に出るわけがない。それなら、無む理り矢や理り？

「もしかして誘拐された……!?」

「誘拐ではない」

　声に驚いて振ふり返ると、柱の陰かげに黒くろ猫ねこが蹲うずくまっていた。

「……何か、知っているのか？」

　猫は答えない。ただじっとコンスタンティンを見つめている。

　じわじわと、事実がコンスタンティンの頭にも理解できてきた。猫は何かを知っている。これは誘拐ではないと知っている。

「……君なのか？」

　猫は目を細めるだけだった。けれどコンスタンティンは確信した。こいつだ。

「心を操あやつったりしたのか？　魅み了りようの力があるって言ってたな、あの力が戻もどったのか？」

「やっと吾わが輩はいを見たな」

「なんだって？」

「そなたは吾輩への敬意が足らぬ。吾輩を無視し、軽かろんじる。あってはならぬことだ。ゆえに、そなたの心身に、魂たましいに、吾輩が何者であるのか教え込まねばならなかったのだ。これは、いわば教育であり、罰ばつでもある」

　猫の言葉は彼女には理解できなかった。何が敬意だ、何が教育だ──だが、彼が子どもたちに何かをしたのははっきりした。彼女は低い声で尋ねた。

「……どこへ、やった」

「さて、どこであろうかな」

「おい！」

　コンスタンティンは猫に飛びかかった。猫はひらりと身をかわして、あろうことか祭さい壇だんの上に跳とび乗った。

「そなたは吾わが妻」

　そうして、コンスタンティンを振り返り、優ゆう雅がに目を細めて宣言するのだ。

「そして、これが吾輩の愛なのだ」

「それは愛じゃない！　僕がそんなんで君を愛するって思うのか？　僕は君を愛さない、絶対に！」

　猫は不思議そうに小首を傾かしげた。

「いつ、吾輩がそなたの愛が必要だと言った？」

「──……」

　そうだったのだ。

　彼は、コンスタンティンが自分を愛していようと、憎にくんでいようと、気にしない。そんなものはねじ伏ふせて、自分を愛するようにし向ける力があるからだ。いつか彼の力が回復したら、コンスタンティンはきっとその力に屈くつ服ぷくしてしまうのだろう。

　だから、今のコンスタンティンの感情など、彼には、本当に、どうでもいいことなのだ。

　彼はコンスタンティンに、相変わらず、温めた[image: ]れん瓦が以上の価値を見み出いだしていないのだ。

　コンスタンティンは掠かすれた、低い声で言った。

「僕が間ま違ちがっていた。あの時沈しずめてしまうべきだった」

　猫ははたりと尻尾しつぽを振って言った。

「言ったであろう。そなたは優やさしい娘むすめだと」

　そして、祭壇から飛び降りて、聖人像の間をすり抜ぬけ、裏口から礼拝堂の外に出て行ってしまった。
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　コンスタンティンが飛び出した時、ちょうど通りでは魚屋のジャックが店番をしているところだった。彼はコンスタンティンの様子を見るなり、驚いて声をかけた。

「おい、どうした、急いで──」

「子どもを捜さがしてるんだ！」

　ジャックは彼女の顔を覗のぞき込み、聞き返した。

「子ども？　って、教会で最近預かってるって子どもたちか？　それなら、そこを通っていくの見たぞ。最初に金きん髪ぱつのが出てきて、それから後を追うみたいに黒くろ髪かみの子が通って……」

「わかった、ありがとう！」

　叫さけんですぐに飛び出そうとするコンスタンティンの腕うでを、ジャックが摑つかんで止めた。

「どうかしたのか？　どこへ行ったかもわからないのに、見つかるのか？」

「でも……っ！」

「何があったかわかんねーけど、たまには年上の人間頼たよれよ」

　に、とジャックは笑った。

「すぐに仲間に声かけて、あちこち捜してきてやるよ。何、みんなてめーには借りがある連中ばかりだ。その子どもたちが行きそうな当てがあったら今教えてくれ」

「ジャック……！」

　コンスタンティンは人目もはばからず彼に抱だきついてキスでもしてやりたくなった。ジャックは、へへ、と悪いた戯ずら小こ僧ぞうのように鼻の下を擦こすって言った。

「任せておきな！　借金棒引きしてくれるなら安いもんだ！」

「…………」

　凍こおり付いた笑え顔がおに気付いて、ジャックが慌あわてて付け加えた。

「冗じよう談だんだ、冗談っ」

「……そう？」

「お、おう」

「よし、それじゃあみんなに知らせて！　行きそうなのは、まず──」

　コンスタンティンは、エドとウィリアムが立ち寄りそうな場所を一つ一つ挙げていった。




　子どもたちがいなくなった、と聞かされたユリエルは、ベッドから下りようとしてコンスタンティンとニコラスの両方に止められた。

「私も、子どもたちのことで一つ気になることがあったんです……」

　そう言って、彼は砦とりででのエドの態度について語った。ひどく落ち着いていたこと、何か目的がありそうだったこと。

「誘ゆう拐かい犯たちに捕つかまった時、彼は私に謝っていました。ごめんなさい、と。彼には何の落ち度もなかったのに。あれは違い和わ感かんがありました。彼は、エドは、ひょっとしたら誘拐組織について、何か知っていたのではないでしょうか」

「ウィルだけじゃなくて……？」

　だが、エドとウィリアムが二人とも姿を消したのはどういうことだ？　誘拐組織の残党が彼らを誘拐した──のなら、もう少し騒さわいだり、抵てい抗こうした形けい跡せきがあってもいいはずだ。そんな様子はどこにもなかった。椅い子すが倒たおれていることも、叫び声が聞こえることもなく、そして、礼拝堂を飛び出したコンスタンティンがジャックから聞いた話によれば、子どもたちは彼の目の前を、誰だれに強制されるでもなく走って去っていったのだ。猫の言葉をどこまで信じられるかはわからないが、彼も二人は無理矢理連れ去られたのではないと言っていた。

　その時、階下から扉をノックする音と、呼び声が聞こえてきた。コンスタンティンは部屋を飛び出し、階下へ降りた。扉を開けると、ジャックが息を切らして立っていた。

「ジャック！　どうだった？」

「悪い、まだわかってない。だがやばいぞ。子どもを捜してるやつらがいる。捜してる子の容姿が、おまえのところの子とそっくりなんだ。黒髪の子だ」

「……金髪じゃなくて？」

「ああ、黒髪の方だ。【錠じよう前まえ屋】のヒースの指示らしい。何やらかしたか知らんが、庇かばうとおまえまで危険──お、おい！」

　コンスタンティンはいきなり彼を玄げん関かんから押し出した。

「ありがとう、ジャック！　ごめん、今度一いつ杯ぱいでも二杯はいでも奢おごるから！」

　言い切って扉とびらを閉めた。ジャックには悪いが、とにかく時間がない。

　振ふり返ると、階段の半ばに、ニコラスが立っていた。

「あてがついたのか」

「わからない。でも今から出かける」

「ヒースとかいうのに会いに行くのか」

「そう……だけど、なんで気になるんだ？　あんたには関係ないことだろ？」

「ユリエル様に訊きいて来るように言われた」

　ユリエル様、ね。コンスタンティンは慣れない呼び名を繰くり返す彼をあらためて眺ながめた。見たところでは、旅の商人か、良家に仕える従者といった辺りだろうか。身に着けているものは使い古されてはいるがしっかりした仕立てで、身体からだにもぴたりと合っている。ユリエルへの接し方からして、ただの協力者というわけでもないらしい。

　余計なお世話だと言われそうだが、コンスタンティンは一応言っておいた。

「その言い方、外じゃしない方がいいんじゃない？」

「貴様に言われることではない」

　予想通りの反応を肩かたを竦すくめてやり過ごし、もう一度扉に手をかける。

「じゃあ僕は行くよ。ファーザーによろしく伝えておいて。あと、ちゃんと寝ねてるように」

「いや。俺も行く」

　コンスタンティンは目を剝むいてニコラスを振り返った。

「一いつ緒しよに？　ヒースのところに？　なんで！」

「必要があるなら同行しろと言われた」

「必要ない！」

「必要だと判断した。行くぞ。どこだ」

　噓うそだろ──コンスタンティンは吐はき捨てたくなったが、とにかく時間がないのは確かだったので、それ以上無む駄だ口ぐちは利きかずに扉を開けた。




【錠前屋】のヒースと言っても鍵かぎ屋やなわけではない。『どんな鍵も開けてしまう』というところからついたあだ名だ。もっとも、最近では盗ぬすみよりも詐さ欺ぎをもっぱらにしているらしいが。

「よお、コンスタンティン。久しぶりだな」

　そこは西の城じよう壁へきの外にある居酒屋だった。床ゆかには新しい藁わらが敷しかれ、店内はエールと食べ物と汗あせの臭においが充じゆう満まんし、そこにさらに女たちの匂においが加わっていた。テーブル席が幾いくつかある、そこそこの広さの店で、コンスタンティンに声をかけた男はその奥のテーブルにいた。三十代くらいの男で、ほっそりした長い足をテーブルに載のせ、手では骰子さいころを弄もてあそんでいた。足をテーブルから下ろし、同席していた仲間に目配せして下がらせると、彼はコンスタンティンを空いた椅子に手招いた。ちなみにニコラスは目立たないよう店の片かた隅すみでこちらを覗うかがっている。

「座れよ。どうした。おまえの頼たのみならなんだって聞いてやるぜ？」

「タダで？」

「まさか」

　にっこりと愛あい想そ良く笑い、彼は手の中で骰子と骰子を、こり、とすりあわせた。細長い、細工物に向いていそうな指だ。ヘビのような冷たい目で彼女を見つめたまま、テーブルに骰子を転がす。出目は一のぞろ目。

　赤い舌をちろりと見せて、彼は言った。

「おまえが警備隊に入らなかったのは正しい選せん択たくだったよ。だが、俺のところに来るのなら、もっと正しいってもんだ。一緒に稼かせごうじゃあないか？」

「悪いけど、もう僕にはご主人様がいるんだ」

「神か？　くだらねえよ、コンスタンティン。そいつはくだらねえ選択だ。おまえはほんとに楽しいやつだが、一つだけ気に食わないのはそういうところだ。染まりきらねえ。俺のところにいた時だって、盗みの一つもしやがらなかった。なあ、染まっちまえよ。他ほかのやつらと同じように、腐くさった目になっちまえよ。おまえは結局──」

　ふ、と息を吐き、ヒースはその続きを吞のみ込んだ。

　薄うすい笑みを浮うかべるその顔を見み据すえ、コンスタンティンは尋たずねた。

「子どもを捜してるって聞いた。それとも、捜してた、か？　もう見つけたのか？」

「悪いな、そういった話はしねえことにしてる」

「賭かけをしよう、ヒース」

　コンスタンティンは袖そで口ぐちから骰子を取り出して卓たく上じように置く。ヒースは楽しそうに笑って彼女に聞き返す。

「賭け？　おまえが勝ったら俺は話をしてやるのか？　俺は何を手に入れられる？」

「僕をくれてやる。徒と弟ていでも雑ぞう巾きん代わりでも好きに使えよ」

　にい、とヒースは笑ったが、目元からはどんな感情も覗えなかった。

「イイ子だな、コンスタンティン。取引ってものをわかってやがる」

　彼はコンスタンティンの持ってきた骰子を手に取った。




「やっぱり破は戒かい僧そうだったな！」

　ニコラスは店の外に出るなりそう叫さけんだ。コンスタンティンは耳を押さえて聞こえないふりをする。

　そろそろ日も沈しずもうという頃ころ合あいだ。仕事帰りの職人や労働者たちが居酒屋や娼しよう館かん目当てに辺りをぶらつき、狭せま苦くるしい裏通りにもそこそこの人の流れが出来ていた。コンスタンティンとニコラスはその流れに逆らい、足早に城門へ向かっていた。

「いかがわしい居酒屋に居座って悪事の相談をするような男と親しいだと!?　その上、骰子賭と博ばくをするなど！」
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　コンスタンティンがヒースと親しくしていたのは、十代前半の一時期だ。弁解じみたことは嫌いやだったが、そのままユリエルに報告されて心配されるのも面めん倒どうだったので、渋しぶ々しぶ訂てい正せいする。

「ヒースとは最近は会ってもいなかったよ。彼の店にもずっと出入りしていない。それに、親しかったって言っても、向こうが僕を嫌きらってるだけで──」

「嫌ってるようには見えなかったぞ？」

「……いや、ありゃ嫌ってんだよ。いたぶりたいからそばに置きたいけど、どうせなら長くいたぶりたいからやっぱり適切な距きよ離りがあった方がいいのかなとか考えてんの。とにかく、勝って情報も手に入ったんだからいいだろ」

　しつこいので思わずそう反論すると、ニコラスはここぞとばかりにその揚あげ足を取った。

「そうだ、勝ったのだ！　あの賭と博ばく漬づけのようなならず者と勝負して、勝ったのだぞ！　いったい、これが破戒僧でなくてなんなのだ！」

「単にちょっと手先が器用なだけだよ……」

　呻うめくように言い、コンスタンティンは耳を押さえるのを諦あきらめた。手を下ろして、馴な染じみの門番に声を掛かけて城門を潜くぐり、市内に入る。ニコラスは彼女をじろっと睨にらんで問い質ただす。

「いかさまか？」

「まさか。彼の支配域でそんなことできないよ」

「ではどうしたというのだ。いくら手先が器用と言っても出目を操あやつれるわけでは……」

　そこでニコラスは言葉を吞み込んだ。コンスタンティンは仕方なく頷うなずく。

「そういうこと。骰子三つはさすがにちょっと怖こわかったけど。ヒースも今回は粘ねばらなかったから楽だったけど……勝たせてくれるつもりがあるなら最初からそうしてくれよ、まったく……」

　呟つぶやきながら、コンスタンティンは居酒屋でのヒースとのやりとりを思い出していた。




『あのガキは、俺たちの商しよう売ばい敵がたきの息子むすこだ。それで、ちょいと捕つかまえておこうと思ったのよ』

　ヒースはそう言って、骰子を指先で弄んだ。

『商売敵って誰だれ？』

『エドガー・ダンカン。息子はエドウィ』

　エドガー・ダンカンという名前は、コンスタンティンも初耳ではない。大陸との交易で成功し、一代で富を築いたサクスの有力者として有名だ。熱心な篤とく志し家かとしても知られており、次の市長候補とまで噂うわさされている人物なのだ。コンスタンティンは思わず聞き返した。

『市参事のダンカン？』

『ああ。なんだ、知らなかったのか？　あの男が食くい潰つぶしたごろつき雇やとって私兵まがいのことさせてるって。最近の誘ゆう拐かいも裏にあの男がいた』

『！　まさか……』

『だが、あいつは少し派手にやりすぎた。わかるだろ？　俺たちの領分を侵おかしちまったんだ。で、見せしめにちょいと痛い目に遭あってもらおうとね』

『待ってくれ。ダンカンほどの男が誘拐だって？　あり得ない！　それに、もしそうならサー・レオンが黙だまってないだろ！』

『レオンを万ばん能のうの神様とでも思ってんのか？』

　嘲あざけるようにヒースは言った。

『二ヶ月前、ダンカンは船を沈めちまったのさ。しかも荷は別の人間のものだった。荷主の商人から、莫ばく大だいな賠ばい償しようを請せい求きゆうされてる。ガキの誘拐はその荷主からの依い頼らいだって話だ。だからやっこさんは断れなかった。大商人やら貴族やらが参加する悪あく趣しゆ味みな集まりがあるらしくてな、特定の容姿のガキをあちこちから探さがしてるらしい。レオンだって摑つかんでるだろうが、相手が市長候補じゃおいそれと手を出せねえ。今いま頃ごろ調整のためにあちこちかけずり回ってるか、さもなきゃ伯はくの圧力で手を引かされてるんじゃねえか？　伯だって参事会との全面対立は避さけたいだろうよ。下手へたすりゃ内乱だ』

『……それで、子どもは見つかったのか』

　苦労して舌を動かし、そう尋ねると、ヒースは肩かたを竦すくめた。

『残念ながらまだだ。おまえのところで預かってるってのは摑んだんだが、あいにくと今は留守のようだな』

『じゃあ……どこに……』

『さあな。ダンカンのところじゃねえのか？　やつは逃にげる気だ。レオンにも目を付けられてるし、もしも捕まらなくても俺たちに首を狙ねらわれてる。ガキが自分で帰ったかどうかは知らねえが、ダンカンの方も息子を捜してるはずだ』

　あいつが人並みの親ならな。

　そう付け加えて、ヒースは満足そうに頰ほお杖づえをつき、扉とびらの方へ目配せをした。視線を追うと、見るからに身なりの良い若者数人が、居酒屋に入ってきたところだった。この居酒屋もそう『悪い』部類の店ではないが、若者たちの姿はあまりに浮いていた。街で最近よく耳にする噂を思い出す──立派な風ふう采さいの若者たちが、誘拐事件に関かかわっているらしいと。

『彼らは……』

　問うコンスタンティンに、ヒースは小声で答えた。

『北のガキが、一いつ匹ぴき紛まぎれ込んだらしくてな。目め障ざわりでしょうがねえぜ』

　その意味を聞き返す前に、彼はころりと骰子さいころをテーブルに転がした。六の目が三つ揃そろう──

『俺に言えるのはここまでだ、コンスタンティン助祭。次があるなら楽しみにしてるぜ』




　北の子ども──貴族の従者らしき若者たち──北──

　物思いにふけりながら、コンスタンティンはニコラスに尋ねる。

「ニコラス、あんた、旅してきたなら地方の小領主とかの情勢に詳くわしい？」

「だとしてもおまえに教えてやる義理はない」

　容よう赦しやのない答えをコンスタンティンは無視した。

「北の小領主の争いは知ってる？　彼らのどっちかに、成人前の子どもはいる？」

「……教えてやる義理はないと言っただろう！」

「貸しにしていいからさ」

　ニコラスは苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔でコンスタンティンを睨ねめ付けたが、渋しぶ々しぶ答えた。

「サンディ家だな。跡あと取とり息子がまだ十歳になったところだ」

「それだ」

　コンスタンティンは指を鳴らす。おそらく、あの従者風の若者たちは北の小領主を主と仰あおぐ者たちなのだ。彼らは主の命で、サクスに『紛まぎれ込んだ』跡取り息子を捜しに来た──ヒースは暗にそう言っていたのだ。それに考えてみれば、コンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】として活かつ躍やく初日に蹴けり倒たおした誘拐犯は、彼女を『貴族の手下』呼ばわりしていた。なんのことかと思ったが、コンスタンティンをあの若者たちの仲間と混同したのなら辻つじ褄つまが合う。つまり、若者たちは誘拐犯の仲間ではなく、誘拐犯と敵対していたのだ。政治絡がらみの話だと言葉を濁にごしたレオンの態度にも納なつ得とくがいく。となれば問題は子どもの行方ゆくえだが──

　──いや、考えるのは後だ。今はダンカンの屋や敷しきへ向かわなければ。

　そう思い、造ぞう幣へい局通りに足を向けた彼女の腕うでを、ニコラスが摑んで止めた。

「おい、突つっ込む気か。話を聞くに、誘拐犯の親玉なのだろう」

「仕方ないだろ。子どもたちがそこにいるかもしれないんだ。エドはしっかりした子だ。自分で戻もどるって決めたにしても、ちゃんと僕らに何か言うはずだ。それがなかったってことは何かあったんだ。ウィリアムもどうしてるか心配だ。あの子の場合、もしも誘拐犯のところに戻ったりしたら、口くち封ふうじに殺されてしまうんだから。行ってあげないと」

「サー・レオンとやらに言えばいいだろう。俺はおまえを連れ帰るように言われている」

「ファーザーに？　おい、冗じよう談だんだろ、一刻を争うんだぞ！」

「いいから来い」

　ニコラスは強ごう引いんにコンスタンティンを反対側、つまり司祭館の方へ引きずっていく。

「待てったら！　ファーザーに報告するならあんたがしろよ！　僕は行く！」

「ええい、ユリエル様のご配はい慮りよがわからんのか！　危険だから行くなということだろう！」

「知るか！　ファーザーに言われたならともかくあんたに言われて従えるか！　だいたいファーザーこそ一人でふらふらしそうで怖い……ん？」

「……ん？」

　二人は揃って危険な可能性に気付いて口を噤つぐんだ。今、司祭館にはユリエル一人が残っている。無理をしてミサの最中に倒れるような、あの責任感が無む駄だに強い男が、この状じよう況きようで一人おとなしく司祭館で留守番などしているものだろうか……

　その時、コンスタンティンに背後から声をかけてくる者がいた。

「コンスタンティン！」

　振ふり返ると、ジャックが慌あわてた様子でこちらに走ってくる。相当息を切らしている。

「どうしたの、ジャック」

「いや、それが……あの後すぐ新しい情報が入ってよ、造幣局通りの突き当たりの屋敷に、黒くろ髪かみの子が入ってくの見たってやつが現れたんだ。それで、報しらせに司祭館行ったら、司祭様がちょうど出てきたところで……」

　コンスタンティンは嫌いやな予感を覚えながらも、続きを促うながした。

「うん、それで……」

「いや、俺も驚おどろいたんだけどよ。司祭様倒れられたはずじゃ、って。でも、平気ですって言うから、黒髪の子を造幣局通りで見たって話したんだよ。突き当たりの屋敷に入っていったって。ありゃ、ダンカンの屋敷だっけか、市参事の。で、司祭様はそれを聞いてすぐに行っちまって……俺もなんだか心配になって、おまえにも声かけておこうと思って捜してたんだ」

　コンスタンティンは背後を振り返って、絶句するニコラスに怒ど鳴なった。

「付き合い長いなら気付けよ！」

「お、お優やさしい御お方かたゆえそういうこともあるかなーと思ったのだ！　とにかく俺はそのダンカンとかいうやつの家に行く！　おまえは司祭館でガキとユリエル様が戻るのを待て！」

「勝手に命令するな！」

「うるさい！」

　ニコラスはばたばたと造幣局通りに向かって駆かけていく。コンスタンティンは啞あ然ぜんとするジャックを置いて司祭館に取って返した──ユリエルまでいるとあっては、もはや素す顔がおで突っ込むわけにはいかない。修道服を持ち出す必要があった。司祭館の階段を駆け上がり、自室に飛び込む。櫃ひつを開けて修道服を取り出した時、さすがに心臓が冷える。これを着て、ユリエルの前にまた出ていくのだ──今度は正体がばれるかもしれない。それでも。

　コンスタンティンはその場に跪ひざまずき、咄とつ嗟さに胸の前で手を合わせた。ファーザー、と口から零こぼれた呼びかけは、ユリエルに対してのものではない。もっと前、先々代の──

「ファーザー、ごめんなさい。僕、ファーザーが僕のためにしてくれたこと、全部無駄にしてしまうかもしれません。女だってばれて、市を追放されて、路頭に迷うかもしれません。僕は本当に短気でバカです。でも、もう少し、手を伸のばしてたいんです。ファーザーの教会を守るって誓ちかったけど、それだけじゃなくて、この街を……あの子たちを……」

　脳のう裏りに蘇よみがえる、ウィリアムの幼い泣き顔。友人を気き遣づかう、真っ直すぐな目のエド。

　コンスタンティンは修道服をつかみ取り、育ての親であった司祭へ向かって祈いのった。

「あの子たちを、守りたいんです！　だから、見守ってて、ファーザー！」
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　それにしても、なんで俺こんなことしてるんだっけ。

　ウィリアムの心臓はばくばくとこれ以上ないくらいに速いリズムで働いていたが、頭は霞かすみがかかったようで、うまく働いてくれなかった。時々、自分がどこにいて、何をしているのかわからなくなる。

　ウィリアムは頭を振って、やっと思い出す。そこはエドの父の屋敷だった。

　屋敷は川かわ縁べりに立ち、ウィリアムは土手を上り、川に面した中庭から屋敷の中に侵しん入にゆうしていた。屋敷は圧あつ倒とうされそうなほどに大きく、どこにエドの父親がいるかもわからない。そもそも、大きな船の船主らしいし、どこかの商館か取引所で商談中だったり、港に行っていて不在という可能性だってあるのだ。

　とはいえ、屋敷の一階部分は倉庫と執しつ務む室になっており、そこにいる可能性も、それなりに高かった。いなければいい、と心のどこかでウィリアムは思った。こうして短たん剣けんを服の下に隠かくし持ち、屋敷に侵入したというのに、いざ実行に移すとなると気が引けてきた。そもそも、どうしてこんなことしているんだ？　その疑問に立ち返る。

　ウィリアムが今いるのは一階の廊ろう下かだった。中庭に面した窓の一つから屋内へ潜もぐり込んだところだ。奥からは人の気配がしている。多くの人間が行き交かい、荷物の出し入れをしているらしい。怖こわくなって、ウィリアムはどこか逃にげ込む場所がないかと目で探した。運良く、薄うすく開いたままの扉を見つけて、そこに音を立てないように滑すべり込んだ。

　入ったのは、素っ気ない小部屋だった。机が二つと椅い子す、鍵かぎのかかる棚たながある。窓には薄い、光を透すかす羊皮紙が張られて、机はその下の、光の当たるところに置かれていた。他ほかの部分は薄うす暗ぐらく、目が慣れるまでには時間がかかった。

　だが、時間をかけるまでもなかった。

　その机に向かって、計算か書き物をしているらしい男の頭と肩かたに光が当たり、薄暗い室内にはっきりと浮うき上がって見えた。白しら髪がが交じってはいたが、それはエドと同じ黒髪だった。

　ウィリアムの心臓は跳とびはねた。

　男は、ウィリアムに気付かず机に向かって作業を続けている。着ているのは毛皮の縁ふち取どりのついたチュニックで、袖そで無なしのガウンが隣となりの机に投げ出されていた。ガウンもチュニックも分厚く、豪ごう勢せいな品で、男自身も肩かた幅はばがある、立派な体格をしていた。

　扉とびらが開いた。

「ご主人様」

　同時にそう呼ぶ声が聞こえた。若い男が部屋に入ってきて、室内にいた男に報告する間、ウィリアムは扉の陰かげで必死に息を殺していた。やがて若い男が出て行って、『ご主人様』だけが残り、扉が閉とざされた。ウィリアムはようやく、こっそりと息を吐はいた。男はその間一度も後ろを振り向かず作業を続けていたので、ウィリアムも姿を見られずに済んだ。

　そして、これではっきりした。

『ご主人様』と呼ばれていた、目の前の机に向かっている男が、屋敷の主、エドの父なのだ。

　ウィリアムは、短剣を手にして、鞘さやから刀身を抜ぬいた。あれ、これで何をするんだっけ、とぼんやりする頭で考えた。途と端たんに、あの美しい男の言葉を思い出した。




『その男がいなくなれば、君の友人が苦しむこともない。君は友人の仇かたきを取ることができる。そして、君自身の仇を』




　ハッとする。霞は気にならなくなった。それよりも鋭するどい光が差したように感じられた。そうだ、仇を取るんだ。ウィリアムは短剣を握にぎり直した。目の前で背中を見せている男に対する憎にくしみが急激に沸わき上がってきた。豊かな男。寒さも飢うえも遠く、まるで違ちがう世界に生きているかのように、いや、実際に、確かに違う世界に生きる男。ウィリアムの目で見えるものが彼の目には見えない。ウィリアムが見てきた貧困と飢えを、この男は知らない。この男の目に見える数字と硬こう貨かが、ウィリアムには見えないのと同じように。唐とう突とつに、ウィリアムは自分がエドを構い、またエドを自分とは違うと突つき放した理由に気付いた。エドは表のサクスの生き物だった。狭せまい路地から太陽を見上げた時のような、あの眩まばゆさに当てられて、ウィリアムは彼を構って、また彼を突き放したのだ──眩まぶしすぎて！　惨みじめな自分が、もっと惨めになる気がして！

　ウィリアムは自分の頰ほおが濡ぬれていることに気付いた。自分を憐あわれんで泣いていた。でも、誰だれも憐れんでなどくれないから、自分で涙なみだくらい流すのも悪くない。彼は袖そでで頰を拭ふいた。

　その時、白い布が脳裏を過よぎった。それで、涙を拭ぬぐったような記き憶おくがある。

　染しみ一つない、奇き跡せきのような純白。あれはいったいなんだった？

　不意に、一つの声が聞こえてきた気がした。それは記憶の中にある声で、実際に今耳に聞こえたわけではなかったが、ウィリアムは短剣を持ったまま耳を押さえた。




『僕が君を守るよ』




　いったい、誰が言ったというのだろう？　ウィリアムは一人で生きてきた。親がいついなくなったのか知らないが、物心ついた時から祖母と叔父おじの家で育てられ、散々殴なぐられ嫌になって飛び出した。ずっと一人だった。食べ物を探す時も、寒さに凍こごえる時も、眠ねむる時も。大人たちはいつだって『守る』なんてことを言ってはくれなかった。それでも、その声が、耳に蘇る。[image: ]しかられたのを覚えている。単に怒鳴られるのとは違って、その誰かはウィリアムを[image: ]ったのだ。

　そして、褒ほめた。




『そして、前の君もしなかった。ずっと一人で、頑がん張ばってきたんだろ？』




　そう言って、頭を撫なでて、褒めたのだ。

「あ」

　ウィリアムの口から声が零れた。短剣が床ゆかに落ちた。男が振ふり向き、驚いて立ち上がった。何か怒鳴っている。ウィリアムはただ頭を押さえて、蹲うずくまった。記憶の中の声の持ち主は、ウィリアムを褒めたのだ。我が慢まんしてきて辛つらかったねと認めてくれたのだ。だから、あの若い助祭、彼と一いつ緒しよだったら、証言できる気がした。罪を償つぐなえる気がした。怖いけれど、認めてもらえたから、やってみようと思えた。

　それなのに、今、自分は何をしようとしていた？

　罪を重ねようとしていた！

　ウィリアムは顔を上げた。目の前の男──エドの父であるエドガー・ダンカンは、怒いかりに燃える目で、侵入者であるウィリアムを凝ぎよう視しし、物取りか、と声を張り上げている。

「お願いだ」

　ウィリアムは床に落ちた短剣には手を伸ばさずに立ち上がり、ダンカンに訴うつたえかけた。

「お願いだから、エドのために、もう悪いことはやめてくれよ」

　ところが、その時ウィリアムの背後で扉が開き、室内に飛び込んできた若い男が、ウィリアムの腕うでを摑つかみ、捻ひねり上げてしまった。若い男は指示を仰あおぐように、ダンカンの方を覗うかがった。ダンカンは怒りのためか興奮のためか、荒あらい息を吐いて怒ど鳴なった。

「追い出す前に痛めつけておけ。何者か知らんが、このこそ泥どろめ、ただでは帰してやらんぞ」

「俺はエドの友だちなんだ。あんたが何してるか知ってる。誰にも言わない。もう止めてくれ。エドはそう望んでるんだ」

「エド？　エドだと？」

　ダンカンはその名を聞きとがめ、ウィリアムの顎あごを摑み、顔を上向かせた。

「エドウィのことか？　おまえ、あれの知り合いか？　知ってるとはどういうことだ。わしが何をしたというのだ」

「誘ゆう拐かい事件のこと……」

「！」

　ウィリアムの腕を捻り上げていた若い男が、突とつ然ぜん息を吞のみ、叫さけんだ。

「こいつ、見たことあります。若いやつらが使い走りにしてたガキですよ！」

「……追い出すのは無しだ」

　ダンカンはそう言ってウィリアムを見下ろした。エドと同じ黒い目だったが、顔立ちに似たところはなかった。がっしりとした顎と、高い頰ほお骨ぼねの持ち主で、年を経へて身に着けた傲ごう慢まんなまでの自信と威い厳げんがその表情に表れていた。冷たい、ぎょろぎょろ動く大きな目をしていた。

「始末しろ」

「はい」

　ダンカンと若い男との会話が頭の上を通り過ぎていく。ウィリアムは最後にもう一度エドのために懇こん願がんしようとしたが、その前に殴られた。壁かべにぶち当たって転がり、呻うめいてはいつくばっていたら、今度は腹を蹴けられた。悲鳴も上げられず、ただ身を縮こまらせたウィリアムの首に、男の手がかかり──

　その時、閉められていたはずの扉が、また開いた。

「ウィル！　ウィル、しっかりしろ！」

　ウィリアムは、自分の耳と目を疑った。

　部屋に飛び込んできたのは、エドだった。

　エドはウィリアムの首を絞しめようとする男に取りつき、男をなんとかウィリアムから引きはがそうと懸けん命めいに叩たたいたり押したりしている。男は戸と惑まどった目でダンカンを見上げた。

「エドウィ」

　ダンカンは、息子むすこに呼びかけた。エドはダンカンを振り返り、今度は彼にすがりついた。

「父さん！　止めてください、お願いです！　彼は僕の友だちなんです！　僕なら家に戻もどります、父さんの跡あとも継つぎます、だから、お願いです、ウィルを傷つけな……」

　ダンカンはいきなりエドの横っ面つらを殴った。エドは尻しり餅もちをつき、呆ぼう然ぜんと父親を見上げる。

　ダンカンは冷たく息子を見下ろして言った。

「おまえが帰ってきたからと言って、どうしてわしがおまえの言うことを聞いてやらねばならんのだ。誰が帰って来いと言った？　帰らせてくださいと、おまえが頼たのむ方だろう。勝手に出て行ったことを謝り、どうかこの家に置いてくださいと頼むのなら考えてやらんでもないが、それを友だちを助けてくれだと？　おまえの汚きたない知り合いなど知ったことか。さっさとわしの前から消えろ。今すぐにだ！」

　エドの顔つきが、変わった。彼は明らかな敵意のある目で父親を睨にらみ据すえて言った。

「父さんを告発します。父さんがこれまでやってきたこと、今日ウィルに対してしたこと、しようとしていること、全部警備隊に言います。あなたを訴えます」

「子どもの話など誰が聞くか」

　吐き捨てるようにダンカンは言った。

「今すぐ出て行け。そして考えろ。次に顔を合わせた時、わしに最初に言うべき言葉をな」

「行きません。ウィルを殺させません」

　エドはそう言うなり、いきなり身を翻ひるがえして、ウィリアムを捕とらえている男に突とつ進しんした。小さな身体からだながらまるで矢のような勢いで体当たりし、さらにそれを払はらい除のけようとした男の腕に嚙かみついた。男は悲鳴を上げ、ダンカンが背後からエドを羽は交がい締じめにした。エドはもがき、さらに父親の手にも嚙みつき──

　最終的に、後頭部を殴られて昏こん倒とうした。




　頭の痛みで目を覚ました時、エドは床に転がされていた。手足は拘こう束そくされていなかったが、頭の痛みと目眩めまいで思うように身体が動かせない。何度も瞬まばたきをして痛みを堪こらえて顔を上げると、そこはまだ父の執しつ務む室で、ウィリアムは縛しばられ、口に布を詰つめ込まれて、父たちを挟はさんで反対側の部屋の隅すみに転がされていた。ウィリアムの方も意識はあったが、あまりにきつく縛られ、ただ目でエドを見ることしかできない。多少の時間が経っているらしく、室内はいっそう薄うす暗ぐらくなっていた。それでも、父と、若い男の姿はその背恰好から見分けられた。

「エドウィは出発まで部屋に押しこめておく。あっちのガキは殺して海に捨てろ」

　父から、恐おそろしい言葉が聞こえてきた。

「父さん……」

　ダンカンは力なく呟つぶやくエドに気付くと、彼の前にやってきて、その細い手首を摑んだ。

「立て、エドウィ」

　諦あきらめの気持ちが、ゆっくりとエドの胸に広がっていった。友人を守れない。父を止められない。父に理解してもらえない。ただ悲しくて、無力さに打ちのめされ、エドは呆然としていた。

　だが、その暗い部屋に、不意に新しい風が吹ふきこんだ。

「良かった」

　穏おだやかな声とともに、扉とびらが開け放たれたのだ。

　部屋にいた人間は、誰だれもがそちらを見た。扉の前には若い司祭が寄りかかるように立って、彼らを見て笑えみを浮うかべていた。

「もっと迷うかと思ったのですが、声が聞こえて。間に合って、本当に良かったです」

　若い司祭──ユリエルは、そう言った。ウィリアムやエドが最後に見た彼は、まだ病人然とした青白い顔でベッドに横たわっていたというのに。

「ファーザー！」

　エドがそう呼んだ。ユリエルは縛られて動けないウィリアムを庇かばって、ダンカンとウィリアムとの間に立った。

「初めまして、私は聖ブリジット教会のユリエルです。いきなり上がり込んで申し訳ありませんが、今はいったいどういう状じよう況きようなのでしょう？　どうしてこの子が縛られているのですか？」

　ダンカンはユリエルの体格を観察し、ふんと鼻で笑った。

「我々は潜もぐり込んだこそ泥を捕つかまえただけです。その子をお渡わたしください。悪事をはたらけばどうなるか、少々教え込んでから、警備隊に突つき出してやりましょう……」

「ファーザー！」

　叫んだのは、口から布を吐はき出したウィリアムだ。開いたままの扉から、ユリエルより身長も横よこ幅はばもある大男が飛び込んできて、ユリエルに摑みかかったのだ。ユリエルはその突進を避よけたが、急によろめいて、倒たおれる寸前で壁にぶつかった。

　大男はユリエルを睨みつけながら、ダンカンに言った。

「ご主人様、外に門番が倒れてました。この男が中へ入れろとうるさくて、たたき出そうとして返り討うちにあったそうです。あっと言う間の手て際ぎわだったって、見てたやつが言っています。とんでもない司祭様ですよ」

「ではこれは自衛ということにさせてもらおう──やれ」

　ダンカンはそう二人の部下に命じた。

　ユリエルが左手に何か持っていることに、エドはようやく気付いた。あれはなんだろう？　細長くて、布に包まれている。ユリエルはそれを左手に持ったまま、大男の拳こぶしを避ける。

　だが、またふらついてしまう。体調が万ばん全ぜんではないのだ。その間に、若い男が懐ふところから短たん剣けんを取り出した。男はそれを手に、壁にもたれかかってしまったユリエルに近づいて──

　──ばき、という音がした。

　ユリエルの方からではない。反対側、部屋の奥だ。

　ユリエルに短剣を突き立てようとしていた男も、その音を聞きつけ、振ふり返った。その瞬しゆん間かん、ユリエルは男の腕を取って関節とは逆方向に力をかけて、男が姿勢を崩くずしたところで足を掬すくうようにして跪ひざまずかせた。

　ユリエルが男を跪かせるのと同時に、その直前に窓を蹴り壊こわした人物が──先さき程ほど聞こえたのはこの窓を壊した音だ──窓まど枠わくの上部を摑つかんで、身体を室内に滑すべり込ませた。

　黒い修道服を着た女だ。

　その姿に、エドも、ウィリアムも、見覚えがあった。彼らの声が、揃そろって同じ名を叫さけんだ。

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】！」

　太陽は騒そう動どうの間に沈しずみ、顔は陰かげになっていた。だが、ウィリアムには、女が顔の半ばを覆おおう紗しやの下で、薄うすく微笑ほほえんだのが見えた気がした。




　コンスタンティンは降り立った窓際の机を飛び降りると、床ゆかを蹴って一気に距きよ離りを詰め、啞あ然ぜんとする大男の側頭部に蹴りを食くらわせた。大男があっけなく倒れると、彼女は今度はダンカンへ向き直った。ダンカンはエドの手首をきつく握にぎっている。

「な、何者だ！」

「あたしは【黒い羊シスター・ブラツクシープ】。予告した通り、誘ゆう拐かい組織を潰つぶしに来たの、エドガー・ダンカン」

「何が【黒い羊シスター・ブラツクシープ】だ、そんな子ども騙だましが──おい、誰か出てこい！」

　ダンカンが呼びかけても、屋や敷しき内にいるはずの使用人も、徒と弟ていたちも、そして雇やとった私兵も出てこない。コンスタンティンは肩かたを竦すくめた。

「急なお客の対応でもしてるんじゃない？　さあ、その手を離はなしてちょうだい」

「ふざけるな！　そのガキはただの侵しん入にゆう者だ。誘拐など、なんの証しよう拠こがある？　子どもの言葉か？　そんなものを信じているのか、貴様も！」

「人を誘拐して儲もうける方法は単純に売るだけじゃない。たとえば──貴族の跡あと取とり息子むすこ」

　ダンカンの喉のどが、僅わずかに動く。コンスタンティンは彼の一挙手一投足を見み逃のがすまいと意識を集中し、言葉を続ける。

「最近、サクスに変な男たちが出入りしてるって噂うわさなの。知らない？　貴族の従者か何かみたいなんだけど、裏通りでひそひそと探さぐり回っていて、誘拐犯たちとも接せつ触しよくしようとした。そのせいで誘拐犯の一味なんじゃないかって思われてたわ」

　ここまでは事実だ。街の噂、レオンから聞いた話、ヒースからの情報、それらをさらにふるいに掛かけ、コンスタンティンは仮定の話に踏ふみ込む。ただし、あえて強い断定口調で。

「でも違ちがう。彼らは、攫さらわれた子を捜さがしてたのよ。北で争う小領主たちの片方に、まだ幼い跡取り息子がいるの。彼らが捜してたのはその子。その子を誘拐したのはあなた──親権者とその敵陣じん営えいの両方に商談を申し入れて、値を引き上げれば素す晴ばらしい値で売れるもの、他ほかの商品とは別格よ。そんな大事な金づるは他の商品とは別にしておく。船にも乗せないから、砦とりでにはいなかった。まだレオンにも見つかっていない。逃とう走そう資金には持って来いね！」

　嘲あざけるような顔でダンカンは言った。

「証拠がない！」

「いいえ、あるわ！」

『屋敷が一番安全だから、あれは動かさない』──今ならわかる。ウィリアムが屋敷で耳にしたのは、きわめて重要な会話だった。コンスタンティンはダンカンの態度から確信を持って、最後の矢を放った。

「だってその子はこの屋敷にいるもの。あなたにとっては他のどこよりも安全なこの屋敷に！」

　今度こそ、ダンカンは言葉を失う。大きく息を吸い、固く嚙かみ締しめた歯の間から空気を吐き出す。その父を呆ぼう然ぜんと見上げ、エドが掠かすれた声で呟いた。

「まだ……この上、まだいるって言うんですか……まだ、そんなことを考えて……」

　ダンカンは、唸うなるような声で言った。

「これは慈じ善ぜん事業だ。こんな掃はきだめのような街にいるよりも、ずっと幸せな場所に連れて行ってやろうとしていたのだ。食うにも困ることはないはずだった。それの何が悪い？」

「無む理り矢や理り……っ、無理矢理誘拐しておいて、幸せ？　そんなの……！」

　エドはもう言葉にならない様子だった。顔を歪ゆがめて泣きそうだ。

「その子を離しなさい、ダンカン」

　コンスタンティンは彼らの前に立ってそう言った。ダンカンは、仇かたきを見るような目で彼女を睨ねめつけた。

「貴様が正義か？　貴様がそれを決めるのか？　わしを断罪するのか？　なんの権利があって！」

「自分が正義だと思うのならその手を離しなさい。その手を離して、息子があなたのそばにいると思うのなら！」

　ダンカンの目が見開かれた。きつく、きつく、彼はエドを摑む手に力を込めた。エドが痛みに悲鳴を上げても、力を緩ゆるめなかった。

「これはわしの息子だ。そのうち、わしの正しさを理解する」

「父さん、もう、やめて……こんなこと間ま違ちがってる……！」

「おまえはわしの息子だろう、エドウィ！」

　ダンカンが呪のろいのように息子の名を叫んだ。

　だが、ほぼ同時に、憐あわれな声が部屋に響ひびき渡って、ダンカンの声をかき消した。

「ご主人様！」

　声とともに、中年の、番頭とおぼしき男が転がり込んできた。男の後ろにいるのは──

「レオン・リード……！」

「やあ、どうも」

　部下を引き連れたレオンは、自分の名を呟つぶやくダンカンに、にっこりと笑った。部下の一人がウィリアムの縄なわを解く。ダンカンは周囲の混こん沌とんとした状況を無視して、レオンを問いつめた。

「これはどういうことですか！　我が家の使用人や徒弟に乱暴を働こうとおっしゃるのなら、こちらにも考えがありますぞ」

「いやいや。ただ、騒動を起こすと予告を受けたんでね。【黒い羊ブラツクシープ】から」

「……なんですと!?」

「【黒い羊ブラツクシープ】という不ふ審しん者が、こちらのお宅に参上すると予告して行ったんだよ。ついさっき、詰つめ所に現れて。それで我々もこうして駆かけつけたわけさ。勿もち論ろん、この屋敷と、屋敷の人たちを守るために、ね」

「はーい、サー。登場予告した【黒い羊シスター・ブラツクシープ】よ」

　コンスタンティンはひらひらと手を振った。レオンは口元だけは朗ほがらかに笑って言った。

「なるほど、確かに。被ひ害がいはないかな、マスター・ダンカン？　ところで、さっき【黒い羊ブラツクシープ】が潜ひそんではいまいかと屋敷を少々探らせてもらってね、その時おかしなものを見つけたんだ」

　ごくりとダンカンが喉を鳴らす。

「か、勝手に我が家を……」

「状じよう況きようが状況だから仕方ないな。で、見つけたんだ。サンディ家のご子息を。先日北の領地からサクスを通って大陸にある別の領地へ向かう途と上じよう、行方ゆくえ知れずとなっていたはずなんだが。彼はこの家の人間に監かん禁きんされ、身みの代しろ金きんを取ると言われていたと証言している。さて、ご説明願えるかな？」

　ダンカンが膝ひざをついた。がくりと項垂うなだれる。その手からは自然と力が抜ぬけたが、自由になったエドは、それでも父のそばを離れようとしなかった。

　室内の注意がダンカンに集まる間に、コンスタンティンは机の上に飛び乗り、レオンが部下に指示を出すよりも早く、窓から外に飛び出した。

「また会いましょう、サクスの夜に──」

　ユリエルの手は翻ひるがえった修道服の裾すそを摑み損そこない、ただ彼女の声だけが彼らの耳に残った。




「なんだって司祭様まで……？」

【黒い羊シスター・ブラツクシープ】を追って、ユリエルまで部屋を飛び出してしまった。レオンは訝いぶかりながらも部下に指示を出し、彼らを追わせた。

　詰め所に【黒い羊ブラツクシープ】がやってきて、『犯行予告』をしたのは事実だ。彼女は、自分はこれからダンカンの屋敷のどこかに現れるから、ダンカンや家人に危害を加えられたくなかったら残らず屋内を調べろ、と言ったらしい。報しらせを受けたレオンは部下を率いて屋敷に直行した。屋敷に踏み込む口実を与あたえられたのはわかっていた。【黒い羊ブラツクシープ】の存在を容よう認にんしたわけではなかったが、彼も不自由な立場だったので、利用できるものはさせてもらうつもりだった。

　レオンは指示を出し終えると、室内に視線を転じた。ダンカンは部屋の真ん中に蹲うずくまり、傍かたわらに立つエド──話によると、エドウィ・ダンカン──はその様子を見て、かける言葉を失っている。レオンとしては、ダンカンを立たせ、事情を聞かなければならない。

　だが、レオンが口を開く前に、蹲ったままのダンカンが言った。

「おまえが引き入れたのか」

　傍らのエドが、理解出来ない様子で父親を見下ろす。

「え？」

「あの女も、司祭も、レオン・リードも。おまえが引き入れたのか。エドウィ」

「ち……」

　おそらくエドは違うと否定したかったのだろう。ダンカンの言葉は事実ではなかった。

　だが、少年は途と中ちゆうで諦あきらめた。

　表情のない顔で父親を見つめ、彼は呟いた。

「そうです」

　ダンカンは肩かたを揺ゆすって笑った。

「おまえか。そうか。狙ねらいはなんだ。財産か？　だが、残念だな。財産は裁判で没ぼつ収しゆうされる。船も一隻せき沈しずんだ。他人の荷物を積んでな。『船荷』も押さえられたとあっては、破産しかない」

　ダンカンは顔を上げると、まるで息子をその目に閉じこめようとするかのように、大きな目を見開いた。

「これからおまえは知るだろう。何がこの世を動かしているか。わしが何からこの家を守ろうとしていたか。おまえの勝ちだ、エドウィ。だが勝ち続けるのは生やさしいことではないぞ」

　レオンはエドの目から父を隠かくすように進み出て、ダンカンを促うながした。

　ダンカンが警備兵に挟はさまれ、しかし決して誰だれにも触ふれさせずに傲ごう然ぜんと顎あごを逸そらして部屋を出た後、レオンは、素す性じようの知れない金きん髪ぱつの少年に声を掛けた。

「君は何故なぜここに？」

「彼は父に誘ゆう拐かいされた被ひ害がい者しやの一人です」

　金髪の少年が何か言う前に、エドはそう言った。金髪の少年は驚おどろき、急いで訂てい正せいした。

「違ちがう！　俺は──俺は誘拐犯の仲間だった」

「！」

　エドが目を見開いて金髪の少年を振ふり返る。

　レオンは静かな眼まな差ざしで金髪の少年を見つめ、一つ頷うなずいた。

「わかった。話を聞こう。来てくれるね？」

　少年はこくりと頷き、エドは俯うつむいて、唇くちびるを嚙んだ。




　ユリエルが追ってくる。

　コンスタンティンは、隣りん家かの庭を突つっ切って塀へいを越こえ、通りに出た。片づけられようとしていた屋台の架か台だいの上を飛び越え、驚く人々の間をすり抜ける──ユリエルはしつこく食い下がり、コンスタンティンは最後に、裏通りの、今はもう使われていないうち捨てられた教会の敷しき地ちに飛び込んだ。扉とびらは閉とざされ、板が張られていたが、それを蹴けり開けて中へ転がり込む。

　古い木造の教会は、埃ほこりと汚よごれと蜘蛛くもの巣すにまみれて、誰からも見放されているかのようだった。コンスタンティンは礼拝堂の真ん中辺りで立ち止まって振り向いた。ちょうどユリエルが飛び込んできたところだった。

「しつこいのね」

　本心からそう言ってやる。ユリエルは荒あらい息を吐ついて、それでもにこりと微笑ほほえんだようだった。剣けんに巻いていた布を床ゆかに落とし、鞘さやも取り払はらって右手に剣を持ち替かえる。

「投降してください」

　ユリエルの言葉に、コンスタンティンは呆あきれて苦く笑しようを漏もらした。

「投降？　投降するのはそっちでしょ。顔色が悪いわ。そんなふらふらで、あたしをどうこうしようなんて無理よ。いいからさっさとおうちに帰りなさい」

「いいえ」

　まあ、そうなるだろう。

　コンスタンティンは身構え、呼吸を整えた。ユリエルも剣を構える。

　そして古びた礼拝堂で、彼らはぶつかり合った。




　勝負を決したのは腹部への蹴りだった。コンスタンティンの右足が彼の腹部を捉とらえ、蹴り飛ばされた彼は祭さい壇だんにぶつかって床に倒たおれた。祭壇にもたれ、座り込むのがせいぜいで、起き上がる様子はない。

　無む茶ちやだ。

　右みぎ肩かたを押さえ荒い息を吐くユリエルを見下ろし、コンスタンティンは思った。僧そう衣いの肩を濡ぬらす血はその傷口を押さえる彼の左の手て袋ぶくろをも汚し、宵よい闇やみの暗がりの中でぬらぬらと輝かがやいている。コンスタンティンとの戦いで負った傷ではない。三日前、海に落ちた時の傷が開いてしまっているのだ。いつから開いていたものだろう。少なくとも、今の蹴りを受ける前から開いていたことは確かだが。動きは精せい彩さいを欠き、三日前とはまるで別人のもののようだった。それでもまだ右手に剣を握にぎって離はなそうとはしない。

　コンスタンティンは呆れて言った。

「傷を治してから出直してきたら？」

　ユリエルは肩を押さえて蹲り、返事もない。気絶したのだろうか。さて、このまま放っておくと本当に死にそうだし、とりあえず止血するか、と思ったコンスタンティンの目の前を、小さな影かげが過よぎった。

　それは、ミミズクだった。

　だが、次の瞬しゆん間かん、ミミズクは羽ばたきを一つ打って消え、同じ場所に黒い人ひと影かげが忽こつ然ぜんと現れた。コンスタンティンに背中を向けて立つ、青みがかった髪かみの男──悪あく魔まだ。

　悪魔はかつりとブーツのかかとを鳴らしてユリエルに近づき、無造作に右みぎ腕うでを振り上げた。その右手の爪つめが以前見た時より遥はるかに鋭するどく、ナイフのように尖とがっていることに気付いて、コンスタンティンは悪魔が何をしようとしているか理解し、腕を摑つかんで止めた。

　自分の腕を摑むコンスタンティンを見下ろし、悪魔は不快そうに眉まゆを顰ひそめた。

「この男を殺さねば、吾われらの首が危あやうい。これ以上の邪じや魔まだては、妻と雖いえども──」

「この人を殺せば君を憎にくむ」

　コンスタンティンは、低い声で囁ささやいた。悪魔の力を分け与えられたコンスタンティンの目は、屋根に空いた穴や破れた窓から漏れる僅わずかな月明かりだけでも、相手の細かな表情の変化を見分けられた。悪魔の端たん整せいな口元に、薄うすく、楽しげな笑えみが浮うかぶのが見える。

「憎むか。憎んでみるがよい。吾わが輩はいはどうとも思わぬ。これまでと変わらぬ。そなたを好きなようにするだけだ。そなたは吾わが妻なのだからな」

　妻、という言葉を、悪魔はよりによって強調するように発音した。神経を逆さか撫なでされ、コンスタンティンは思わず手を振り上げる。平手を食くらわせる前にその手は受け止められ──

　引き寄せられた。

　コンスタンティンの頰ほおは悪魔の胸に当たり、額が首筋に当たる。冷たくなめらかな肌はだに触れ、背筋に悪お寒かんが走る。悪魔の指先が彼女の顎を捕らえる。顔を上向かされ、視線が間近でぶつかり、唇を奪うばわれそうになっていることに気付き、寸前で無む理り矢や理り顔を背そむけた。悪魔は笑いながら彼女の耳の下に口づける。冷たい唇だった。尖った犬歯が耳じ朶だを掠かすめ、ぞくりと身体からだが震ふるえる。コンスタンティンは十二年間も男として育てられ、女としての扱あつかいに慣れていなかった。だから、ただ驚き、焦あせり、突きとばして怒ど鳴なりちらそうと思った。その瞬間、目が合った。

　ユリエルと。

　彼は右肩を押さえ、立ち上がろうと膝ひざを突いていた。そしてその膝を突いた姿勢のまま、彼女と悪魔を睨にらみつけていた。

　見られていた。

　悪魔に妻と呼ばれ、唇を奪われそうになったところを、まるで女のように扱われるのを、知人に、ユリエルに見られていた。それを理解した瞬間、怒いかりと羞しゆう恥ちと屈くつ辱じよくで、頭に血が上った。気絶しそうなくらいに身体が熱く、立っていられないくらいに膝が震えた。違う、こんなのは違う、僕じゃない、そう叫さけびだしたかった。

　その熱を持った耳元に、悪魔がそっと囁いた。

「恥ち辱じよくに歪ゆがむそなたの顔は美しいな」

　ああ。

　わざとだ。

　この悪魔は、わざと、ユリエルに見せつけるようにしてコンスタンティンを抱だき寄せたのだ。まるで子どもが自分の玩具おもちやを見せびらかすように。あまりにも激しく強い感情がこみ上げ、その一いつ瞬しゆん何も言えなくなった。愕がく然ぜんとして悪魔を睨みつけるのがせいぜいだ。口はわなわなと震えるばかりで役に立たない。

　悪魔は目を細め、彼女の頰を指先と尖った爪でなぶり、ユリエルに聞こえないほどの小さな声で言った。

「これは、罰ばつだ。そなたの不服従に対する、吾輩の」

　その時、ユリエルが突とつ然ぜん膝立ちの姿勢から立ち上がって剣を突き出した。

　だが、その剣が悪魔の腹部を貫つらぬく寸前、悪魔の姿は消え、再び空中にあのミミズクが現れた。

　ミミズクは羽ばたいて教会の梁はりの上まで飛び上がった。

「残念ながら、時間切れだ。星の配置が変わった、司祭、貴様の相手はまた──」

　ミミズクは、そのまま屋根に開いた穴から、夜空に舞まい上がっていった。

　残されたコンスタンティンは、膝を突いたユリエルの身体を支えた。

　ユリエルは彼女を突きとばそうとしたが、その腕にはほとんど力が入っていない。まずは止血だ。コンスタンティンは彼を強ごう引いんに祭壇の前に座らせ、傷を見ようとした。

　またはね除のけられる。

　荒い息を吐いて、ユリエルは言った。

「何故なぜ助けるのです。……二度までも」

　俯き、右肩を押さえ、それでも剣けんを離さない彼を見つめて、コンスタンティンは困こん惑わくしながらも口を開いた。

「何故って……」

　見られていたという衝しよう撃げきは、指先の震えと激しい鼓こ動どうに残っていた。見られていた。いや、見られていたのがなんだ、と自分に言い聞かせる。ユリエルは、【黒い羊ブラツクシープ】をコンスタンティンだとは思っていない。別に恥はずかしがることはない。気持ちは到とう底てい落ち着かなかったが、それでもコンスタンティンは【黒い羊ブラツクシープ】として、明るい声で答えた。

「正義の味方は、人殺しなんかしないのよ」

「正義の味方……？」

　俯いたまま、ユリエルが低い声で聞き返す。コンスタンティンはしまったと思ったが遅おそかった。彼は顔を上げ、ぞっとするような鋭い目で彼女を見た。

「悪魔の下僕が、正義の味方？」

　あまりに鋭い目で、コンスタンティンは喉のどを鳴らした。暗い激情の波が、眼差しと声を通してびりびりとコンスタンティンの肌を刺し激げきする気がした。ユリエルは、傷ついているはずの右腕で剣を振ふるい、コンスタンティンに避よける暇ひまも与あたえず、彼女の首筋に切っ先を突つきつけた。

「それは、悪い冗じよう談だんだ」

　口調が、張りつめた表情が、いつもと違ちがう。逆げき[image: ]りんに触ふれたのだ。

　だが、剣けん先さきが揺ゆれたかと思うと、急に剣ががらんと床ゆかに落ちた。ユリエルの身体は祭壇の正面をずるずると滑すべり、床に崩くずれ落ちた。呼吸が弱々しい。

　今度こそ、意識を失ったのだ。

　コンスタンティンは溜ため息いきを吞のみ込み、倒れた彼の僧衣を裂さき、すぐに止血を始めた。
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　声が耳元に蘇よみがえる。追い求めてきた悪魔の、それから、そのそば近く従う女の声が。人ならぬ力を持つ女──悪魔でないのならば、悪魔に魂たましいを売った者、悪魔の下僕だ。囁き交かわす声は聞こえてもその内容がわからず、ユリエルは苛いら立だち、寝ね返がえりを打った。




『正義の味方は、人殺しなんかしないのよ』




　突とつ然ぜんその言葉だけが鮮せん明めいに聞こえ、ハッと目を開く。そばには人影があって、彼を覗のぞき込んでいた。伸のびてきた手は細く、薄うす暗くらがりの中でぼんやりと白く、彼は咄とつ嗟さにその手首を摑んで身体を起こした。

「【黒い羊ブラツクシープ】……！」

「うわ！」

　手首を摑まれた人物はつんのめり、彼の上にのしかかるように倒たおれた。ユリエルは相手の肩かたを押さえてシーツの上に組み伏ふせ、手首を摑んでいた方の手で今度は頭を摑み、その顔が見えるように、ただ一つ灯ともった寝しん台だい脇わきの蠟ろう燭そくの方へ向けた。血のような赤い髪が彼の指にからみつき、濡ぬれたように光る蠱こ惑わく的な緑の目が彼を見つめ、唇くちびるが──

「ファーザー……？」

　そう、彼を呼ぶ。聞き知った声で。

　自分が組み伏せた相手が誰だれか悟さとり、ユリエルは血の気が引く思いだった。慌あわてて手を離し、相手の──コンスタンティンの上から飛び退のく。おまけに急に動いたものだから目眩めまいがして、ふらふらとまた枕まくらに頭を埋うずめるはめになる。

　真っ赤になってしまっただろう顔を手で覆おおい、彼は呻うめくように言った。

「ご……ごめんなさい、ひ、ひと違いです……」

　はあ、とコンスタンティンは、ちょっと呆あきれた声で言った。

　ユリエルは、おそるおそる手をどけ、周囲の様子を覗うかがった。すでに明け方らしく、鎧よろい戸どの隙すき間まから細く朝の陽光が差し込んではいたが、主な光源は枕まくら元もとの蠟燭だった。そこは司祭館の自室で、彼はベッドに寝ねかされ、僧そう衣いを血で濡らしていた傷はすっかり手当てされていた。

　何か訊きく前に、身体を起こして椅い子すに座り直したコンスタンティンが説明してくれた。

「ファーザーは教会の前に倒れてたんですよ。傷が開いてたので手当てしました。子どもたちはさっき無事だってサー・レオンから連れん絡らくがありました」
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　あらためてコンスタンティンを見つめ、彼は呆ぼう然ぜんとした。雪のように白い肌はだが蠟燭の光で照らされて、少しだけ色づいて見える。まるで少女のような、繊せん細さいそうな肌だった。その口元は、月下で見た【黒い羊ブラツクシープ】のそれと妙みように重なって見え──いや、気のせいだ。彼は自分に言い聞かせた。そもそも、性別が違う。確かに、コンスタンティンは少々中性的な風ふう貌ぼうではあるが。そう、意識したことはなかったが、どちらかというと可愛かわいらしい感じの口元をして──いやいや、とユリエルは再び自分の思考に待ったをかけた。可愛らしい？　それは男性に対して言う言葉ではないだろう、幾いくら年若いとはいえ。コンスタンティンに失礼だ。たぶん……

　熱のせいか、夢のせいか、ユリエルの頭はひどく混乱していた。

「ファーザー？」

「あ、あの、剣は……私は剣を持ってはいませんでしたか？」

　ユリエルがなんとかそう問うと、コンスタンティンは櫃ひつを指さした。櫃の上に置かれているのは、ユリエルの剣だ。ユリエルはほうっと息を吐ついた。

　が、今度はそのユリエルに、コンスタンティンが尋たずねてきた。

「どうして、無理に司祭館を出て行ったんですか？」

　コンスタンティンは、怒おこっているように見えた。声も、幾いく分ぶん強こわ張ばって聞こえる。黙だまって出てきて、心配させてしまったのだろうことを理解し、ユリエルは項垂うなだれた。

「……すいません。子どもたちが心配で」

「まったく」

　コンスタンティンはユリエルの身体からだに上うわ掛がけをかけて、溜息混じりに言った。

「あんまり、無む茶ちやしないでくださいね」

　声は申し訳なくなるほどに優やさしく、はい、とユリエルはおとなしく頷うなずいた。

　その時、背後で、扉とびらが音を立てて開いた。

　振り返ると、肩で息をしたニコラスが、部屋に飛び込んできたところだった。彼はコンスタンティンとユリエルを見て、目を剝むいて叫さけんだ。

「何故なぜここにいるんだ！」

　コンスタンティンが冷静に説明した。

「司祭館の扉の外に、ファーザーが倒れてたんだよ。意識がなくて血が出てるから、脱ぬがして手当てしたけど、文句あるのか？」

「とにかくむかつくから離はなれろクソガキ！」

「なんだよその言い方は！　だいたいあんたは今まで何してたんだ！　ダンカンの屋や敷しきに行ってファーザーを回収してくるはずだったろ！」

「ええい、少々道に迷っているうちにユリエル様がすでに屋敷を出られたと屋敷にいた警備兵に聞いてだな……」

「!?　じゃあ、そのあとは!?」

「ユリエル様を捜さがしてあちこち駆かけ回ってたんだ、悪いか！」

「どんだけ捜してんだよ！　この人拾ってからもう随ずい分ぶん経たつぞ!?」

「あ、あのう、その、コンスタンティン助祭、ニコラス、二人とも、落ち着いて……」

　ユリエルはなんとか二人の会話に割って入ろうとしたが、彼らはどちらも、彼の言葉など聞いてはいなかった。
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　エドガー・ダンカンが捕つかまって一週間が経った。市内はダンカン逮たい捕ほの話で持ちきりで、その逮捕劇に【黒い羊シスター・ブラツクシープ】が関かかわった、という噂うわさもまことしやかに流れていた。何しろ、同日の夕暮れ、市内を駆け抜ぬける黒いベールの修道女があちこちで見かけられているのだから。

　コンスタンティンは、逮捕劇から一週間後の午後、司祭館の裏庭に小さな椅子を持ち出してウィリアムを座らせ、髪かみを切ってやっていた。切られた髪は肩を覆う布の上を滑すべり落ちていき、ウィリアムは時々もぞもぞ動きながらも、おおむね静かにしていた。

　ウィリアムは昨日取り調べから解放され、真っ当に食っていける仕事を探したいから、そのためにまずは身なりを整えるのだと言って、コンスタンティンに髪を切って欲しいと頼たのんできたのだ。昨日も解放されて早々、港を出入りしている商人や親方に、手当たり次し第だいに自分を売り込んでいたらしい。身元の保証のない子どもでは仕事探しもなかなか難しいようだが、ウィリアムの様子からは悲ひ愴そう感は感じられなかった。

　しかし、その話の途と中ちゆうで彼は言葉を途と切ぎれさせ、物思いにふける様子を見せた。

「どうしたんだ？」

　心配ごとも多いだろうと思いそう尋ねると、ウィリアムはぽつぽつと語り始めた。

「俺、エドの親父おやじさんのこと悪く言えないんだよな。俺も一いつ緒しよになって、悪いことしてたんだから。エドは庇かばってくれたけど、俺のしたことが消えてなくなったわけじゃない。俺、結局役に立たなかったし。犯人たちは、俺が何か言う前に捕まっちまって」

　本当は、そんなことはない。コンスタンティンに【黒い羊ブラツクシープ】としてダンカンの屋敷に乗り込む決意をさせたのは、ウィリアムのささやかな証言なのだ。

「……前にさ、にーちゃん、誘ゆう拐かいされた子どもや、親たちに悪いと思わないのかって言ってただろ。俺、どうせ親がいて、ちゃんと住む家があるやつらなんだから、ちょっとくらい不幸になってもかまやしないだろって思ってたんだ。ただの言い訳なんだけど。言い訳だってことも、その時は気付かなくて、ただ俺が正しいって思ってた」

　ウィリアムは、少し大人びた目で、司祭館の裏庭に広がる畑を眺ながめていた。

「今は、もう、どうしたらいいんだろうってずっと考えてる。俺、悪いことしたんだ。どうしたらいいんだろう。騙だました子たちや心配してた親たちに会って、ちゃんと謝りたい。もしも、会ってもらえるならだけど」

　コンスタンティンは、ウィリアムの頭を撫なでて切った髪を落としながら言った。

「謝って、許されるわけじゃないかもしれないよ」

「うん……」

「それでもいいのなら、僕がついていってあげるよ」

　ウィリアムは身体をひねって、驚おどろいた顔で背後のコンスタンティンを見た。

「どうしてだよ！　関係ないだろ？　俺が一人で行かないといけないことだろ！」

「前、一緒にサー・レオンに会いに行く約束しただろ。君は一人で会いに行っちゃったから、今度くらいは僕も一緒に行きたいなって」

　ウィリアムは、あまりに若いのと、反省の色が濃こいので裁判なしで解放されたが、子どもの親たちに罪を告白するのは、少々危険な行こう為いだ。コンスタンティンが付き添そいを申し出たのは、教会の仲立ちがあれば、親たちにウィリアムが会いに行っても大だい丈じよう夫ぶか確かく認にんすることもできるし、最悪の事態は避さけられるだろう、という考えからだった。

　とはいえ、親たちも子どもが戻もどってきて心底安あん堵どしている。今なら、身よりのない子どもが誘拐に利用されていたことに怒いかりを覚えこそすれ、利用されていたそのウィリアム自身に対して度を超こした憎ぞう悪おを叩たたき付けることはないようにも思える。何しろウィリアムは、自分の子どもと同年代の、殴なぐれば吹ふき飛ぶような少年なのだし。

「にーちゃんが一緒に来てくれるなら、そりゃ嬉うれしいけど」

　ウィリアムは照れ臭くさそうに言って同意した。そりゃ良かった、とコンスタンティンは呟つぶやき、ウィリアムの耳についた髪を払はらう。

「なあ、でも、エドは？　俺、エドのことが心配なんだ」

　エド──エドウィ・ダンカンは家に戻った。父親のエドガーは捕まり、裁判を待つ身だ。遠からず親しん戚せきの誰だれかを後見に、エドウィが家を継つぐことになるのだろう。

「あいつには、親父さんが捕まってから会ってないんだ。俺のこと庇ってくれた。俺はバカやったのに。あいつに俺は何をしたらいいんだ？　気になることもあるんだ。俺、司祭館で知らない人に会ったんだ。その人に言われたこと、今はどうしてかもうほとんど忘れちまったけど、その時はすっかり信じちまって。俺、恐おそろしくて。まるで、あれは……」

　悪あく魔まみたいで、と彼は掠かすれた声で言った。

　コンスタンティンは散さん髪ぱつ道具を籠かごに入れて、裏口の扉に手をかけた。

「じゃあ、悪魔だったのかもね」

「にーちゃん、ふざけてんじゃねえんだぞ」

「ほら、椅い子すを片づけて。そんなに心配なら会いに行ったら？」

「でも、迷めい惑わくかもしれないだろ？」

「本人に訊きいてみないと、わからないよ」

　笑いかけて扉を開け、コンスタンティンは司祭館に入った。




　悪魔みたいで、とはよく言ったものだと思う。

　おそらく、ウィリアムが会ったのは本当に悪魔だったのだろう。悪魔がウィリアムをそそのかし、その魅み了りようの魔ま力りよくでたぶらかし、ダンカンの屋敷に送り込んだのだ。

　今度姿を見せたら、容よう赦しやしない。

　だが、心に誓ちかったその時、コンスタンティンは夜の廃はい教会でのことを思い出し、カッと頰ほおに血を上らせた。またあの姿に変身した時は、あんなことをするつもりなのだろうか？　そうしたら、いったい自分はどうやって身を守ったらいいのだ？　その、つまり、女として。

　コンスタンティンはぷるぷると頭を振ふって、考えを切り替かえた。

　今、彼女はダンカンの屋敷の、三階の廊ろう下かにいた。目の前の扉を開いて、身体を室内に滑り込ませる。部屋では、エドが、椅子に座ってぼんやりと机の上の蠟ろう燭そくを見つめていた。夜もかなり遅おそい時間ではあったが、エドはまだ服を着たままで、ベッドに入る様子はなかった。

　物音を耳にして、エドは扉の方を振り返った。エドが見たのは、黒いベールを被かぶった、修道女だ。彼女を見て、エドは息を吞のみ、椅子から立ち上がった。

「何故なぜ、僕のところに来たんですか？」

　エドは掠れる声で尋たずねた。

「新しいダンカン家の主あるじに、おめでとうを言いに来たの」

　コンスタンティンは、からかうようにそう言った。エドの表情が俄にわかに強こわ張ばる。

「何がめでたいのですか？　父が捕まって、破産寸前なのに？」

「でも家に帰ったわね。友だちを置いて」

　エドはキッと彼女を睨にらみつけると、一息に言った。

「事件に関わっていなかった召めし使つかいたちを路頭に迷わせる気はありません。父の商売を手伝ってくれていた者たちや船乗りたちに払う給金だって工面しなければ。僕はこの家を放ほうり出していくことはもうできないんです。もう、子どもじゃいられない。あなたのおかげですね。礼でも言ってほしいのですか？」

「いいえ」

「ならば、何故なぜ僕のところに姿を現した！」

「あなたの本心を知りたくて」

　エドは意表を突つかれたような顔をした。

「あなたは怒おこってる。怒ってるのは怖こわいからだわ。何が怖いの？　裁判のこと？　相続のこと？　家業のこと？　それとも、お父さんのこと？　今もあなたはお父さんを怖がってるの？」

「！　違ちがう！」

「じゃあ、何が怖いの」

　エドの握にぎりしめた拳こぶしが震ふるえる。目が揺ゆらぐ。

「……父のように、」

　彼は、か細い声で言った。

「父のようになりそうで、怖い……」

　見知らぬ修道女の前でその思いを言葉にしたのは、もう自分では抱かかえきれなくなっていたからだろう。エドは俯うつむいて、その華きや奢しやな指で頭をかきむしった。

「父が何を見てたか、やっと少しだけわかった。親族はみんな財産を狙ねらってる。誰も信用できない。裁判にどれだけかかるか、どれくらい没ぼつ収しゆうされるかわからない。仕事だって、船荷を失うなんて、とんでもない失敗だ。子どもを売る？　本当に幸せになれたかもしれない。こんな街にいるよりも！」

「その子たちにとって何が幸せかを決めるのはあなたじゃないわ」

「そうです！　僕じゃない。父でもない。あの子たち自身だ。でも……考えてしまう。間ま違ちがっていたのは僕じゃないかって。父は正しかったんじゃないかって。父の望む僕になれば、そうすれば、うまくできるんじゃないかって。僕は……」

　たった十歳なのだ。背せ伸のびして、虚きよ勢せいを張って、すべてを抱え込んだところで、限界はある。破は裂れつする前に、受け止める人間の、あるいは肩かたを叩いて楽にしてやる人間の、一人や二人は必要だろう。

　とはいえ、それはコンスタンティンではない。

　彼女はそっと身を引いた。彼女が連れてきた少年を、エドの目に見えるようにする。

「おまえが親父おやじさんみたいになるって？」

　少年は──ウィリアムは、そう言った。エドがハッとして顔を上げる。ウィリアムは、我が慢まんならないといった様子で、エドに駆かけ寄った。

「そんなわけないだろ！」

　ウィリアムはエドの腕うでを摑つかみ、間近に額を突き合わせて言った。

「おまえの親父さんには俺みたいなダチはいなかっただろ！　それだけで大おお違ちがいだ。こんな街にいるより、だって？　そんなら、いつか、この街がもっと楽しくなるようにすりゃいいんだよ、俺と、おまえで……いや、そりゃ、俺は何ができるってわけじゃねえけど。でも、その、おまえ、頭いいのにそんなこともわかんねえのか!?」

「ウィル……！」

「ばーか！　おまえは俺の舎しや弟ていなんだからな、強がって、平気そうな顔とかすんなよ！」

　ウィリアムはエドの頭を乱暴に撫でた。エドがその乱暴な手つきに悲鳴を上げ、泣きながら笑って、涙なみだを拭ぬぐった。

　そして──

　少年たちが気付いた時には、【黒い羊ブラツクシープ】は姿を消していた。




　酔すい漢かんと夜警をやり過ごし、コンスタンティンは夜の闇やみに紛まぎれるように通りを駆けた。司祭館へ向かう近道を選び、路地に入った時、ちかちかと瞬またたく光を感じて、左手を見た。光は、指輪がはめられている薬指の付け根で瞬いていたが、次の瞬しゆん間かんには消え、不可視にされていたはずの指輪が姿を現した。

　その石に違い和わ感かんを覚えて、コンスタンティンは手を月の光にかざしてみた。

「あ」

　石の色が、僅わずかに薄うすくなっていた。
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　ウィリアムは結局、城じよう壁へきの外に住み込みでの働き口を見つけた。この間はコンスタンティンに付き添そわれて、初めて誘ゆう拐かいされた子どもの家を訪ねもした。きちんと仕事を覚えて、エドを助けたいとも言っていた。エドも、父の助命嘆たん願がん書を出してみると言っていたそうだ。償つぐないも、裁判も、長くかかるかもしれないが、少しずつ、彼らは前進していくことだろう。

「男の子同士の友情っていいですね」

　コンスタンティンは今までの礼と報告に来たウィリアムを思い出し、テーブルを拭ふく手を休め、そう呟いた。ユリエルはまだ包帯は取れていないが、顔色もよくなって、窓まど際ぎわの椅子に腰こしを下ろし、膝ひざの上に祈き禱とう書を開いて置いていた。

　司祭館の居間で、昼食を終えた後のことだった。

　ユリエルは穏おだやかな笑えみを浮うかべて尋ねた。

「ウィリアムとエドのことですか？」

「ええ。なんだか、二人一いつ緒しよなら、大だい丈じよう夫ぶそうだなって思えて。ウィリアムとか、一人だとほんと不安ですけどね、仕事放り出さないかとか」

　友人のために頑がん張ばりたいと言っていた彼の言葉は、不思議と素す直なおに信じられる気がした。

「コンスタンティン助祭は、ウィリアムを可愛かわいがっていましたからね」

「可愛がって？　いやー、そんなつもりはないですけど」

「よく頭撫なでてあげてましたね」

「……う」

　確かに、しょっちゅうコンスタンティンはウィリアムの頭を撫でてははね除のけられていた。最近は随分と受け入れられるようにはなってきたが。コンスタンティンは目を逸そらし、言い訳のつもりで、もごもごと言った。

「いや、あれは、自分がされるの好きだったから、ついついやっちゃって」

「頭を撫でられるのがですか？」

　ハッとして口を噤つぐむが、もう遅い。ユリエルは興きよう味み津しん々しんという顔で彼女を見ている。コンスタンティンは、説明しないままなのもそれはそれで恥はずかしく思えて、しどろもどろになりながら言った。

「た、大したことじゃないです。僕、先々代の司祭様に育てられたんですけど。頭、撫でられると……その、祝福をもらう時を、思い出して。だから、それだけで……」

　頭に手を置き、祝福を与あたえることを按あん手しゆという。この年になると頭を撫でられるなんてことはすっかりなくなってしまったが、その代わりに彼女はウィリアムの頭を撫でながら、育ての親であるアンガスの祝福を思い出していた。その優やさしい、穏やかな気配を。

「コンスタンティン助祭」

　ユリエルが彼女を手招いた。コンスタンティンは理由がわからないまま、彼のすぐそばに立った。促うながされて、膝を突く。椅い子すに座るユリエルの目線が、コンスタンティンより高い位置に来る。彼はコンスタンティンの頭に手を置いた。

　手て袋ぶくろ越ごしなのに体温が感じられる、胸がくすぐったくなるような、優しい触ふれ方だった。

　しばらくの間、彼はコンスタンティンの頭を撫でていた。

　コンスタンティンはぽかんとユリエルを見つめ、なんとか言葉を絞しぼり出した。

「……僕、十六ですよ」

「そうなんですか？　もう少し下だと思っていました」

　ユリエルは悪気もない様子で言った。まあ、同年代の少年の中では華奢なのもあって、幼く見られがちなので、それはコンスタンティンも別にいいのだが。

「普ふ通つう、十六の男の頭は撫でないでしょう」

「いいじゃないですか。撫でても」

　コンスタンティンは、いい加減恥ずかしくなってきて立ち上がった。残念そうにユリエルが手を引っ込める。ああ。この人はなんというか。

　なんというか、凄すごく、甘ったるい人なのだ。

　不意にユリエルは気楽な様子で言った。

「コンスタンティン助祭は、聖せい剣けん騎き士し団をご存じですか？」

「え。あ、はい」

　聖剣騎士団、と聞いて、どきりとした。

　悪あく魔まが言っていたのだ。ユリエルの持つ剣けんは聖剣騎士団の至宝だと。

　だが、あの騎士修道会はもう潰つぶされている。会士は皆みんな処しよ刑けいされた。そんなわけない、とあの時のコンスタンティンは答えた。

　答えたのだが──

「私はあの騎士修道会に所属していたことがありました」

　そんなにも簡単に告げられるとは思っていなかったので、コンスタンティンは言葉に詰つまり、ユリエルを見つめた。彼は、視線がちょっと照れ臭くさいのか、困ったような笑みを浮かべた。

「コンスタンティン助祭が見た『痕あと』は、五年前、騎士修道会に異い端たんの疑いがかけられた時のものです」

　ああ。

　そうだ。どうして繫つながらなかったのだ。コンスタンティンは彼の全身に残る傷きず痕あとを思い出した。あれは拷ごう問もんの痕だ。聖剣騎士団は異端とされた。それならば、当然会士には拷問も行われたはずだ。証言を引き出すために──

　ユリエルは自分の手にちらりと視線を落とした。黒い革かわ手て袋ぶくろに覆おおわれた手は形良く、今は祈禱書のページを押さえていた。

「勿もち論ろん、あの騎士修道会はもうありません。今の私はこの聖ブリジット教会の教区司祭です。騎士修道会にいた頃ころも、そのあとも、異端の教えを持ったことなんてありません。司教様が証言してくださって、私はあの粛しゆく清せいを生き延びることができました」

　コンスタンティンは息を詰めて頷うなずいた。聖剣騎士団の徹てつ底ていした粛清については、異端うんぬんはただの口実で、真の目的はその財産没ぼつ収しゆうにあった、という噂うわさもある。

　それでも、と彼は語った。目を伏ふせ、愁うれいと諦てい観かんを同時に秘ひめた表情で。

「時々、夢に見ます。あの審しん問もんの日々を」

　目を上げてコンスタンティンを見る。

「でも、後から思い返すと、あの時、コンスタンティン助祭が手を握にぎっていてくださった時は、平気だったんです。いえ……私が勝手に握っていたのですが。それでも、ありがとうございます。無む理り矢や理り離はなすことだって、できたでしょうに」

　柔やわらかな、穏やかな笑みが窓からの陽光にきらきら輝かがやいている。コンスタンティンにとっては凄すさまじく照れ臭いことを、彼はいとも簡単に口にした。勝手に顔が熱くなる。反論しようと思っても、舌がうまく動かない。

「というわけで、コンスタンティン助祭」

「は、はい」

「友だちになってください」

　その言葉で、ようやくコンスタンティンの頭の中でユリエルの発言が繫がった。

　つまり、コンスタンティンが羨うらやましそうに友情っていいななどと言ったから、彼はわざわざ秘密を暴ばく露ろして友だちになりましょうと言い出したのだ。大の大人が！

「あー……」

　コンスタンティンは返答に窮きゆうした。コンスタンティンは【黒い羊ブラツクシープ】なのだ。もしそれを知ったら、彼は裏切られたと思うだろう。あの憎ぞう悪おの眼まな差ざしを、【黒い羊ブラツクシープ】だけではなく、コンスタンティンにも向けるだろう。それでも、今は、このバカ正直な男がどうにも好ましくて、到とう底てい突つっぱねることなどできず、ついつい曖あい昧まいな表現で誤ご魔ま化かしてしまう。

「……か、考えておきます」

「ありがとう」

　彼は子どものように微笑ほほえんだ。

　コンスタンティンにはその笑顔はなんだか眩まぶしくて、思わず彼に背を向け、布ふ巾きんを片手に台所に戻もどろうとした。

　だが、途と中ちゆうで立ち止まる。

「ん？」

「どうかしましたか？」

　ユリエルが何か手伝うことでもあるのかと立ち上がろうとする気配がある。コンスタンティンは振ふり返らずにそれを制した。

「ファーザーはまだ安静にしててください。別に手伝うこともないです」

　言いながら、自分の頭の中を探さぐる。

　何か、忘れているような気がする。




　その頃、猫ねこは通りに面した司祭館の窓の下に張り付いていた。一階の窓は防犯のために格こう子しがはまっている。窓まど枠わくに手をかけ、格子の隙すき間まから必死で中を覗のぞく猫の様子は、可愛らしいとか滑こつ稽けいとかいう言葉を通り越こしてなんだかもの悲しい。

　司祭と助祭のやりとりを見ていた彼は、ぼそりと呟つぶやいた。

「吾わが輩はいという夫がありながら……」

　コンスタンティンは、子どもたちがいなくなった時、取り乱し、焦あせり、必死で子どもたちの行方ゆくえを追った。まったく、夫たる吾輩にもそれくらいの情熱を注ぐべきだと、陰かげで見ていた彼が言いたくなるくらい、彼女は真しん剣けんだった。

　だから、彼もいなくなってみたのだ。彼女が自分のために取り乱したり焦ったり必死になったりするのは、ちょっと見てみたかったし、何より不服従が甚はなはだしい彼女への罰ばつとして、なかなかふさわしいように思えたのだ。

　ところが、彼女は完全に平静だった。平静を装っていた、と言いたいところだが、ここまでくると、もう演技とか強がりとかではなく、素すだ。普通に、彼の不在を受け入れているのだ。いや、そもそも不在に気付いていない。

「何故なぜだ……」

　予定の狂くるった彼は、呻うめくように言った。もう十日だ。彼もいい加減腹が減っていた。この十日間、屋台の肉をかすめ取ったりして暮らしてきたが、それもそろそろ目をつけられ、最近では屋台に近寄らせてすらもらえなくなった。残飯を漁あさったり、ネズミを獲とったりするのは、彼の矜きよう持じが許さなかった。そこは、越えてはならない最後の一線のような気がしたのだ。

　窓の向こうで、コンスタンティンは楽しそうにしている。てきぱきと動いて……ああ、また笑った！　なんだというのだ。彼がいないのに、どうして彼女は笑えるのだ。

　子どもたちがいなくなったのが彼のせいだと勘かん付づいた時の、彼女の言葉を思い出す。




『それは愛じゃない！　僕がそんなんで君を愛するって思うのか？　僕は君を愛さない、絶対に！』




　あの時、彼には、だからどうした、としか思えなかった。彼女の愛など必要ない。どうせ魔ま力りよくが戻れば彼女を魅み了りようして、地じ獄ごくへ連れ去ることができるようになるのだから。

　だから、どんなに猫ねこ扱あつかいされようと、それまでの我が慢まんだと思っていた。

　だが、今は不在に気付いてすらもらえない。

　これは、あまりに寂さびしい。

「愛か……」

　彼は物もの憂うげに呟いた。愛があれば、彼女は彼の不在に気付くのだろうか？　取り乱して、焦って、必死になるのだろうか？　泣きじゃくって毎日を過ごし、不安と絶望で押しつぶされそうな顔を見せてくれるのだろうか？　ああ、見てみたい。あの緑の目から涙なみだが零こぼれて止まらないところを。泣きはらした目の下がキスの痕のように赤く染まり、赤い髪かみが乱れて頰ほおや首筋にかかるところを。彼女の心がどんどん壊こわれていって、彼のことしか考えられなくなるところを見てみたい。他ほかの誰だれがいても、彼がいなければ喜びも安あん堵ども感じられない、そういう罪深い女にしてみたい。

　なるほど、確かに、それには愛が必要かもしれない。

　魔力の回復にはまだ時間がかかるが、考えてみれば何も魔力の回復を待つ必要はないのだ。魔力なしでも、彼女が自分を愛するようになれば、自おのずと地獄へもついてくるに違ちがいない。試ためしてみる価値はある。

　そう思った彼の目と、窓の方を見た彼女の目が合った。彼女は目を見開き、口を開け、あっ、と叫さけんだ。彼は驚おどろいて、壁かべを滑すべり落ちて着地した。ばたばたと、彼女の足音が聞こえてくる。そして、司祭館から出てきた彼女は彼を拾い上げ──

「よくも戻ってこられたな、この──って、うわっ、なんだこれ、小こ汚ぎたない！」

　そんなことを言ったのだった。

　まったく、夫たる吾輩に、なんて口の利きき方をするのだろう。

　彼は不服を表現するために、低い声で一つ鳴いた。







　あとがき




　こんにちは、喜多みどりです。このたびはお手にとってくださってありがとうございます。

『シスター・ブラックシープ』は、長年男性として育てられてきたヒロイン（助祭）が、悪あく魔まとの離り婚こんのために正義の味方になって司祭に追いかけられる話です。性格に難があるヒロイン、日々リアル猫ねこ化していく悪魔、純情司祭、の三つどもえを楽しんでいただけたらいいなと思っています。一つ屋根の下で正体を隠かくすとか大好きです……はい。ちなみに舞ぶ台たいとなる世界は中世ヨーロッパをモデルにしていますが、サクス市とその周辺地域は私の虚きよ構こうです。

　それから、前作のあとがきで書いた「おまけ話」ですが、四月中に私の方に転送されてきた分についてはすでにお送りさせていただきました。たくさんのお手紙ありがとうございました！　切手・宛あて名なシール同どう封ふうしたのに届いていない、という方は、お手数ですが私の方までお手紙ください。（差出人住所氏名を書いていない方いらっしゃいます。お気を付けください）

　最後になりましたが、格好良くて可愛かわいいヒロインを描いてくださった桐矢隆先生（ラフも全部スクリーンセーバーに設定していつも見てます！）、教会まで連れていってくださった担当編集者の木藤女史、新作を待っていてくださった方々、そして読んでくださった皆みな様さま、本当にありがとうございました！

喜多　みどり　　
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